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はじめに 

令和6年度版環境概要（令和5年度実績）について 

環境概要は、環境基本計画に基づく環境保全施策の実施状況等を継続的に点検・評価するための年次報告書です。 

令和6年度版環境概要（令和5年度実績）は、社会情勢の変化や国等の環境施策の動向に的確に対応するため、令和4年度

に改定した環境基本計画に基づく報告書で、環境施策の状況について、計画の施策体系に基づいて進行管理指標の実績値や

主な取組状況を掲載しています。併せて、山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び同気候変動適応計画の実施状

況及び進行管理指標の実績値等を掲載しています。 

 

令和5年度の動き 

国の動き   

国においては、気候変動問題への対応として、令和2（2020）年10月に「2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにする、2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言し、令和3(2021)年4月には、2030年度に、温

室効果ガスを2013年度から46％削減することを目指すこと、さらには50%削減の高みに向け、挑戦を続けることを表明しました。 

また、令和3（2021）年5月には、2050年までの脱炭素社会の実現、環境・経済・社会の統合的向上、国民を始めとした関係者

の密接な連携等を、地球温暖化対策を推進するうえでの基本理念とする「地球温暖化対策推進法の一部を改正する法律」が成

立するとともに、令和3（2021）年6月には、国・地方脱炭素実現会議で決定した「地域脱炭素ロードマップ」において、地域脱炭素

は、地域課題の解決につながる地方創生の取組であり、2030年までに脱炭素を実現する先行地域を100カ所以上創出し、併せ

て、全国で重点対策を実施し、2050年脱炭素社会の実現に貢献することが示され、令和3（2021）年10月には、地球温暖化対

策推進法に基づく政府の計画として、新たな削減目標を踏まえた地球温暖化対策推進計画を改定しました。 

こうした中、令和5（2023）年5月には、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の実現に向けて必要となる「脱炭素成長型経済

構造への円滑な移行の推進に関する法律（ＧＸ推進法）」が成立、また同年7月に当該法に基づく「ＧＸ推進戦略」を策定し、更に

は企業のＧＸ投資を強力に引き出すために、半導体や蓄電池、水素等の重点16分野における今後10年間の「分野別投資戦略」

を取りまとめました。 

また、4月には「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律」が施行され、一定規模以上の

エネルギーを使用する事業者に対し、エネルギーの使用状況等についての定期的な報告や、省エネや非化石転換等に関する

取組の見直しや計画の策定などを求めることが規定されました。 

その他、気候変動適応の一分野である熱中症対策を強化するため、気候変動適応法が4月に改正され、熱中症対策実行計

画の法定計画への格上げ、熱中症特別警戒情報の創設、市町村長による指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）等の指定

の制度等の法的枠組みが整備されました。 

 

県の動き   

山口県においては、令和3（2021）年3月に改定した山口県環境基本計画～第４次計画～に基づき、健全で恵み豊かな環境

の保全と創造を基本目標とし、気候変動対策の推進、循環型社会の形成、いのちと暮らしを支える生物多様性の保全、生活環境

の保全、環境に配慮し、行動できる人づくりの推進、やまぐちの特性を活かした持続可能な地域づくりの推進の６つの重点施策を

掲げ、様々な施策を総合的かつ計画的に推進することとされています。 

令和5年度の取組としては、スマートフォンアプリ「ぶちエコアプリ」を活用した普及啓発活動や、学校現場におけるICT技術を活

用した環境学習の推進など、県民や事業者自らによる脱炭素ビジネススタイルや事業活動での地球温暖化対策の取組（ゼロカー

ボン・チャレンジ）を推進されました。 

また、家庭向けのＺＥＨの啓発・導入支援を始め、県民を対象とした太陽光発電・蓄電池の共同購入支援、中小企業を対象とし

た太陽光発電設備等の設置補助等に取り組み、民生部門を中心に、省エネ化や再生可能エネルギーの導入を図られました。 

その他、気候変動適応法の改正を受け、広域的な熱中症対策の推進を図るため、市町等と連携し、熱中症特別警戒情報の

県民や関係団体への伝達体制を整備されるとともに、令和6（2024）年3月には、熱中症対策の関連情報を取りまとめた「やまぐち

熱中症対策情報サイト」を開設し、県民・関係団体に広く周知を図られました。 

 

市の動き  

令和3（2021）年12月に、2050年までに本市の温室効果ガス排出量を実質ゼロにする、「山口市ゼロカーボンシティ宣言」を行

い、地球温暖化という課題に向き合い、再生可能エネルギー等を最大限活用した地域脱炭素の取組を積極的に進めていく決意
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を表明し、令和4（2022）年11月には、本市の計画提案「「ゼロカーボン中心市街地」～商店街・住民・企業・市の共創による市街

地脱炭素化の実現～」が、国の脱炭素先行地域として選定されました。 

令和５年度の取組としては、「山口市中心市街地省CO2設備導入補助金」制度の創設による、高効率空調機器等の導入支援

等のほか、本市とともに地域脱炭素の推進を担う地域新電力会社「山口グリーエネルギー株式会社」の設立に向けて、出資事業

者と合弁契約の締結を行いました。 

また、令和5年4月から、山口市、（株）伊藤園及び日本果実工業（株）の3者による「山口市におけるペットボトルの水平リサイク

ルによる資源循環の推進に関する連携協定」に基づき、本市が収集したペットボトルを原料としたリサイクルペットボトルを使用す

る、水平リサイクルの取組を開始しました。 
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第１章 環境基本計画の構成と目標 

 

１ 環境基本計画の位置づけ 

(1)  環境基本条例の基本理念の実現に向けた計画 

本市の環境基本計画は、「山口市環境基本条例」に基づき策定し、同条例の基本理念にのっとり、自然的社会的条件に応

じた環境の保全と創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための最も基本的な計画です。 

 

(2)  地球温暖化の推進に関する法律及び気候変動適応法に関する事項を定める計画 

本市の「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第２１条第３項の規定に基

づき策定し、市域の温室効果ガスの排出抑制等を進めるための施策に関する事項を定める計画です。また、「気候変動適応

計画」は「気候変動適応法」第１２条の規定に基づき策定し、本市の自然的・経済的・社会的状況に応じた気候変動適応に関

する施策の推進を図る計画です。 

本市においては、国の令和３２年(２０５０年)までに温室効果ガス排出量を実質ゼロとする脱炭素社会の実現を目指すという

動きを踏まえて、「山口市ゼロカーボンシティ宣言」を行い、地球温暖化対策に積極的に取り組むこととしています。  

この取組は、気候変動への対応だけではなく、自然環境、生物多様性の保全、大気や海洋汚染の防止、プラスチックごみへ

の対処を始めとした資源循環等とも相互に密接に関係し、あらゆる環境施策と連携を図りながら進める必要があることから、山

口市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)及び山口市気候変動適応計画を包含する形としています。 

 

(3)  総合計画を環境面から具現化、補完する計画 

本市の環境基本計画は、山口市総合計画を環境面から具現化し補完する計画と位置づけ、市の環境の保全と創造に関す

る施策の基本的な方向を示すものです。 

 

(4)  市民・事業者・民間団体・市（行政）の行動指針 

本市の環境基本計画は、市民、事業者、民間団体、市（行政）が様々な地域環境特性に応じて、各主体の役割や責務を果

たし、連携、協力しながら、目指す環境像を実現していくための指針となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他関連計画 

山口市スマートシティ推進ビジョン 
山口市都市計画マスタープラン 
山口市都市核づくりビジョン 
山口市景観計画 
山口市市民交通計画 

山口市中心市街地活性化基本計画 
山口市食料・農業・農村振興プラン 
山口市森林・林業ビジョン 等 
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２ 環境基本計画の概要 

本計画は、山口市環境基本条例に基づき策定し、同条例の基本理念に則して、自然的社会的条件に応じた環境の保全と

創造に関する施策の基本的な方向性を示し、総合的かつ計画的に推進するための最も基本的な計画です。 

 

(1) 市の目指す環境像 

市民、事業者、民間団体、市（行政）が様々な地域環境特性に応じて、各主体の役割や責務を果たし、連携、協力しながら、

環境の保全や創造に取り組むために、目指すべき環境像を描き、それらを共有化する事が重要です。そこで、本計画で目指

す環境像を以下のように定めています。 

 

 

(2) 目指す環境像の実現に向けた環境目標 

中長期的な4つの「環境目標」と、具体的な施策や取組を推進するための方向性を示す11の「基本施策」によって、環境像

の実現を目指します。 

 

  

人と自然が共生し みらいにつなげる 持続可能なまち やまぐち 

人と自然が共生し みらいにつなげる 持続可能なまち やまぐち  

環境目標１  

自然環境と調和した 
快適で安全・安心なまち 

環境目標４ 
環境保全を推進する 

ひと・しくみづくり 

環境目標３ 
地域脱炭素をけん引し 

未来の子ども達が 

安心して暮らせるまち 

環境目標２ 
資源の有効活用と 

環境負荷の低減を図る 

循環型のまち 

 

分野別目標 分野横断的目標 

①自然環境の保全・ 

生物多様性の確保 

②生活環境の保全 

③快適な生活の確保 

④都市景観の保全 

 

①３R（２Rと分別・リサ

イクル）の促進によるご

みの減量推進 

②廃棄物の適正処理とエ

ネルギーとしての有効活

用 

 

①温室効果ガスの排出抑

制・吸収源対策（山口市

地球温暖化対策実行計

画（区域施策編）） 

②気候変動への対応

（山口市気候変動適応

計画） 

 

①環境教育・環境学習に

よる理解と行動の促

進、人材育成 

②多様な主体による環境

保全活動の促進、他都

市との連携 

③環境にやさしい社会経

済のしくみづくり 

 

基
本
施
策 

環
境
目
標 
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 重点プロジェクト 

本計画では、目指す環境像の実現に向けて、特に重要かつ早期の達成が必要な課題について、施策の枠を超えて重点的

に取り組むものとして、3つの「重点プロジェクト」を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境基本計画の進め方 

本計画では、毎年度の進行管理において、取組が着実に展開されているか、その結果、目標に向けて環境がどのように改

善されているか、といったことを継続的に点検・評価するため、4つの環境目標の各基本施策について、進行管理指標を設定し

ています。中でも重点プロジェクトに関する指標については、事業成果を表す重要な指標として管理しています。 

 

４ 環境基本計画年次報告書 

本報告書は、環境基本計画の着実な実行を確保するため、山口市環境基本条例第１１条に基づき、環境の状況や施策の

実施等について、進行管理の観点で山口市環境審議会から御意見をいただきながら、毎年度定期的に点検・評価し、その結

果を公表するものです。併せて、山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び同気候変動適応計画について、市域の

温室効果ガス排出量及び取組ごとの進捗状況、評価の内容等について、公表するものです。 

人と自然が共生し みらいにつなげる 持続可能なまち やまぐち  

環境目標１ 
自然環境と調和した 

快適で安全・安心なまち 

環境目標４ 
環境保全を推進する 

ひと・しくみづくり 

環境目標３ 

地域脱炭素をけん引し 

未来の子ども達が 

安心して暮らせるまち 

環境目標２ 
資源の有効活用と 

環境負荷の低減を図る 

循環型のまち 

 

分野別目標 分野横断的目標 

重点プロジェクト１ 
 

「やまぐちの自然環境・ 

生物多様性の保全」 

プロジェクト 

 

 

自然共生社会 

 

重点プロジェクト２ 
 

「プラスチック資源 

循環促進」 

プロジェクト 

 

 

循環型社会 

 

重点プロジェクト３ 

 

「地域脱炭素推進」 

プロジェクト 

 

 

 

脱炭素社会 
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第２章 施策の展開と評価 

１ 環境目標・基本施策 

 

環境目標１ 自然環境と調和した快適で安全・安心なまち  ・・・・・・・・・・・・・・・・・P9 

豊かな自然と多彩な文化・伝統を次世代に引き継いでいくために、すべての環境の基盤となる大気、

水、土壌などを良好な状態に保持・保全し、市民が安心して暮らすことができる、公害のない環境を確保

した上で、自然環境と調和した文化的な暮らしが営める快適なまちを目指します。 

 

【基本施策】  

１－① 自然環境の保全・生物多様性の確保  

１－② 生活環境の保全  

１－③ 快適生活の確保  

１－④ 都市景観の保全  

 

環境目標２ 資源の有効活用と環境負荷の低減を図る循環型のまち  ・・・・・・・・・・・P24 

分別・リサイクルを一層促進することに加え、2R（リデュース、リユース）の取組を促進していくとともに、

令和4年（2022年）4月に施行された「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」を踏まえ、あ

らゆる主体におけるプラスチック資源循環の取組を促進します。 

また、環境負荷の低減とごみ処理コストの削減を図りながら、ごみの適正処理を行い、廃棄物処理施

設の適正かつ計画的な整備に努めます。 

 

【基本施策】  

２－① ３R（２Rと分別・リサイクル）の促進によるごみの減量推進  

２－② 廃棄物の適正処理とエネルギーとしての有効活用  

 

環境目標３ 地域脱炭素をけん引し未来の子ども達が安心して暮らせるまち ・・・・・・・・・P31 

2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする「山口市ゼロカーボンシティ宣言」のもと、再生可

能エネルギー等を生かした地域脱炭素の取組を進めていくことで、地域課題の解決や市民の暮らしの質

の向上を図り、地域経済の活性化につなげ、地方創生を目指します。 

また、令和4年（2022年）11月に国から選定された「脱炭素先行地域」の取組を積極的に推進する中

で、この取組を先導的モデルとし、市内全域に展開していきます。 

さらに、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」の推進に加え、国の「気候

変動適応計画」を踏まえ、温暖化の影響に対して自然や、私たちの社会生活のあり方を調整し、気候変

動への被害を最小限に食い止めるための「適応策」を講じていきます。 

 

【基本施策】 

３－① 温室効果ガスの排出抑制・吸収源対策（山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）） 

３－② 気候変動への対応（山口市気候変動適応計画） 
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環境目標４ 環境保全を推進するひと・しくみづくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P41 

次代を担う子どもたちが、本市の豊かな自然や身近な地域社会の中での様々な体験を通じて、自然

に対する豊かな感受性や関心等を培うための「場」を提供し、ライフステージに応じた系統的総合的な環

境教育・環境学習を推進していきます。 

また、環境保全活動に取り組む各種団体との協働の取組を進めるとともに、事業者も含めた各主体が、

それぞれの活動の中で環境に取り組みやすいインセンティブを持たせるなど、自ら進んで環境保全に取

り組むことのできるしくみづくりについて、研究していきます。 

 

【基本施策】 

４－① 環境教育・環境学習による理解と行動の促進、人材育成  

４－② 多様な主体による環境保全活動の促進、他都市との連携  

４－③ 環境にやさしい社会経済のしくみづくり  

 

 

重点プロジェクト  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P49 

重点プロジェクト１ 「やまぐちの自然環境・生物多様性の保全」プロジェクト 

重点プロジェクト２ 「プラスチック資源循環促進」プロジェクト 

重点プロジェクト３ 「地域脱炭素推進」プロジェクト 

 

２ 施策別の評価 

体系に沿って、次頁以降に評価をまとめています。 

  
施策別評価の見方 

 
事業ごとに設定した進行管理指標の状況 
 目指す環境像の実現に向け、事業を実施したことにより、どれだけの成果や効果があったかを数値にして記載しています。 
 
達成度 

・達成 （中間年度又は最終年度のみ）  
・高 達成度が 70%以上  
・中 達成度が 30%以上 70%未満  
・低 達成度が 30%未満  
・-  達成度の測定ができないもの。もしくは令和5 年度の実績値を取得していないもの。  
【算定方法】  

達成度は、基準値から R9（2027）年度目標値までの距離のどこに R5（2023）年度実績値が位置しているのかという 
観点で算定。 

【例】 （基準値）  30% 
（R 5 実績値） 50% 
（R 9 目標値） 60% 

 

評価（数値目標の達成状況等） 

 進行管理指標の数値の推移を踏まえたコメントを記載しています。 

 

取組報告 

 令和5 年度の取組内容（実施事業の内容）を記載しています。 
 

        R5 実績値 ― 基準値    50 ― 30 

        R9 目標値 ― 基準値    60 ― 30 
達成度 ＝ ≒  66.7%  ⇒  中 ＝ 
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環境目標１ 自然環境と調和した快適で安全・安心なまち 

 

基本施策１－① 自然環境の保全・生物多様性の確保 

 

 進行管理指標   

指標 単位 

基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境に優しい行動をして

いる市民の割合 
％ H29 54.1 56.2  59.8  57.0 70.0 増加 中 

森林施業面積 ｈａ H29 903.6 712.2 554.2 1,000 620※1 増加 高 

有害鳥獣の捕獲頭羽数 頭羽 H28 2,694 3,269 1,737※2 3,000 3,250 増加 低 

担い手への農地集積率 ％ H28 36.3 39.9 40.0 43.0 50.0 増加 低 

生物多様性認知度 ％ R4 26.7 26.7 31.5 26.7 50.0 増加 低 

※1 令和4年度の指標見直しにより目標値を修正しています。 

※2 令和5年度の有害鳥獣の捕獲頭羽数は、イノシシが豚熱に感染し、個体数が減少したことによるもの。 

※ 農地集積率…農地を所有し、又は借り入れること等により、利用する農地面積を拡大する率のこと。 

 

 

 主な指標の考え方   

アンケートの結果から「環境に優しい行動をしている市民の割合」を指標の数値として抽出し、中間年度・最終年度と比較するこ

とにより、達成度の把握を行います。 

 

 評価  

「環境に優しい行動をしている市民の割合」は、令和4年度と比較すると3.6ポイント増加しました。これは、新型コロナウイルス感

染症の５類感染症への移行に伴い、清掃活動の参加率が増加したこと等によるものです。アンケートの結果では、「ごみの減量と

分別・適正排出」が最も高く、「清掃活動への参加」、「自然の中の生き物や自然を大切にしている」が、2番目、３番目の割合とな

っています。 

「森林施業面積」は、令和4年度と比較すると総面積で158ｈａ減少しました。これは、森林整備センターの施業中間伐面積が

減少したことによるものです。 

「有害鳥獣の捕獲頭羽数」は、イノシシが豚熱に感染した影響から、令和４年度と比較すると1,532頭減少し、中間年度の目標

値を下回っています。 

「担い手への農地集積率」は、令和４年度と比較すると0.1ポイント増加しています。これは、地域農業の中心となる集落営農法

人、認定農業者等へ農地集積が促進されたことによるものです。 

今後も引き続き、山口市環境基本計画に基づき、市報やウェブサイトでの環境保全に関する啓発や、環境学習講座等を行うこ

とにより、市民の自然環境に対する意識の向上、環境保全活動への積極的な参加を促進していきます。  
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 主な取組  

(1) 良好な自然環境の保全と創造 

多様な主体の参加による流域づくり（里山保全、干潟再生活動等）を推進しました。 

 

①ふれあいの場づくり 

ア．森林セラピー事業の推進 

森の案内人による森林散策（ガイドツアー）の案内や森

林セラピー体験イベント等を実施しました。イベント参加者

数は、新型コロナウイルス感染症の影響で休止していた

大規模イベント「森フェス」が再開したことにより、大幅に増

加しました。また、森林セラピー体験イベントの中で森林

整備の重要性について普及啓発を行いました。 

 

イ．森林公園の適正な維持管理 

森林公園（おとどい山森林公園、犬鳴森林公園、鴻ノ峰創造の森、栄山自然観察の森の４施設）の維持管理や遊歩道

周辺の森林整備を行いました。 

「地域が育む豊かな森林づくり推進事業」を活用し、大歳地区「金山」の周辺の森林整備を実施しました。 

（令和５年度実績 6,811千円） 

 

②ふれあいの機会づくり 

ア．水辺の教室・野鳥の教室の開催、関係情報の提供 

市民が自然とふれあえる環境学習講座として、「水辺の教室」と「野鳥の教室」を開催し、環境保全の意識の啓発を行っ

ています。 

 

     年度 

項目 
Ｒ３ Ｒ４ R５ 

水辺の教室 
開催回数（回） 中止 １ 1 

参加人数（人） - ２１ 21 

野鳥の教室 
開催回数（回） ２ ２ 2 

参加人数（人） ３３ ２９ 24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     また、「水辺の教室」では、河川の水質調査を併せて実施しています。令和4年度、5年度ともに、Ⅰ類となっており

環境基準を満たしています。 

 

                      年度 

項目 
Ｒ３ Ｒ４ R５ 

水辺の教室による河川の水質調査結果 中止 Ⅰ類 Ⅰ類 

  年度 

項目 
R３ R４ R５ 

ガイドツアー案内者数（人） ６５４ ３４０ ５９５ 

イベント参加者数（人） １７６ ３７８ 1,870 
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イ．地域の自然を活用した特色ある学校づくりの推進 

各小中学校での教育活動の中で、地域の自然を活用した特色ある環境学習を通じて、自然とのふれあいの場の創出を

図っています。 

環境学習では、米作りなど地域の方とともに行う自然体験学習や、自然や生物観察といった地域探検などを行っていま

す。各学校の活動については、資料編P77以降に掲載しています。 

 

③自然環境に配慮した施設整備 

   ア．親水河川の整備促進 

     河川の改修にあたっては、多自然型護岸の整備を進め、親水空間の創出に努めることとしています。 

 

④森林・農地の保全・活用 

ア．環境にやさしい持続可能な農業の推進 

令和６年３月に山口市有機農業推進計画を改定し、持続可能な有機農業の推進を図ることとしました。 

有機農業の推進にあたっては、農業経営の安定化に配慮しつつ、地域内の有機性資源の活用を図るなど、慣行栽培か

ら環境保全型農業、特別栽培、有機農業へと段階的に推進することとしています。 

取組の推進にあたっては、環境保全に効果の高い有機農業等の取組に対して交付される環境保全型農業直接支払交

付金により支援を行うとともに、有機農業推進協議会等と連携し、有機農業の栽培技術の向上、有機農産物の流通・販売

の促進、有機農業者や消費者等の交流活動などの取組を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

イ．農地の保全 

中山間地域等直接支払事業 

農業生産条件の不利な中山間地域等を対象に、集落等を単位に農用地を維持・管理していくための協定を締結し、そ

れに沿った農業生産活動における自然生態系の保全に資する取組の支援を行いました。 

令和４年度から２集落が加わり、交付集落数・交付金額が増加しています。 

   

 

 

 

 

 

 

多面的機能支払交付金事業 

農業農村地域の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、多様な担い手の育成と支援を行いました。 

地域資源の基礎的保全活動の多面的機能を支える共同活動と地域資源の質的向上を図る共同活動、施設の長寿命

化のための活動を支援しました。 

※本市の農振農用地の約61％において取組が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  年度 

項目 
R３ R４ R５ 

交付団体数 ７  ６ ７ 

交付金額（千円） ４，８２１ ５，２０５ ５，２６７ 

  年度 

項目 
R３ R４ R５ 

交付集落数 ９２  ９４ ９４ 

交付金額（千円） ２３７，９４９ ２４５，６０６ ２４３，１90 

  年度 

項目 
R３ R４ R５ 

活動組織数 ３６  ３６ ３６ 

活動対象農地（ｈａ）   ４,８３１.２１ ４,８０５.０６ 4,812.86 

交付金額（千円） ３８２，６８１ ３７４，５７９ ３６５，４１１ 
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⑤都市農村交流の推進 

 都市と農村の交流を推進するため、道の駅等での特産品販売、イベント開催等を行いました。 

             年度 

項目 
Ｒ３ Ｒ４ R５ 

都市農村交流の人口（千人） 2,048 2,116 2,262 

 

⑥豊かな流域づくりの推進 

ア．山口湾河口域干潟の保全・再生 

椹野川河口域・干潟自然再生協議会の取組として、アサリ再生のための  

被覆網の交換、撤去やモニタリング調査等を実施しました。 

住民参加型の干潟再生活動の参加者は、１９１名となりました。 

 

⑦良好な自然景観の保全・創造と活用 

ア．景観計画の策定 

景観法に基づく景観行政団体として、平成24年3月に策定した山口市景観形成基本方針を踏まえ、平成25年3月に景

観法に基づく「山口市景観条例」を制定し、「山口市景観計画」を策定しました。 

一定規模の行為に対して、届出を義務づけるとともに、本条例に基づく景観形成重点地区の指定を推進すること等によ

り、良好な景観の保全、創出に努めています。 

 

イ．多面的機能支払交付金事業 「再掲」 

農業農村地域の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、多様な担い手の育成と支援を行いました。 

36組織、4,812.86haにおいて、地域資源の基礎的保全活動の多面的機能を支える共同活動と地域資源の質的向上

を図る共同活動、施設の長寿命化のための活動を支援しました。 

 

 

(2) 野生動植物の保護・管理 

市内に生息する貴重な野生動植物の保護・管理を行い、有害鳥獣の被害対策や外来生物の流入防止に努めました。 

①貴重な野生動植物の保護 

ア．天然記念物に指定されている樹木の保護・保全 

指定天然記念物について専門家の指導を受け、草刈や養生を行い、天然記念物の保護に努めました。 

 

イ．ゲンジボタルの保護 

市内のゲンジボタル保護団体の活動経費に対する補助や事業委託を行い、ゲンジボタルの保護に努めました。 

 

 

 

 

 

②野生動物の適正な保護と管理 

ア．野生動物の捕獲禁止 

野生動物の捕獲禁止について、市報等により啓発を行いました。 

 

イ．有害鳥獣関連対策事業 

ＪＡや各地区の被害対策協議会等の団体に、電気柵等の被害防止柵の設置や鳥獣の追い払いに要する経費に対して

補助を行いました。 

年度   

項目 
R３ R４ R５ 

補助件数（件） ６ ６ ５ 

年度   

項目 
R３ R４ R５ 

補助件数（件） ２ ３ ３ 
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ウ．外来種に関する普及啓発 

外来生物の影響等について、市報やウェブサイトにより情報発信を行うとともに、生態系に大きな影響を及ぼすおそれの

ある外来生物については、パンフレットを作成し啓発を行いました。 

 

エ．特定外来生物の駆除 

平成27年2月に策定された「山口県ヌートリア・アライグマ防除実施計画」に基づき、市職員自らが捕獲従事者となりヌ

ートリアの捕獲を行いました。 

また、市内各地域では、地区清掃の一環としてオオキンケイギクの抜取り作業を実施されているほか、令和４年度から

オオキンケイギクの駆除資材の提供を行っています。 

    

年度   

項目 
R３ R４ R５ 

捕獲頭数（頭） ４２２ ２４１ ３２８ 

 

  

オオキンケイギク抜き取り作業の様子 

啓発用チラシ 



- 14 - 

 

基本施策 １－② 生活環境の保全 

 

 進行管理指標   

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

空気や河川等の水辺がきれ

いだと思う市民の割合 
％ H29 59.5 70.5 71.0 70.0 75.0 増加 高 

クリーンキャンペーン参加者数 人 H29 600 212 310 900 1,000 増加 低 

 

 主な指標の考え方  

アンケート結果から「空気や河川等の水辺がきれいだと思う市民の割合」を指標の数値として抽出し、中間年度・最終年度の目

標値と比較することにより、達成度の把握を行います。 

「クリーンキャンペーン参加者数」を指標にすることにより、環境美化活動に対する市民の関心の度合いを推測します。 

 

 評価  

「空気や河川等の水辺がきれいだと思う市民の割合」については、令和4年度と比較すると、0.5ポイント増加しています。きれい

と思わない、あまり思わないと回答した人は約１割でした。 

クリーンキャンペーンについては、新型コロナウイルス感染症拡大以前の規模で開催しました。 

今後も、啓発等により市民の環境意識の向上に努め、生活環境への満足度向上を目指します。 

 

 主な取組  

(1) PM2.5等の情報収集及び周知啓発 

関係機関と連携し情報収集を行い、ウェブサイトや防災メール等でPM2.5等の情報発信を行いました。 

①光化学オキシダント・PM2.5情報の発信 

光化学オキシダント※等に関する情報の収集・提供  

県と連携し、光化学オキシダントに関する情報（Ｐ52参照）をウェブサイトに掲載することにより周知を図り、迅速に市民等へ

情報伝達をすることで、健康被害発生の防止に努めました。 

 

 

 

 

 

 

②家庭ごみの適正な処理方法の指導・啓発 

適正な処理方法の指導・啓発 

家庭での野外焼却やそれに関する苦情等に対し、助言・指導を行うとともに市報による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

苦情件数（件） ３２ ２９ ２８ 

 

 

  

※光化学オキシダント 

工場の煙や自動車の排出ガス等に含まれる窒素酸化物と炭化水素が太陽の紫外線により光化学反応を

起こし、二次的に生成する物質です。県内の全測定局で環境基準が達成されていないのが現状です。 
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(2) 生活排水処理対策の推進 

公共下水道施設等の整備や合併処理浄化槽の普及促進及び適正な維持管理の啓発を行い、生活排水処理対策を推進し

ました。 

①生活排水処理対策の推進 

ア．合併処理浄化槽の設置促進 

専用住宅に設置する処理対象人員10人以下の合併処理浄化槽の設置費に対する補助を行いました。 

合併処理浄化槽の普及を進めることで、集合処理区域外の生活環境の向上と水環境の保全が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．生活排水処理事業 

 

  処理体系 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  処理人口（令和5年度） 

 人 口（人） 割 合（％） 

公 共 下 水 道 125,351 67.4 

農業集落排水 7,920 4.2 

漁業集落排水 297 0.2 

浄 化 槽 42,397 22.8 

 （合併処理浄化槽） 
 

39,996 
 

21.5 

（単独処理浄化槽） 2,401 1.3 

し 尿 収 集 10,123 5.4 

自 家 処 理 0 0.0 

合 計 186,088 100.0 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

補助件数【５人槽】（基） １１３ １０３ ７３ 

補助件数【７人槽】（基） ２４ ３３ １４ 

補助件数【１０人槽】（基） １ ４ １ 

    

 

 

 

 

 

 

人 口 

    

186,088 人 

公共下水道 

125,351 人 

農業集落排水 

7,920 人 

漁業集落排水 

297 人 

浄 化 槽 

42,397 人 

し 尿 

10,123 人 

自家処理 

0 人 

下水道終末処理場 

農業集落排水処理場 

下水道終末処理場（川西地区） 

下水道終末処理場 

 

収集許

可業者 

・環境センター 
・防府市クリーンセンター

（徳地地域処理委託） 
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ウ．管渠整備事業 

山口市汚水処理施設整備構想に基づく公共下水道による管渠等の整備を計画的に実施しており、生活環境の向上と水

環境の保全が図られています。 

 

②流域連携による浄化対策の推進 

椹野川河口域・干潟自然再生協議会に参画し連携することにより、アサリをはじめとする底生生物の再生活動やモニタリング

調査等を行うとともに、椹野川河口域・干潟の現状等について情報共有を図りました。 

 

③水質に関する意識啓発 

ア．椹野川水系等の清流の保全に関する条例に基づく水質管理責任者等の届出に関する啓発 

椹野川水系等の清流の保全に関する条例、佐波川清流保全条例及び阿武川水系環境保全条例に基づき、民間事業

者に対し、開発に伴う事前協議や水質管理責任者の選任等の届出義務について、市報等による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

事前協議件数（件） ２６ ３１ ２４ 

  

イ．河川等の清掃活動 

河川愛護月間において、市民の環境に対する関心を高めるため、市民参加型のイベントとして実施している「ふしの川水

系クリーンキャンペーン」を新型コロナウイルス感染症拡大以前の規模で実施しました。 

進行管理指標のクリーンキャンペーン参加者数は、メイン会場の参加者数としていますが、各地域で独自に河川等の清

掃活動は実施されており、地域の清掃活動で発生したごみの収集を行いました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

参加人数（椹野川）（人） （中止） ２１２ ３１０ 

 

(3) 土壌環境の保全 

①法令に基づく指導・規制の推進 

土壌汚染の現状把握について、関係機関と連携し情報収集に努めました(P56参照)。 

 

②農薬使用の適正化 「再掲」 

健全な土壌環境保全のため、各関係機関と連携し有機栽培や減農薬栽培を推進しました。 

環境保全に効果の高い有機農業等の取組に対して交付される環境保全型農業直接支払交付金により支援を行いました。 

（令和5年度実績：交付団体数：7、交付金額5,267千円） 

   また、有機農業推進協議会において、有機農業の栽培技術の向上、有機農産物の流通・販売の促進、有機農業者や消費

者等の交流活動などの取組を実施しています。 

 

(4) 化学物質への適切な対応 

①化学物質に関する情報の収集・提供 

関係機関と連携し情報収集を行い、市報等に掲載し市民や事業者への情報提供に努めました(P57参照)。 

 

②ダイオキシン類対策の推進 

野焼きや焼却炉等での野外焼却の規制・指導を行うとともに、市報等による啓発を行い、ダイオキシン類の発生抑制に努め

ました。 

 

(5) 低公害車の率先導入 

低公害車の率先導入 

「第二次山口市エコフレンドリーオフィスプラン」に基づき、公用車更新時には低公害車の導入に努めています。また、日常

業務においても、電気自動車やハイブリッド自動車を優先的に使用すること及び近距離の移動については、徒歩あるいは電動

アシスト自転車を利用することなどにより、ガソリン使用量の削減に努めています。 
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基本施策 １－③ 快適生活の確保 

 

 進行管理指標   

指標 単位 
基準値 

実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

快適な生活環境が整って

いると思う市民の割合 
％ H29 71.6 76.8 81.0 74.0 80.0 増加 高 

生活公害（騒音、振動、

悪臭、野焼き等）に関す

る苦情対応件数 

件 H28 166 99 156 159 120 減少 低 

 

 主な指標の考え方  

アンケートの結果から「快適な生活環境が整っていると思う市民の割合」を指標の数値として抽出し、中間年度・最終年度の目

標値と比較することにより、達成度の把握を行います。 

「生活公害（騒音、振動、悪臭、野焼き等）に関する苦情対応件数」を指標とすることで、市民が互いの生活環境に配慮して生

活しようとする意識の深まりを推測することができます。 

 

 評価  

 「快適な生活環境が整っていると思う市民の割合」については、令和4年度と比較すると4.2ポイント上昇しています。整っている

と思わない、あまり思わないと回答した人の中には、不法投棄や騒音、ペットの飼い方について問題があるといった意見が多くあり

ました。 

「生活公害（騒音、振動、野焼き等）に関する苦情対応件数」は令和4年度と比較して57件増加しています。これは、不法投棄

や野良猫、ペットに関する苦情が増加したことによるものです。依然として生活環境に不満を持つ市民が見られるため、引き続き

市民一人ひとりのモラル向上に向けた啓発活動に努めていきます。 

 

 主な取組  

(1) 快適な生活環境の維持 

ウェブサイトや広報紙を利用した生活公害の発生防止に向けた意識啓発や市の生活環境の保全に関する条例、関係

法令に基づく指導、規制を徹底します。 

 

①悪臭の発生抑制 

悪臭に対する指導・規制 

生活雑排水の適正処理に努めるための啓発を市報等により行いました。また、市民からの悪臭に関する苦情相談に対応し、

発生抑制に努めました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

苦情件数（件） ４ ４ ４ 

 

②陸上交通に係る騒音・振動の発生抑制 

道路交通による騒音・振動への対応 

関係機関と連携し情報収集に努めました(P60参照)。 
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③暮らし（事業活動）に伴う騒音・振動の発生抑制 

ア．近隣生活騒音等の防止に向けた生活マナーの向上 

騒音規制法や振動規制法等に基づき、市民からの苦情への対応や市報による啓発を行いました。  

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

苦情件数（件） ８ １４ １３ 

 

④環境美化活動の推進 

ア．ポイ捨て禁止等の看板やパンフレットの配布による啓発の実施 

ポイ捨て禁止等の看板配布、市報による啓発等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

イ．不法投棄、ポイ捨て防止対策 

環境美化協力員及び各地域の環境衛生団体との連携によるポイ捨て防止や不法投棄防止の啓発、監視パトロール等を

継続して行いました。 

 

 

 

 

 

ウ．ペットの適正飼養についての普及啓発 

啓発看板の配布や環境美化協力員によるチラシの配布、市報による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

犬のフン看板（枚） ４６ ３５ ２７ 

市報掲載（回） ５ ５ ６ 

 

  猫がその生涯を全うし、地域における繁殖を防ぎ、将来的にその個体数を減少させるため、「山口市飼い主のいな   

 い猫の不妊・去勢手術費助成制度」により、手術費の一部を助成しました。 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

助成金申請件数 １３０ １１８ １７３ 

  個  人：（上限）不妊10,000円、去勢5,000円 

        ※１世帯2匹まで。ただし、死亡・譲渡の場合は追加可能 

  団体等：（上限）不妊10,000円、去勢5,000円 

        ※1年度につき20匹まで 

  地  域：（上限）不妊20,000円、去勢10,000円 

        ※匹数に制限なし 

 

エ．まちの美化活動への市民参加の促進 

「春季清掃月間」を設定し、地域団体が行う清掃活動への支援を行いました。 

市の中心部を流れる椹野川水系の豊かな水環境を保全するため、７月の河川愛護月間に合わせて実施する河川清掃 

「ふしの川クリーンキャンペーン」を実施しました。 

 

     年度 

項目 
R３ R４ R５ 

ポイ捨て禁止看板配布数（枚） ３２ １７ １０ 

不法投棄防止看板配布数（枚） ５０ ３２ ２６ 

市報による啓発回数（回） ２ ２ ２ 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

不法投棄相談・報告件数（件） １４０ １５７ １３９ 
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オ．公園美化ボランティア支援事業 

公園美化ボランティア活動を行う団体に対し清掃用具等必要物品の支給を行いました。 

 

 

 

 

 

カ．山口市道と海の愛護ボランティア制度クリーンネット事業 

道路等美化ボランティア活動を行う団体に対し清掃道具等必要物品の支給を行いました。 

 

 

 

 

 

キ．空き地の適正管理指導、多様な媒体を通じた啓発 

管理の行き届かない空き地が増え、苦情・相談があることから、解決に向けての支援や対応を行うとともに空き地の適正

管理についての周知を行いました。 

  

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

支給団体数（団体） ３０ ３０ ３１ 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

支給団体数（団体） １５（423人） １５（482人） １５（466人） 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

苦情件数（件） ２１ １３ １３ 
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基本施策 １－④ 都市景観の保全 

 

 進行管理指標   

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

郷土の歴史や文化に関する

イベントへの参加者数 
人 H28 1,859 4,886 3,215    1,900 3,500 増加 高 

景観やまちなみに満足して

いる市民の割合 
％ H29 81.4 80.9 84.8 維持 維持 増加 高 

 

 主な指標の考え方  

「郷土の歴史や文化に関するイベントへの参加者数」を指標にすることにより、郷土の歴史文化に対する市民の関心の高まりを

把握します。 

 アンケートの結果から「景観やまちなみに満足している市民の割合」を指標の数値として抽出し、中間年度・最終年度と比

較することにより、達成度の把握を行います。 

 

 評価  

  「郷土の歴史や文化に関するイベントへの参加者数」については、令和4年度と比較すると大規模イベントの開催減少により、

1,671人の減少となりました。 

引き続き、郷土の歴史文化の保存と継承を図るため、文化財を活用したイベントの開催や後継者の育成に努めるとともに、山

口市景観計画に基づき周辺環境との調和を図り、環境に配慮した良好な景観の形成を推進します。 

「景観やまちなみに満足している市民の割合」については、令和4年度と比較すると3.9ポイント増加し、目標数値を達成してい

ます。 

 

 主な取組  

(1) 景観に配慮したまちづくりの推進 

山口市景観計画に基づき周辺環境との調和を図り、環境に配慮した良好な景観の形成や土地利用を推進しました。

① 景観形成事業 

「山口市景観計画」等の活用による周辺環境との調和、環境配慮のまちづくりの推進のため、一定規模の行為に対し、山口 

市景観条例に基づく事前協議を行うことで、良好な景観の保全、創出に努めました。 

また、景観の意識啓発活動として、第11回山口市景観賞「景観優良建築物表彰」を行いました。良好な景観形成に寄与し

ている市内に現存する建築物を、築年数に限定せず、自薦、他薦問わず、広く募集したところ、6件の応募があり、山口市景観

審議会での審査を経て、優秀賞1件を選出しました。 

引き続き、景観形成に対する意識啓発を行うとともに、山口市景観賞などを通じた情報発信に努めます。 

 

山口市景観条例に基づく事前協議 

 

 

 

  

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

事前協議申出書提出件数（件） １３９ １８０ １５７ 



- 21 - 

 

第１１回山口市景観賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

イ．匠のまち創造支援事業 

大内文化特定地域内に新規出店する事業者で、店舗の外観を、歴史的町屋景観を生かしたものとする出店に対し、店

舗改修や設備導入にかかる経費を補助し、環境に配慮したまちづくりを推進することとしています。（令和5年度は補助実

績なし） 

 

 

 

 

 

 

  ウ．環境に配慮した良好な景観形成 

    環境に配慮した良好な景観形成の状態把握の目安として、「ゲンジボタル発生数」を観測しました。 

なお、一の坂川（出合橋から天花橋の間）の調査区間において、1日の発光数が最も多い日の発光数を

指標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 都市緑化の推進 

都市緑化の推進を図り、緑豊かな潤いのあるまちづくりを推進しました。 

①市街地の緑化の推進 

ア．道路沿道の生け垣設置への補助 

道路に面した敷地境界への生垣設置に対する補助を行い、緑あふれる生活環境の確保と安全で快適なまちづくりを推

進することとしています。（令和5年度は補助実績なし） 

 

 

 

 

 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

出店件数（件） １ １ 0 

           年度 

項目 
R３ R４ R５ 

ゲンジボタル発生数（匹） 806 877 1,226 

＜優秀賞＞ 

山口県立山口高等学校記念館 （所在地：山口市糸米一丁目９番１号） 
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イ．緑化樹の無償配布 

緑化樹のＰＲに努め、緑化樹（オオシマザクラ、アジサイ等）の無償配布を行いました。 

 

 

 

 

 

 

ウ．花いっぱい運動推進事業 

花いっぱい運動を通じて心豊かな青少年の健全育成を目指すとともに、うるおいとふれあいのあるまちづくり

に向け事業を実施しました。 

また、11月に山口市花いっぱい運動花壇コンクール表彰式、花壇パネルの展示のほか、花壇コンクール受賞者

への球根配布を行いました。 

 

エ．災害復旧事業 

河川災害において現地の自然環境に適した環境配慮ブロックを使用し、護岸ブロックにコケや草が生えやすい

ように配慮しました。 

 

 

(3) 郷土の歴史文化の保存と継承 

地域固有の歴史や文化的資源を次世代に継承するため、文化財を活用したイベントの開催や後継者の育成に

努めました。 

①歴史的建造物・文化財の保全 

ア．文化財の保護・保存 

国・県・市指定文化財の保存修理に対する補助を行うとともに、未指定文化財や開発に伴う試掘・立会調査を行い、歴

史的文化財等の保存に努めました。 

 

  年度  

項目 
R３ R４ R５ 

保存修理に対する補助件数（件） ４ ５ ３ 

未指定文化財調査（回） ２ ６ ８ 

 

   イ．大内氏遺跡の調査及び保存整備 

大内氏遺跡保存対策協議会を開催し、文化財の保存と活用について協議し、文化財の保存・活用を図りました。 

 

ウ．天然記念物に指定されている樹木の保護・保全 

指定天然記念物について専門家の指導を受け、草刈や養生を行い、天然記念物の保護に努めました。 

 

②郷土の歴史・文化の継承と活用 

ア．伝統的な祭りの充実強化 

イベント・まつり支援事業等として、山口祇園祭や湯田温泉白狐まつり等、地域に根ざした祭りへの支援を行いました。新

型コロナウイルス感染症の感染症法上第5類に位置付けられたことから、伝統ある祭りやイベントが通常開催されたことに

より、令和5年度は来場者数が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

配布件数（件） １８ １４ 17 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

祭りへの助成件数（件） ３ ５ ５ 

祭りの来場者数（千人） ５１ ３１１ ４３６ 
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イ．山口市観光ボランティアガイドの会への支援 

山口市観光ボランティアガイドの会を支援することにより、市内外の観光客に対して山口市の歴史や文化への理解を深

め、満足度を高める取組を実施しました。 

 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

ボランティアガイド案内人実績（人） ４,２６７ １２，２８１ ８，９６８ 

 

ウ．本市にゆかりのある文学者の顕彰及び地域振興に資する事業の実施 

中原中也記念館、嘉村礒多生家「帰郷庵」等の運営を通じて、中原中也を中心とした文学者の顕彰活動や地域振興に

取り組みました。 

 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

中原中也記念館来館者数（人） ９，９９８ １７，９６６ １９，８５１ 

嘉村礒多生家の体験事業参加者数（人） ３９６ ３８９ ４３１ 

 

エ．歴史と文化を活かしたイベントの支援 

大内文化特定地域における歴史文化資源などを活用し、本市の活性化を図ることを目的として行われる市民主体のま

ちづくり活動に対し補助金を交付し、地域の人々が郷土の歴史や文化への理解を深めるイベントの支援に努めました。 

 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

大内文化特定地域活性化事業補助金

交付件数（件） 
２ ５ ５ 
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環境目標２ 資源の有効活用と環境負荷の低減を図る循環型のまち 

 

基本施策 ２－① ３R（２Rと分別・リサイクル）の促進によるごみの減量推進 

 

 進行管理指標   

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

１人１日当たりのごみ排

出量 
g/人日 H28 1,060 1,017 993 1,027 1,010 減少 高 

１人１日当たり家庭系ご

み排出量 
g/人日 H28 686 646 629 － 633 減少 高 

リサイクル率（熱回収を含

む） 
％ H28 31.0 34.5 34.4 33.8 33.8 増加 高 

ごみ排出量に対する資源

物の割合 
％ H28 13.8 11.4 11.3 13.4 11.9 増加 高 

食品ロス削減のため何らか

の行動をしている市民の割

合 

％ － 実績なし － 93.8 － 80.0 増加 高 

 

 主な指標の考え方  

市民1人1日あたりのごみ排出量は、全国平均より多いため、これを減量できるよう「１人１日あたりごみ排出量（集団回収を含

む）」を指標とします。 

ごみの量を減らし、資源化を進めるため「リサイクル率」を指標とします。 

 

 

 

 

 

 

 評価  

「1人1日あたりごみ排出量（集団回収を含む）」については、令和4年度と比較すると24グラム減少しています。これは、可燃ご

み、不燃ごみ、資源物の量が全て減少したことによるものです。 

「リサイクル率」については、令和4年度と比較すると0.2ポイント減少しています。 

「ごみ排出量に対する資源物の割合」については、令和4年度と比較すると0.1ポイント減少しています。可燃ごみや不燃ごみへ

の資源物の混入を防止するため、引き続き分別・リサイクルに対する意識啓発事業を積極的に推進する必要があります。 

今後も引き続き、市民のごみの減量や資源化に対する意識を高めるために情報発信を行い、ごみの発生抑制、再使用を推進

していきます。 

 

 主な取組  

(1) 発生抑制、再使用の推進 

国の取組や全国的な関連運動と連動した効果的なPRなどにより2R（リデュース、リサイクル）を促進しまし 

た。 

①ごみ減量・資源化の周知と意識の高揚 

ア．ごみの排出・分別方法の周知 

市民への周知方法として、ごみ・資源収集カレンダーの作成・配布（令和5年度：120,000部）及びウェブサイトによる情

※３Ｒ … Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の 3 つの英語の頭文字を表します。 

        Reduce（リデュース）とは、できるだけむだなごみの量を少なくすること。 

       Reuse（リユース）とは、再使用すること。 

       Recycle（リサイクル）とは、再生資源として再生利用すること。 
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報提供を行いました。 

平成30年度からは、ごみ分別アプリの配信を開始し、令和２年８月からはＬＩＮＥを使った分別方法の案内を開始しました。 

 

イ．相談対応の充実 

ごみの分別方法など各種の相談に対応するため、ごみ情報ダイヤルを設置し、排出方法などの問い合わせに対応しまし

た。なお、平成３０年度以降は、ごみ分別アプリやLINEでの情報提供を行っています。  

 

ウ．リサイクル啓発イベントや出前講座の開設 

大学や自治会を対象に、「エコ出前講座」として分別説明会を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．リサイクルプラザにおける環境学習等の充実 

ボランティア団体「やまぐちエコ倶楽部」への事業委託によるリサイクル講座、おもちゃの病院を開催し、リサイクルの推進

を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ．小学生向け環境副読本の充実 

小学４年生の社会科「ごみの処理と活用」の学習教材として活用されている環境副読本「あいらぶ山口」を改定し、地球

温暖化や自然共生分野等を盛り込むなど内容の充実を図りました。 

この副読本は、市内全小学校に配布しており、小学校４年生の社会科「ごみの処理と活用」の学習において学習資料や

ワークシートとして活用し、環境学習への児童の関心や理解を高める一助となっています。 

 

 

 

 

 

②発生抑制・再使用の推進 

ア．マイバッグ活動の普及啓発 

令和２年７月のレジ袋有料化を踏まえて、地球温暖化対策として啓発しているCOOL CHOICEの具体的な取組としてマイ

バッグの利用促進について、チラシ、ポスター、エコポータルサイト等で情報発信を行いました。 

  

  年度  

項目 
R３ R４ R５ 

分別説明会（回） ５ ３ ６ 

  年度  

項目 
R３ R4 R５ 

リサイクル講座開催数（回） １７５ １９６ 143 

おもちゃの病院開催数（回） ９ １３ 11 

フリーマーケット開催数（回） 中止 中止 4 

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

配布数（部） １,７８４ １，８４２ １，７２４ 
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イ．家庭用生ごみ処理機等の購入補助 

家庭用生ごみ処理機・処理容器の購入経費に対する補助を行い、ごみの減量化を推進しました。 

 

ウ．つくし推進事業による資源物集団回収の支援 

平成３年度から制度を開始し、営利を目的としない市民団体(自治会、子ども会等)が自主的に実施する資源物回収活

動に対し、その実績に応じて奨励金を交付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

    令和５年度実績 

古紙類 

（新聞・雑誌など） 
瓶類 金属類 布類 缶類 

604ｔ 89.8％ 1ｔ 0.1％ 21ｔ 3.1％ 16ｔ 2.4％ 31ｔ 4.6％ 

合 計 ６７３ｔ  

 

エ．家庭系及び事業系ごみの組成分析・搬入物検査 

事業系ごみの資源化・適正搬入を推進するため、事業者の搬入物を検査し、分別の指導を行いました。 

 

《家庭系及び事業系可燃ごみ組成分析結果》 (全体)                 （単位：％） 

  年度  

項目 
R３ R４ R５ 

紙類 ３４.２ ３３．５ 31.6 

厨芥類 １３.９ ２０．３ 21.0 

プラスチック類 １７.９ １５．３ 15.8 

木・竹・藁類 １５.０ １５．０ 21.6 

布・繊維製品 １３.５ １０．４ 6.9 

ゴム・皮革類 ４.２ ０．８ 0.1 

その他可燃物 ０.４ ３．１ 2.4 

不燃物 ０.９ １．６ 0.6 

合計 １００.０ １００．０ １００．０ 

 

 

 

 

        項目 

年度 

補  助  数（基） 

電動生ゴミ処理機 微生物を使用する処理機 土を利用するコンポスト 

R３ ５１ ４ ５７ 

R４ ８４ １７ ７１ 

R５ １００ ６ ６０ 

  年度  

項目 
R３ R４ R５ 

実施団体数 ２０３ ２００ １８９ 

交付した奨励金額（千円） ３，７８７ ３，５２４ ３，１３７ 
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《搬入物検査結果》 

 年度  

項目 
R３ R４ R５ 

搬入物検査日数（日） １７３ １９０ 155 

分別指導件数（件） ６８４ ９０１ 519 

  

   

 

(2) 分別・リサイクルの促進 

市のごみの実態を把握した上で、関連法令を踏まえ、適正な分別・収集区分を設定し、細やかな情報発信により分か

りやすい周知に努めました。 

ア．資源物の排出機会の拡大  

資源物の拠点回収施設を設置することにより、市民の資源物の排出機会を拡大し、リサイクルに取り組みやすくしていま

す。現在、24時間いつでも持込可能な資源物ステーションを6箇所設置しています。 

資源物ステーションでは、缶・びん・ペットボトル・新聞・雑がみ・ダンボール・プラスチック製容器包装・紙製容器包装・紙

パックの他に、蛍光管・乾電池・スプレー缶の回収を行っています。 

また、年末の臨時資源物ステーションとして、平川小学校教職員駐車場（平井） ・県総合保健会館専用駐車場（吉敷

下東）の2箇所を開設しました。 

 

 

《資源物ステーション》 

設置年度 設 置 場 所 

平成１８年度 小郡総合支所・秋穂総合支所 

平成２１年度 徳地総合支所 

平成２５年度 周布町（大歳）拡張 

平成２８年度 阿知須総合支所・阿東総合支所 

平成２９年度 小郡総合支所敷地内で移転（仮設）・・解体 

令和３年度 小郡総合支所敷地内で移転 

令和４年度 徳地総合支所の移転に伴い移転(徳地総合支所敷地内) 

 

《回収施設に排出された資源物の量》 

 年度 

項目 
R３ R４ R５ 

排出量（ｔ） ３,８６７ ３,７２１ ３，５５６ 
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基本施策 ２－② 廃棄物の適正処理とエネルギーとしての有効活用 

 

 進行管理指標   

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

1人当たりの埋立処分量 kg H28 13.7 15.7 14.4 － 13.6 減少 低 

 

 主な指標の考え方  

廃棄物の適正処理の取り組みとして「1人当たりの埋立処分量」を指標とし、最終年度の目標値と比較することにより、達成度の

把握を行います。 

 

 評価  

「1人当たりの埋立処分量」については、令和4年度と比較すると1.3ポイント減少しています。 

引き続き、ごみの処理過程において発生する熱回収や再生可能エネルギーの利用を行い、資源の循環利用により環境に配慮

した事業運営を目指します。 

 

 主な取組  

(1) 適正な廃棄物処理の推進 

不燃物中間処理センターやリサイクルプラザを中心とした再資源化の取組を推進しました。 

①適正な廃棄物処理の推進 

ア．搬入物適正化事業 

清掃工場において事業者が搬入する一般廃棄物を検査し、分別指導を行いました。 

 

 

 

 

イ．不燃ごみや古紙類の持ち込み制限の実施 

市処理施設（不燃物中間処理センター）、市持込施設（阿知須清掃センター、阿東クリーンセンター）で品目の制限及び

４トン制限を実施しました。 

 

ウ．市民サービスの充実 

家庭内で不要になり、自ら処理施設へ持ち込むことが困難な粗大ごみを有料で戸別訪問し収集を行いました。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 年度 

項目 
R３ R４ R５ 

分別指導件数 ６８４ 901 ５１９ 

 年度 

項目 
R３ R４ R５ 

収集件数 ２，５３０ ２，５５８ ２，８０５ 
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 粗大ごみ戸別収集の手続きについて、電話及びインターネットでの申し込みを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 適正な循環利用の推進 

ごみ処理の実情を踏まえ、処理過程において発生する熱回収や再生可能エネルギーの利用を行い、資源の循環利

用により環境に配慮した事業運営を推進しました。 

①循環型社会の構築 

ア．清掃工場焼却余熱の有効活用 

清掃工場におけるごみ処理の過程で発生する焼却余熱の有効利用を行いました。令和元年度で清掃工場の基幹的設

備改良工事が完了し、発電機の能力を増強しました。（1,900ｋＷ⇒3,600kＷ） 

また、リサイクルプラザで清掃工場の廃熱を活用した風呂の提供を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．山口浄化センター消化ガスの有効活用 

     山口浄化センターにおける下水の汚泥処理過程で発生する「消化ガス（メタンガス）」を燃料として、民間事業者と協力し

て発電事業を行いました。（令和元年6月１日開始） 

令和5年度は1,182千Ｎｍ3の実績でした。この消化ガスの発電電力量は、一般家庭約530世帯が１年間に消費する電

力に相当し、約922トンの温室効果ガスの削減に繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年度  

項目 
R３ R４ R５ 

売電電力量（ｋＷｈ） 16,400,409 16,285,637 15,697,547 

                年度 

項目 
R３ R４ R５ 

ごみ焼却量に対するサーマル

リサイクル量の割合（％） 
11.6 13.1 13.1 

          年度 

項目 
R３ R４ R５ 

発電に利用した消化ガス

（メタン）量※（千Nｍ3） 
１,１２９ 1,110 １，１８２ 

＜粗大ごみ収集申し込み画面＞ 
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(3) 災害廃棄物の適正処理 

生活環境の保全及び公衆衛生上の支障の防止の観点から、災害時における廃棄物の適正な処理が確保されるよう、

処理計画の策定やシステムの強化に努めました。 

ア．災害廃棄物処理計画の策定 

今後発生が想定される大規模地震や津波及び水害、その他自然災害による被害によって発生した災害廃棄物を、適正か

つ迅速に処理するための応急対策、復旧・復興対策について必要事項を整理した「山口市災害廃棄物処理計画」を平成31

年3月に策定しました。 

令和5年度は同計画に基づき、環境部内で災害廃棄物処理研修を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メタン 

最も簡単な飽和炭化水素で天然ガスの主成分です。沸点は摂氏マイナス161.4度で、水に不溶であり、無

色・無臭です。点火すると青い炎を出して燃えます。生ごみやし尿汚泥など、バイオマス（有機物）が嫌気性

微生物により分解され、発酵することにより発生します。 
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環境目標３ 地域の脱炭素をけん引し未来の子ども達が安心して暮らせるまち 

 

基本施策 ３－① 温室効果ガスの排出抑制・吸収源対策（山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）） 

 

 進行管理指標   

※市域から排出される二酸化炭素排出量については、国・県の統計情報から計算する関係で２年遅れの実績となります。 

※Ｒ４に「山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の中間見直しを実施するに当たり、算出に係る根拠データ等を最新情報に

更新しました。 

 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

市域から排出される二酸
化炭素排出量※ 

千t-

CO2 
H25 2,017.8 1,765.1 1,631.1 1,888.0 1,181.3 減少 中 

地球温暖化対策を意識し
て生活している市民の割
合 

％ H28 66.3 70.1 72.3 72.0 80.0 増加 中 

公共交通機関利用者数
（バス利用者＜市内
＞） 

万人 H28 234 209 220 239 245 増加 低 

公共交通機関利用者数
（JR駅乗車数＜市内
＞） 

万人 H28 540 397 460 540 541 増加 低 

EA21など環境マネジメン
トシステムの認証を取得し
ている事業所数 

件 H28 90 107 110 110 125 増加 中 

１世帯あたりの年間電力
購入量 

ｋＷｈ H28 5,509.70 6,063.28 5,522.93 4,500 3,500 減少 低 

市内の次世代自動車
（ＥＶ、ＰＨＥＶ等）
の新規導入台数の割合 

％ R3 41.0 46.5 49.2 － 50.0 増加 高 

近距離移動には自転車の
利用を心がけている市民
の割合 

％ H29 実績なし 50.1 50.0 72.0 80.0 増加 ― 

再生可能エネルギー設備
を設置又は設置を予定し
ている市民の割合 

％ H29 20.7 22.2 19.4 22.5 25.0 増加 低 

公共施設への再生可能エ
ネルギー等利用設備導入
件数 

件 H28 92 99 102 110 130 増加 低 

住宅用太陽光発電システ
ム導入件数（10kw未
満） 

件 H28 5,942 8,212 8,723 9,000 12,000 増加 中 

事業所用太陽光発電シス
テム導入件数（10kw以
上） 

件 H28 1,316 2,084 2,143 1,450 2,500 増加 中 

市内事業者が木質チップ
加工を目的とした買取量 

t H29 実績なし 13,235.4 15,843.0 15,500 15,500 増加 － 

山口市ゼロカーボンシティ
宣言認知度 

％ R4 17.4 17.4 17.0 － 80.0 増加 低 

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣ
Ｅ認知度 

％ R4 26.4 26.4 32.6 － 80.0 増加 低 
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 主な指標の考え方  

アンケートの結果から「地球温暖化対策を意識して生活している市民の割合」、「近距離移動には自転車の利用を心がけている

市民の割合」を指標の数値として抽出し、達成度の把握を行います。 

市民による環境にやさしい移動手段の選択を把握するため、「公共交通機関利用者数（バス利用者・JR駅乗降者数＜市 

内＞）」を指標としています。 

「再生可能エネルギー設備（太陽光発電等）を設置又は設置を予定している市民の割合」を指標の数値として抽出し、中

間年度目標値と比較することにより、達成度の把握を行います。 

市では公共施設を新たに設置または改修する際は、地球環境への配慮を行い、再生可能エネルギー等設備の導入を

検討することとしていることから、「公共施設への再生可能エネルギー等利用設備導入件数」を指標とします。 

また、アンケートの結果から「山口市ゼロカーボンシティ宣言認知度」、「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ認知度」を指標の数値として抽

出し、啓発活動の達成度の把握を行います。 

 

 評価  

「市域から排出される二酸化炭素排出量」は、令和3年度の実績は、令和2年度実績と比較すると、134.0千t-CO2減少していま

す。 

「地球温暖化対策を意識して生活している市民の割合」は、令和4年度と比較すると2.2ポイント増加しています。「冷暖房時の

適切な室温設定」「ごみの減量と分別・適正排出の心掛け」といった取組が増加したことによるものです。 

引き続き、自発的な行動変容やライフスタイルの選択について普及啓発を図る必要があります。 

「公共交通機関利用者数（バス利用者＜市内＞）」については、令和4年度と比較すると11万人増加しており、JR利用者につい

ても大幅に増加しています。 

「EA21など環境マネジメントシステムの認証を取得している事業所数」は、ISO認証取得が86社、エコアクション21認証取得が

12社、グリーン経営認証が12社で合計110社となっており、令和4年度と比較すると3社増加しています。 

「1世帯あたりの年間電力購入量」は、令和4年度と比較すると540.35ｋＷｈ減少しています。 

「再生可能エネルギー設備を設置又は設置を予定している市民の割合」は、令和4年度と比較すると2.8ポイント減少していま

す。中間年度目標値を下回っています。今後、各種講座の開催や地域情報紙など様々な媒体を効果的に組み合わせた広報活

動を通して、再生可能エネルギー等利用設備の普及促進に努めていきます。 

「公共施設への再生可能エネルギー等利用設備導入件数」は、3件増加しました。また、太陽光発電設備の導入推進に向け、

総合支所を対象に、太陽光発電設備を設置可能か把握するための構造計算を行いました。今後も市公共施設への再生可能エ

ネルギー等設備の率先導入を進めることとしております。 

「住宅用太陽光発電システム導入件数」及び「事業所用太陽光発電システム導入件数」は、いずれも件数が増加しています。 

今後も、施設の省エネ化や災害時において有効に機能する自立・分散型電源の確保など、多様な観点から公共施設において再

生可能エネルギー等設備導入を続けるとともに、市民、事業者への普及啓発を積極的に行っていきます。 

 「山口市ゼロカーボンシティ宣言認知度」は、0.1ポイントの減、「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ認知度」は6.2ポイントの増となっています。い

ずれも目標値には達していないため、「COOL CHOICE」から移行した「デコ活」の取組を軸に引き続き啓発活動に努めます。 

 

 主な取組  

(1) 山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の推進 

本市の地域特性に応じた取組により温室効果ガス削減目標の達成を図るため、次の3つの施策を設定しています。 

施策１ 省エネルギーの推進 

施策２ 再生可能エネルギーなどの利用促進 

施策３ 脱炭素なまちづくりの推進 
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①温室効果ガスの排出抑制に向けた取組の推進 

ア．山口市ゼロカーボンシティ宣言 

  令和3年12月に、地域脱炭素の取組を、市民、事業

者と市が一体となり、地域資源を最大限活用しなが

ら、共に進めることで、地域課題の解決と地域経済の

活性化を図り、本市の持続的な発展につなげるため、

2050年までに本市の温室効果ガス排出を実質ゼロに

する「山口市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。 

  日々の生活や事業活動におけるエコな取組の実践、   

環境にやさしい移動手段の選択、リデュース、リユー

ス、リサイクルの促進、再生可能エネルギー等利用設

備の導入促進などの地域脱炭素の取組を積極的に進めていきます。 

 

 

イ．脱炭素先行地域の推進 

本市では、令和４年11月に国から脱炭素先行地域と

して選定された中心市街地エリア等を、本市における

地域脱炭素のモデル地域として位置付け、電力の地産

地消を通じた地域経済の活性化やまちなか居住の促

進等に向けた取組を進めています。 

こうした取組の一環として、令和６年４月に地域新電

力会社「山口グリーンエネルギー株式会社」を設立す

ることを目指し、本年３月には、本市を始め、市内の地

元企業や金融機関、商工団体などと合弁契約書を締

結しました。 

この新会社は、公共性と企業性を併せ持つ第三セクターとして、本市とともに地域脱炭素の取組を推進する重要な担い

手となる会社であり、令和７年１月から、本市清掃工場の廃棄物発電により生み出される電力を本庁舎など市有施設へ

供給する予定となっています。また、こうした再生可能エネルギーの供給範囲を今後広げていくことにより、電力の地産地

消を推進し、脱炭素先行地域である中心市街地の活性化を始め、本市のまちづくりに貢献していきます。 

  

他には、中心商店街の店舗等の経営基盤強化や新規出店を支援するとともに、中心市街地エリアのエネルギー起源二

酸化炭素の排出削減を推進する取組として、国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用した「山口市中心市街地省

CO2 設備導入補助金」を創設し、12 月から運用を開始しました（令和５年度実績：７件（高効率空調機器16 台））。 

 

また、まちなか居住の促進や、公用車の運用の在り方等の検討などに向けた取組として、EV公用車を活用したカーシェ

アリングの実証事業を市役所本庁舎において実施しました。                  

       

 

車　種
ＥＶカーシェア利用率

（Ｒ5.９～R6.3）

C+pod 23.20%

bZ4X 58.90%

山口市ゼロカーボンシティ宣言（定例記者会見） 

合弁契約書締結式の様子 
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《緑のカーテンの設置状況（市施設） 

ウ．環境マネジメントシステムの普及促進 

事業者の環境マネジメントシステム（エコアクション２１など）の導入支援を行っています。 

《ＩＳＯ14001、エコアクション21、グリーン経営認証取得事業所数（累計）》 

年度  

項目 
Ｒ３ R４ R５ 

ＩＳＯ１４００１（件） ７０ ８３ 86 

エコアクション２１（件） １１ １２ 12 

グリーン経営認証（件） １３ １２ 12 

合 計 ９４ １０７ 110 

 

 

 

エ．建物緑化による省エネの推進 

市施設で緑のカーテンの設置に取り組みました。また、取組の輪を広げる 

ために、環境政策課のSNS（FacebookおよびInstagram）で紹介し、啓発を行 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ．低公害車の率先導入 

「第二次山口市エコフレンドリーオフィスプラン」に基づき、公用車更新時に低

公害車の導入に努めています。また、日常業務においても、電気自動車やハイブ

リッド自動車を優先的に使用すること及び近距離の移動については、徒歩あるい

は電動アシスト自転車を利用することなどにより、ガソリン使用量の削減に努めて

います。 

また、市内道の駅の「仁保の郷」、「長門峡」、「願成就温泉」、「きららあじす」に

電気自動車の急速充電器を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

.年度  

項目 
Ｒ３ R４ R５ 

設置件数（件） ６５ ６０ ６０ 

道の駅「仁保の郷」 急速充電器 

小郡総合支所 



- 35 - 

 

カ．コミュニティ交通の確保 

地域の主体的な取組により、地域に合った公共交通の運行促進を図るため、コミュニティバスの運行や、地域組織主体

によるコミュニティタクシーの運行支援、一般タクシーの共同利用（グループタクシー）におけるタクシー利用券の交付を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

キ．公共交通を支える意識づくり 

毎月月末金曜日は、山口市ノーマイカーデーを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

    

ク．シェアサイクル実証事業 

   市内に設置したシェアサイクルポートならどこでもレンタル/返却できる、シェアサイクル実証事業を実施しました。 

設置エリア：山口都市機能誘導エリア及び小郡都市機能誘導エリア等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ．道路バリアフリー化事業 

歩行者、自転車の安全で快適な通行を確保し、高齢者・障がい者等誰もが安心して通行できる歩行空間を確保するた

め、道路のバリアフリー化を順次進めています。 

 

 

  年度  

項目 
R３ R４ R５ 

コミュニティバス利用者数（人） １１０,２７２ １１５,６７５ １１８,４９３ 

コミュニティタクシー利用者数（人） ３１,６７０ ３２,６７５ ３３,１６７ 

グループタクシー利用申請者数（人） １,２５２ １,２３０ １,１４２ 

グループタクシー延べ利用者数（人） １１,６２０ １１,４６４ １０,５４３ 

   年度  

項目 
R３ R４ R５ 

市内一斉ノーマイカーデー参加事業所数 － ２７ ２３ 

市内一斉ノーマイカーデー参加人数（人） － ９４２ ７５３ 

イベント参加者数（人） － ２５００ ２５００ 

山口市ノーマイカーデー登録事業所数 ２１ １９ １７ 

山口市ノーマイカーデー登録人数（人） ２,７２５ ３,０２４ ３,１４７ 

   年度  

項目 
R３ R４ R５ 

ポート数 17 ２８ ３４ 

自転車設置台数 50 ７０ １００ 

シェアサイクル利用者数（人） 4,777 １０,０７７ １２,３６７ 

KDDI山口維新ホール 山口ふるさと伝承総合センター 
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コ．環境に配慮した事業活動 

市発注の全ての建設工事において、「建設工事等の入札における入札条件及び指示事項」に、エコドライブ運転に努め

ること、排出ガス対策型建設機械の使用や粉塵、悪臭、汚濁水等の発生抑制に努めること等、環境への負荷を低減する

ことを指示しました。 

令和３年度から建設工事、令和４年度から建設コンサルタント業務等において、電子入札を開始したことで、車等で来庁

することが無くなり、温室効果ガスの排出削減につながっています。 

 

 

②国民運動「COOL CHOICE」の推進 

平成30年3月に宣言したCOOL CHOICE（＝賢い選択）の普及啓発を図り、温室効果ガス排出削減に向けた取組を推進する

中、山口市独自のCOOL CHOICEキャラクター「選ぶー」を作成し、重点的な広報に取り組んでいます。 

なお、令和5年8月に国は2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向け、一人ひとりの行動変容、ライフスタイル

の変革を強力に後押しするため、従前の国民運動「COOL CHOICE」から、脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運

動、通称「デコ活」へ移行されたことから、本市もこの動きに呼応し、令和６年１月に「デコ活宣言」を行っています。 

ア．COOL CHOICEの周知促進 

COOL CHOICEキャラクター「選ぶー」を活用し、広報誌やイベントにおいて、企業と連携

した普及啓発を行うとともに、「選ぶー」ラッピングバスや、じん芥収集車にラッピングして

の運行により、地球温暖化防止に向けた気運の醸成に努めました。 

また、未来を担う子どもたちへのアプローチとして、幼児を対象とした「選ぶー」ぬり絵コ

ンテストや、あらゆる世代の方を対象とした川柳コンテストを実施し、環境に配慮した行動

変容のきっかけ作りに取り組みました。 

    

イ．デコ活への移行 

     令和６年度からデコ活の本格的な周知啓発を図るため、「選ぶー」をCOOL CHOICEから    

デコ活キャラクターとしてリニューアルしたほか、デコ活への移行に係る周知啓発チラシ 

を作成した。 

 

 

③山口市地球温暖化対策地域協議会との連携 

企業や各種団体、大学、市民が参画している「山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやまぐ

ち」）と連携し、温室効果ガスの排出削減に向けて、環境負荷が少ないライフスタイルへの転換を促進しました。 

 

 

(2) 山口市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（第二次山口市エコフレンドリー・オフィスプラン）の実践 

環境マネジメントシステムの国際規格「ＩＳＯ14001」で培ったノウハウをいかして、効率性及び実効性の向上を念頭においた

本市独自の環境マネジメントシステムと、「山口市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」とを一体的に構築した計画として、

「山口市エコフレンドリーオフィスプラン」を推進しています。 

令和3（2021）年3月に、「第二次山口市エコフレンドリーオフィスプラン」を策定し、温室効果ガス排出量を、令和9（2027）年

度において、平成25（2013）年度比で40％以上削減することを目標とし取組を進めました。 

なお、国の地球温暖化対策計画が改定されたことや、令和５（2023）年３月改定の山口市環境基本計画及び山口市地球温

暖化対策実行計画（区域施策編）との整合性を踏まえ、新たな目標設定や目標達成に向けた具体的な取組を掲げる必要があ

ることから、令和５（2023）年３月、本計画の一部の改定を行いました。新たな削減目標は、温室効果ガス排出量を令和９

（2027）年度までに平成25（2013）年度比で４５％削減することとし、令和１２（2030）年度までに５４％以上削減することを目

指すものです。 

引き続き、全所属・全施設を適用範囲とし、市役所を挙げて取り組んでいくこととしています。 

このプランの運用により、市役所の事務事業に係る環境負荷低減に向けた取組について、継続的な改善を図りつつ、ウェブ

サイトや市報を通じて、取組内容の発信(見える化)に努めます。 

「選ぶ―ぬり絵コンテスト」 
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ア．地球温暖化対策（温室効果ガス排出量の削減）に係る取組 

温室効果ガス排出量の削減のため、第二次山口市エコフレンドリーオフィスプランに基づき、令和９（2027）年度末まで

に平成25（2013）年度比で45％以上削減することを目標として取り組みます。 

令和5（2023）年度は、平成25（2013）年度比で28％以上削減の目標に対して32.7％削減し、目標を達成しています。 

 

取組目標の達成状況 

 

令和5（2023）年度の削減目標 取組結果 

平成25（2013）年度比で25％以上削減 32.7％削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】第二次山口市エコフレンドリーオフィスプランにおける年度毎の削減目標 （基準年度：平成25（2013）年度） 
 

年 度 
令和５年度 

（202３年度） 

令和６年度 

（2024年度） 

令和７年度 

（2025年度） 

令和８年度 

（2026年度） 

令和９年度 

（2027年度） 

 令和12年度 

（2030年度） 

削減目標 
28％以上 

削減 
31％以上 

削減 

35％以上 
削減 

39％以上 
削減 

45％以上 
削減 

 54％以上 
削減 

 

 

イ．エコオフィスの推進にかかる取組 

日常の取組として、3R（リデュース、リユース、リサイクル）を意識したごみの分別・排出量の抑制、水道使用量の削減、コ

ピー用紙の裏面使用や両面コピーなどによる紙資源の節約、グリーン購入ガイドに基づく適正な製品の選定に全職員が取

り組みました。 

また、プラン実践にあたっては、PDCAマネジメントサイクルにより、定期的にプランの進捗状況を把握するとともに、計画

の点検、評価を行い、必要に応じて事業の取組や目標の見直しを行います。 

 

《エコフレンドリーオフィスプラン職員研修会実績について》 

市職員を対象に地球温暖化に関する知識の習得及びプランの周知徹底を目的としたエコフレンドリーオフィスプラン研修

を行いました。 

本研修では、各所属の環境管理推進リーダーを対象とし、

地球温暖化の現状、地球温暖化対策に係る国の動向、本市

の取組をまとめた動画を作成し、デジタル化による自席での視

聴を可能としました。（令和5年度229人受講） 

 

山口市エコフレンドリーオフィスプランロゴマーク 

参考 

［内訳］

使用量
排出量

(t-CO２）
使用量

排出量

（t-CO２）

－ 38,847.5 － 26,139.4 ▲ 12,708.1 ▲ 32.7%

kWh 45,442,273.22 33,536.4 44,816,219.95 21,257.8 ▲ 12,278.6 ▲ 36.6%

ℓ 967,271.65 4,096.7 585,133.93 3,823.9 ▲ 272.8 ▲ 6.7%

ℓ 499,231.29 1,214.4 429,813.80 1,057.7 ▲ 156.7 ▲ 12.9%

－ 38.1 － 35.8 ▲ 2.3 ▲ 6.7%

－ － 28.5 － 26.3 ▲ 2.2 ▲ 7.7%

台 668 9.6 664 9.5 ▲ 0.1 ▲ 1.1%

38,885.6 26,175.2 ▲ 12,710.4 ▲ 32.7%

公用車の走行

公用車のカーエアコンの使用

合　　計

エネルギー起源ＣＯ2

電気の使用

燃料の使用

公用車の燃料の使用

エネルギー起源ＣＯ2 以外

排出要因
使用量
単位

平成２５年度 公表値 令和5年度 実績値 排出量の増減
［H25比］

（t-CO２）

排出量の
増減率

［H25比］
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(3) 再生可能エネルギー等利用設備の導入 

   市公共施設へ再生可能エネルギー等利用設備を積極的に導入し、市民や事業者への再生可能エネルギー等の普及啓発

を行うとともに、設備の導入促進を図ります。また、廃棄物エネルギーや水素エネルギーなどの利活用に関する研究を行いま

した。 

①持続可能なエネルギー利用への転換 

ア．副生エネルギーの利用推進「再掲」 

清掃工場のごみ焼却時に発生した熱や下水処理時に発生する消化ガス（メタンガス）などの副生エネルギーの利用（発

電）を実施しました。 

 

②再生可能エネルギーの利活用の推進 

ア．公共施設における再生可能エネルギー設備等の導入 

【導入実績（新規）】 

 

 

 

 

※再生可能エネルギー設備等を導入している施設の一覧表は、資料編P73に掲載しています。 

 

地域防災拠点機能の強化を図る取組として、民間企業と提携し、一部の総合支所及び地域交流センターにおいて、再

生可能エネルギーとＩＣＴ等の導入により、災害時の電力確保等の取組について検討を行っています。 

【事業内容】 

〇災害時（停電時） 

蓄電池の電力を活用し、地域交流センターの事務所機能と避難所機能の維持を図ることで、パソコンや電話等 

による災害対策本部などとの連絡体制の確保や、避難所の照明や冷暖房等の確保、市民の皆様のスマートフォン

等を充電するための電源確保などが、２４時間程度可能となります。 

〇平時 

総合支所、地域交流センターの電力の一部を、太陽光パネルで発電した電力を使うことで、環境にやさしい再生 

可能エネルギーの利用が可能となります。 

 

イ．太陽光発電設備の導入推進に向けた総合支所等の構造計算を実施 

市内の総合支所等への太陽光発電設備の導入推進を図るため、太陽光パネルの設置等が建物の構造上可能か把握す

るための調査を行いました。 

 

(4) 再生可能エネルギー等利用設備の情報発信 

ア．家庭向け再生可能エネルギーの普及促進 

太陽光発電や太陽熱利用、蓄電池などの機器について、SNSや地域情報誌の活用、ワークショップの開催等、様々な

機会を通じて、技術の進展に応じた情報発信を行うなど、再生可能エネルギーの普及啓発に努めました。 

 

（5） 地域脱炭素に関する情報発信 

   本市における地域脱炭素の取組について、市民向けに幅広く情報発信を行うためのツールとして、地域脱炭素ウェブサイト

を制作し、市民の脱炭素化への行動変容の促進、生活の質の向上を図りました。 

                                       

施設名 種 別 導入内容 

徳地総合支所 
太陽光発電システム 11.84ｋW 

蓄電池システム 16.2kＷh 
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基本施策 ３－② 気候変動への対応（山口市気候変動適応計画） 

 

 進行管理指標   

 

 主な指標の考え方  

「災害への備えをしている市民の割合」及び「気候変動や適応策に関心を持っている市民の割合」を指標とすることにより、気候

変動や適応策に対する市民の関心の度合いを推測します。 

 

 評価  

「災害への備えをしている市民の割合」については、令和4年度と同水準で推移しています。 

近年は、災害が激甚化、頻発化しており、令和4年度には大幅に実績値が向上したものの、伸び悩む状況となっています。引き

続き、様々な媒体を活用し、継続した意識啓発に努めていきます。 

「気候変動や適応策に関心を持っている市民の割合」については、令和4年度と比較すると4.4ポイント減少しています。引き続

き、気候変動に関する情報やその気候に適したライフスタイルについて、情報の収集・発信を行います。 

 

 主な取組  

(1) 気候変動に関する情報発信 

①地球温暖化防止普及啓発事業 

山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやまぐち）と連携したイベント及び講座を実施するなど、

気候変動がもたらす影響や対策について情報発信を行いました。 

 

  ②熱中症対策 

熱中症の予防に関する知識の取得、注意喚起などの情報を収集し、市報等による情報発信を行いました。庁内関係各課

が連携を図りながら、子どもから高齢者までを対象に、市の事業及び地域の集会等で啓発を行いました。 

また、学校の教育活動全体を通して、熱中症の予防についての理解促進を図り、学校や日常生活で実践できる力を育成し

ています。 

 

  ③公害対策事業 

   関係機関と連携し、酸性雨の発生状況を監視するとともに、情報収集・把握および市民への情報提供に努めました。 

  

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

災害への備えをしている市民の

割合 
％ H29 30.9 56.2 55.2 35.0 60.0 維持 高 

浸水対策重点実施地区数 地区数 H29 3 5 6 6 8 増加 中 

気候変動や適応策に関心を持

っている市民の割合 
％ H29 実績なし 64.1 59.7 72.0 80.0 増加 ― 
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(2) 総合的な浸水対策の推進 

流域の持つ水源かん養・保水機能確保などの水循環の維持・回復を基本とした雨水貯留・浸透機能の向上などを効果的に

組み合わせた総合的な取組を進めることにより、浸水被害の軽減を図りました。 

 

①総合浸水対策 

ア．総合浸水対策事業 

雨水排水施設や河川等の施設能力を超えるゲリラ豪雨に対する、ハード・ソフトを組み合わせた総合的な浸水対策とし

て、雨水排水路や雨水貯留施設等の整備、取水・排水ゲートの改修、個人宅地内の雨水貯留タンクへの設置補助を行い

ました。 

 

②二酸化炭素吸収源対策の推進 

ア．市有林の適正管理 
本市は、市域の75％以上を森林が占めており、市

街地には公園や街路樹といった緑地が存在するなど

緑豊かな都市となっています。 

森林には水害や地滑りを防ぐ防災機能や、二酸化

炭素の吸収源としての地球温暖化防止機能、水源か

ん養機能などの多面的機能があります。 

こうした森林の持つ公益的機能を持続的に発揮さ

せ、地域林業の振興に寄与するために、「山口市森

林・林業ビジョン」に基づき、引き続き、市有林の適正

な維持管理を行うとともに、造林・保育事業を実施していきます。 

 

(3) 防災拠点施設への再生可能エネルギー設備の導入 

ア．防災拠点への再エネ導入 

令和５年度は、太陽光発電設備を1件新規導入しました。引き続き、施設の新設や建て替え時に併せて再生可

能エネルギー等の積極的導入を進めることで、非常用電源の確保に努めます。 

 

(4) 防災に関する講座の開催 

ア．地域防災活動促進事業 

防災に関する有識者を講師として派遣し、専門的な内容の防災講座を実施するとともに、自主防災組織の育成及び支

援活動、自主防災組織フォローアップ研修を実施しました（令和5年度：38講座）。 

また、自主防災会だよりを発行しました。 

  

   年度  

項目 
Ｒ３ R４ R５ 

下 刈（ha） 123.88 127.95 101.69 

間 伐（ha） 67.20 79.43 80.09 

枝打ち（ha） 9.26 0.00 11.16 

除 伐（ha） 3.44 5.19 1.19 

造 林（ha） 12.42 26.38 40.22 
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環境目標４ 環境保全を推進するひと・しくみづくり 

 

基本施策 ４－① 環境教育・環境学習による理解と行動の促進、人材育成 

 

 進行管理指標  

 

 主な指標の考え方  

「環境学習の受講者数」、「学校教育における出前講座の回数」を指標とし、積極的に講座を実施することにより、最終年度の

目標達成を目指します。 

ごみの減量化とリサイクルの推進に向けた環境教育・学習の場として、施設見学の受入れを行っていることから、「環境施設見

学受入人数」を指標とします。 

地球温暖化対策についての関心の広がりを把握するものとして、「山口市地球温暖化対策地域協議会会員数」を指標とします。 

 

 評価  

「環境学習の受講者数」は令和4年度と比較すると368人増加しました。これは、新型コロナウイルス感染症が5類へ移行し、講

座等の開催回数が増加したことによるものです。 

「環境施設見学受入人数」については、小学生の社会見学を中心に市内外の見学者を受け入れ、ごみの減量化とリサイクルの

推進に向けた環境教育・学習の場を提供しました。令和4年度と比較すると6,598人増加しています。ごみの減量化、リサイクルの

推進において、施設見学の果たす役割は大きいと考えており、引き続き見学者の受け入れを積極的に行っていきます。 

「山口市地球温暖化対策地域協議会会員数」は、令和4年度と比較すると1名増加しています。引き続き、地球温暖化に対す

る市民、事業者等の意識の醸成に向けた取組を進めるとともに、機会を捉えて協議会への参加の呼びかけを行います。 

「エコポータルサイト・公式SNSの閲覧者数」は令和4年度と比較すると12,450人減少しています。環境ポータルサイト「やまぐち

エコポータル」の周知強化を始め、同ポータルサイトや公式SNSに掲載している情報を頻繁に更新するとともに、これまで以上に

写真や動画を活用して幅広い層に閲覧してもらえるサイトづくりに努めます。また、利用者が増加しているインスタグラムなどの新

たなSNSへの取組や、パンフレット・ポスターなど他の広報媒体からポータルサイトやSNSへ誘導するなど、様々な広報媒体を連

携させることで、普及啓発の機会の充実を図っていきます。 

  

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境学習の受講者数 人 H28 620 208 576 735 770 増加 低 

環境施設見学受入人数

（学校教育における出前講

座参加人数を含む） 

人 H28 5,811 2,688 9,286 － 7,500 増加 高 

山口市地球温暖化対策地

域協議会会員数 
人 H28 83 103 104 105 125 増加 中 

エコポータルサイト・公式SNS

の閲覧者数 
人 H28 12,300 41,645 29,195 20,000 42,000 増加 中 
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 主な取組  

(1) 環境に関する情報の収集と発信 

身近な生活環境から地球規模の環境までの幅広い情報を収集するとともに、広報紙やウェブサイト、SNS等を活用し情報発

信を行いました。 

①環境情報等の収集と提供 

ア．年次報告書の作成・公表 

令和5年度版（令和4年度実績）環境概要を作成し、公表しました。 

 

イ．やまぐちエコポータルサイト 

平成27年度に開設した市の環境情報を取りまとめた情報ポータルサイト「やまぐちエコポータル」を随時更新し、市民の

方が環境情報を手軽に入手できるよう努めました。また、フェイスブックやインスタグラムも活用し、幅広い層に向けた情報

発信を行いました。 

 

ウ．環境ネットワークによる情報収集等の推進 

山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやまぐち）の会議において、環境に関する様々な情

報を収集するとともに、環境学習講座等を通じて、積極的に普及啓発を行いました。 

 

(2) 環境学習の場や機会の充実 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に留意しながら環境関連施設の見学受入れ、環境に関する出前講座、学校教

育、山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやまぐち）等との連携による体験型の環境学習プログ

ラムの充実や環境学習等の機会の場の創出に努めました。 

また、指導者の育成や交流の場の提供に努めました。 

①環境学習の機会や場の充実 

ア．環境教育の推進 

各小中学校で地域の方とともに米作りや校舎周辺環境整備等を通じて地域に密着した環境学習を実施しました。 

資料編Ｐ78以降に掲載 

 

イ．小学生向け体験型環境学習の実施 

小学4年生を対象に施設見学だけでは得られない体験をしてもらうことに主眼をおいた「ごみ分別体験」「ごみ積み込み

体験」などの環境学習を実施しています。 

ごみ収集業務に従事している職員が、市内小学校を訪問し、適切なごみの排出方法について学習する機会を提供しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．出前講座の充実 

市生涯学習推進本部は、市民の希望に応じ、市職員が講師として市の施策や事業等について説明する「お気軽講座」を

開設しています。令和5年度は、環境に関するメニューとして5講座を開催しました。 

 

 

  

    年度  

項目 
R３ R４ R５ 

実施学校数（校） ３４ ４ ２８ 

受講児童数（人） １,７６７ ４３３ １，６４２ 
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エ．ごみ処理施設等を活用した環境学習の推進 

ごみ処理施設を活用した環境学習の推進を目的として、主に小学生を対象に清掃工場、リサイクルプラザ、不燃物中間

処理センター、大浦一般廃棄物最終処分場において見学者の受入れを行いました。 

 

 

 

 

オ．体験型学習会の開催等 

次世代を担う子どもたちに環境学習の機会を提供するため、学校教育関係機関等に各種環境学習講座の案内をしまし

た。 

また、子どものエコに関する関心を高めることを目的に、市内の小学4年生を対象に「夏休みエコチェックシート」を配布

し、夏休み中の生活習慣である「早寝早起き」、「テレビを観る時間を1時間減らす」など、毎日の省エネ、節電の取組を推

進しました。(配布校数：市内の小学校32校、実績報告校数：26校) 

 

カ．水辺の教室・野鳥の教室の開催、関係情報の提供 「再掲」 

市民が自然とふれあえる環境学習講座として、「水辺の教室」と「野鳥の教室」を開催し、環境保全の意識の啓発を行っ

ています。 

 

 

 

  

 年度 

項目 
R３ R４ R５ 

受入れ人数（人） ５,７０４ ２，２５３ ５，６５８ 
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基本施策 ４－② 多様な主体による環境保全活動の促進、他都市との連携 

 

 進行管理指標   

 

 主な指標の考え方  

「環境保全活動（イベント）の参加者数」は、干潟耕うん、カブトガニ調査、ふしの川水系クリーンキャンペーンそれぞれの参加者

及びエコパークまつりの来場者数を合計した数を指標としています。 

 

 評価  

「環境保全活動（イベント）の参加者数」は、基準値と比較すると減少しています。これは、新型コロナウイルスの影響で休止して

いた「エコパークまつり」を廃止したこと等によるものです。 

「山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやまぐち）との連携によるイベント・講座の参加人数」は基

準年と比較すると増加しています。これは、各種イベントへの出展回数等が増加したことによるものです。 

今後も、多様な主体が協力、連携することにより、効果を見える化しながら環境保全イベントや活動の継続、拡大に努めます。 

 

 主な取組  

(1) 多様な主体の参加による環境保全活動の推進 

①イベントを通じた環境への関心の喚起 

ア．環境保全活動 

春季清掃月間中を始めとした自治会等が実施される清掃活動のごみ回収支援の実施や干潟再生活動等を通して、環

境保全意識の啓発に努めました。 

 

イ．春季清掃月間 

各自治会が中心となって、自主的に居住地周辺を清掃し、衛生的で健康的な市民生活を送ることができるようにするこ

とを目的として、春季に一定期間を定め、清掃活動を実施されています。 

特に、住環境を整備し、地域内の清掃活動及び衛生害虫発生源の除去、下水路・排水溝・小川等の溝掃除、空き地、

池沼周辺、海岸など、人の多く集まる場所の清掃を重点的に実施されています。 

 年度 

項目 
R３ R４ R５ 

参加自治会数（市で回収を行った自治会数） ２２９ ２９７ ３４９ 

草及び汚泥回収量（ｔ） ２０９ ２８１ ３７３ 

 

 ②交流や意見交換の場の提供や整備 

   ア．市民活動支援事業 

市民活動団体のほか、市担当課も交えた円卓会議や、学生との情報交換、情報共有の場づくりを通じて、それぞれの

強みを生かしながら地域課題の解決に向けて意見交換を行いました。（交流イベント８回実施） 

 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境保全活動（イベント）の

参加者数 
人 H29 3,948 314 571 4,475 5,000 増加 低 

山口市地球温暖化対策地域

協議会との連携によるイベント・

講座の参加人数 

人 H28 1,579 1,493 1,975 1,750 2,000 増加 高 
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(2) 市広域的な連携・協力の推進 

河川の流域における水質の問題や温室効果ガスの排出抑制などの地球温暖化対策等は、地域だけでなく広い視点を持っ

て取組を進めていくことが重要となることから、地域間の交流促進や他都市との交流を深め、必要に応じて広域的な対応を行

います。 
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基本施策 ４－③ 環境にやさしい社会経済のしくみづくり 

 

 進行管理指標   

 

 主な指標の考え方  

未来に継承できる農業として多面的機能の維持・発揮を図るため、多様な担い手を育成・支援することが必要なことから、「認

定農業者数」及び「新規就農者・就業者数」を指標としています。 

 

 評価  

「認定農業者数」については、令和４年度から1経営体の増加となりました。 

「新規就農者・就業者数」については、令和５年度は新規就業者が26名となりました。今後も国・県の支援策に加えて本市独自

の支援策（家賃補助）の活用により、さらに新規就農者・就業者の確保に努めます。地域農業の中心となる担い手を育成し、一人

でも多くの担い手を確保できるような対策を行っていきます。 

 

 主な取組  

(1) 「エシカル消費」に関する情報提供、普及活動の推進 

ア．地球温暖化防止普及啓発事業 

山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワーク

やまぐち）と連携し、ものづくりと環境、社会、地域、人への影響に配慮し

た消費行動やライフスタイルへの理解を促す「未来を変える買い物講

座」を実施するとともに、“サステナブルラベルを集めて応募しよう！”

キャンペーンを実施しました。 

 

 

 

(2) 農業の多様な担い手の育成、緑と活力あふれる農村の振興 

ア．新規就農者支援事業 

関係機関の協力のもと、定着支援として各種費用の一部を助成し、新規就農希望者の円滑な就農や新規就農者の初

期経営の安定化を支援することで、地域農業の担い手を育成することとして、地域の中心となる担い手の確保に努めました。 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

認定農業者数 経営体 H28 262 249 250 288 314 増加 低 

新規就農者・就業者数 人 H28 14 13 26 16 18 増加 高 
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イ．都市農村交流推進事業 

定期的な市内農林水産物等の販売イベントを実施することにより、市内農林水産物の認知度を高め、地産地消の推進を

図りました。 

 

ウ．食と農のネットワーク事業 

各地域の朝市情報の市公式ウェブサイトへの掲載を実施し、農村の魅力を発信することにより、都市との交流を促進し、

活性化を図りました。また、市民農園開園者への支援や利用希望者の募集を行い、農業体験等の交流を通じた市民の農

業への理解促進に繋げました。 

 

   エ．農産物の販売促進 

     道の駅での農産物の販売を通じて、農業の振興を図るとともに、市民が身近に農を感じることができる取組を進めました。 

今後も様々な機会を捉えて、消費者と生産者の交流と相互理解の促進を図り、集客・物流・情報発信を広域的に行います。 

 

 

 

 

 

 

オ．遊休農地化防止事業 

遊休農地化防止の取組を行う農作業受託組織等に、市が農機具の無償貸付を行うことで、農地の保全を支援しました。 

 

カ．中山間地域等直接支払事業 「再掲」 

農業生産条件の不利な中山間地域等を対象に、集落等を単位に農用地を維持・管理していくための協定を締結し、そ

れに沿った農業生産活動における自然生態系の保全に資する取組の支援を行いました。 

令和４年度から２集落が加わっており、交付集落数・交付金額が増加しました。 

（令和４年度実績：交付集落数：94、交付金額：243,190千円） 

 

キ．多面的機能支払交付金事業 「再掲」 

農業農村地域の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、多様な担い手の育成と支援を行いました。 

36組織、4,812.86haにおいて、地域資源の基礎的保全活動の多面的機能を支える共同活動と地域資源の質的向上

を図る共同活動、施設の長寿命化のための活動を支援しました。 

 

ク．ほ場整備事業（県営）の実施 

  農業者の高齢化、後継者不足により農地の適正な維持管理が困難となる中、効率的かつ安定的な農業経営を確保す

るための、生産基盤及び営農環境の整備と経営体の育成・支援に取り組みました。 

ほ場整備事業（県営）として、黒潟地区、鋳銭司地区、徳地島地下地区、川西中地区、佐山北第一地区、島地上地区

で整備が進められています。 

 

ケ．地域の食材を使った観光資源化の促進 

  地域の食材を使い、湯田温泉の旅館や山口市菜香亭において大内御膳や大内御膳弁当を提供し、観光資源化の促

進を図り、地産地消の促進等に繋げました。 

 

コ．地域滞在型交流の促進 

県外在住のテレワーカーを対象とするワーケーションのプログラムを実施し、地域住民との交流を図るとともに、関係人

口の創出に取り組みました。 

 

 

                年度 

項目 
R３ R４ R５ 

道の駅の農産物売上高（千円） 506,571 518,206 525,743 
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サ．学校における県内産・市内産食材の利用促進 

県内産・市内産利用率は、令和4年度と比較すると74.2％から75.0％へ増加しました。物価の上昇や県（市）産品が割

高なことなどの課題はありますが、今後も創意工夫をしながら取組を継続していきます。 

 

 

シ．遊休農地等調査指導事業 

遊休農地の所有者等が遠方に存在、または高齢化するなど、管理が困難となっています。農地法の規定により農地の

利用状況調査や意向調査を実施し、遊休農地を把握、耕作放棄地対策に活用しました。 

 

 

(3)  要介護認定者世帯等のごみ出し支援 

   高齢化や核家族化の進行を背景に、今後、ごみ出しの支援を受けられない高齢者等の世帯が増えることが想定されま

す。 

現在、高齢者等のごみ出し支援は、近隣に住む家族や親族の支援、地域コミュニティによる助け合い、介護に関わる者等

により行われています。 

令和5 年度は、要介護認定者や身体障害者手帳所持者等の世帯のうち、家庭ごみを集積場所に持ち出すことが困難な

世帯に対して、居宅介護支援事業所等と連携し、燃やせるごみの戸別収集を実証的に実施しました。  
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重点プロジェクト 

 

 進行管理指標   

 

 指標の考え方  

豊かな自然環境が保全されるとともに、衛生的な生活環境になることを目指して、指標を設定しています。 

まちづくりアンケートの結果から「山口市の自然環境に満足している市民の割合」、「節電や３Ｒなどを心がけている市民の割合」、

「快適な生活環境が整っていると思う市民の割合」を指標の数値として抽出し、最終年度と比較することにより、達成度の把握を

行います。 

 

 評価  

「山口市の自然環境に満足している市民の割合」は、令和4年度と比較すると1ポイント減少しました。引き続き、「山口市環境

基本計画」における目指す環境像「人と自然が共生し みらいにつなげる 持続可能なまち やまぐち」の実現に向けて、あらゆる

主体と連携・協力し、本市の魅力である豊かな自然と多様な生態系の保全や、環境負荷の低減につながる取組を進めていきま

す。 

「節電や３Ｒなどを心がけている市民の割合」の割合」は、令和4年度と比較すると3.4ポイント増加しました。節電や３Ｒ、新しい

国民運動「デコ活」について普及啓発活動をさらに推進し、様々な機会を捉えた情報発信に努めることで市民一人ひとりの自発的

な行動を促し、持続可能な「循環型社会」、「脱炭素社会」の構築を目指していきます。 

「快適な生活環境が整っていると思う市民の割合」は、令和4年度と比較すると4.2ポイント増加しました。依然として、生活公害

（騒音、振動、悪臭、野焼き等）に関する苦情が寄せられることから、地域との連携による市民参加型の環境美化活動を推進し、

市民一人ひとりの環境意識の向上に向けた啓発活動に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

山口市の自然環境に満足してい

る市民の割合 
% H29 91.5 94.6 93.6 － 維持 増加 高 

節電や３Ｒなどを心がけている

市民の割合 
% H29 83.5 83.8 87.2 － 90.0 増加 中 

快適な生活環境が整っていると

思う市民の割合 
% H29 71.6 76.8 81.0 － 80.0 増加 高 
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重点プロジェクト 

重点プロジェクト①「やまぐちの自然環境・生物多様性の保全」プロジェクト 

 

 主な取組   

作戦１－① 環境副読本「あいらぶ山口」の改定 

子どもの環境についての学びを深めるため、既存の環境副読本「あいらぶ山口」を改定し、

地球温暖化や自然共生分野等を盛り込むなど内容の充実を図りました。 

また、改定後の「あいらぶ山口」を活用して、体験活動重視の観点から、本市の特徴的な

自然環境を実際に目にし、触れ、体験する機会を提供しています。 

 

作戦１－② 生物多様性の保全に関する環境学習の場の提供 

外来生物法の一部改正（令和5年６月1日施行）に伴い、「条件付特定外来生物」に指定さ

れたアメリカザリガニ及びアカﾐﾐガメ（ミドリガメ）の販売や購入、輸入、飼育等の規制につい

て、市ウェブサイトや地域情報紙を通じて、周知啓発を図りました。 

地域や学校教育と連携した椹野川河口域・干潟における体験型環境学習を実施しました。 

二島小学校の授業の一環として、5年生の児童が、椹野川河口域・干潟に生息するカブト

ガニやその他の生物について学習し、干潟において観察会を実施しました。 
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重点プロジェクト 

重点プロジェクト②「プラスチック資源循環促進」プロジェクト 

 

 主な取組  

作戦２－① プラスチック製品の分別収集・リサイクル開始に向けた具体的な検討 

令和４年４月に、「プラスチック資源循環促進法」が施行され、プラスチック製品（硬プラ・軟プラ）の分別収集・リサイクルが市区

町村の努力義務とされたことから、それに対応した分別収集体制を整備するため、環境部内に所属する職員を構成員とする検

討チームを設置し、検討を行いました。 

 

作戦２－② プラスチック資源循環に関する普及啓発 

「山口県容器包装廃棄物削減推進協議会」と連携し、マイバック、マイボトルの利用や、ワンウェイ（使い捨て）プラスチック製品

の削減などの普及啓発を行いました。 

また、飲料メーカーとの連携により、分別されたペットボトルを、半永久的に繰り返しペットボトルにリサイクルされる「ペットボトル

水平リサイクル」に取り組みました。 

 

 

  

重点プロジェクト 

重点プロジェクト③「地域脱炭素推進」プロジェクト 

 

 主な取組   

作戦３－① 脱炭素先行地域づくり等の推進 

 

脱炭素先行地域づくりの取組の一環として、民間企業や金融機関、商工団体との共同出資による地域新電力会社「山口グリー

ンエネルギー株式会社」の設立に向けた取組を進めました。 

この新会社では、電力の地産地消等による地域脱炭素の取組を通じて、地域経済の活性化、市民の暮らしの質の向上、安全

安心な地域づくりに貢献しながら、本市の２０５０年ゼロカーボンシティの実現を目指していくこととしております。 

こうした中、本年３月には、本市を始めとした出資事業者６者による合弁契約書を締結し、本年４月１日に会社を設立することな

どを決定しました。 

また、中心商店街の店舗等の経営基盤強化や新規出店を支援するとともに、中心市街地エリアのエネルギー起源二酸化炭素

の排出削減を推進する取組として、国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用した「山口市中心市街地省CO2設備導入補

助金」を創設しました。 

さらに、まちなか居住の促進や、公用車の運用の在り方等の検討などに向けた取組として、EV公用車を活用したカーシェアリン

グの実証事業を市役所本庁舎において実施しました。 

 

 

作戦３－② 地域資源の利活用に向けた‶再生可能エネルギー〝の普及啓発 

 

 市公共施設への再生可能エネルギー等利用設備の導入として、徳地総合支所に太陽光発電設備と蓄電池を新たに設置しまし

た。 

 家庭における太陽光発電等の再生可能エネルギーの利活用を促す取組として、山口県が実施する「ぶちエコやまぐち太陽光発

電設備等共同購入事業」の周知に協力しました。また、山口市地球温暖化対策地域協議会（温暖化とめるっちゃネットワークやま

ぐち）と連携し、再生可能エネルギーに関する理解や導入促進を目的とした環境学習講座やワークショップを開催しました。 
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第３章 山口市の環境の状況 

１ 大気の状況 

 

《大気汚染にかかる環境基準等達成状況》 

 測定年度  

項目 
Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ R４ 

二酸化硫黄 

（ＳＯ２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

二酸化窒素 

（ＮＯ２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浮遊粒子状物質 

（ＳＰＭ） 
○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ 

光化学オキシダント 

（Ｏｘ） 
× × × × × × × × 

資料：令和5 年版山口県環境白書 

※ ○：環境基準達成             

△：環境基準の長期評価（年間で、１日平均値のうち高い方から２％の範囲内にあるものを除外して評価）達成 

×：環境基準超過 

 

 

《ダイオキシン類大気環境濃度調査結果（令和4 年度）》                      （単位：pg-TEQ/㎥） 

測定地点 測定期日 測定結果 環境基準 

環境保健センター 

4 月 13 日 ～ 20 日 0.010 

 
7 月 14 日 ～ 21 日 0.010 

10 月 18 日 ～ 25 日 0.010 

12 月 15 日 ～ 22 日 0.010 

平  均 0.010 0.6 以下 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

※ pg（ピコグラム）：１グラムの１兆分の１の重さ。 

※ TEQ（毒性等量）：ダイオキシン類の濃度を調べる際に、化合物によって毒性の強さが違うと評価が非常に難しくなるため、

測定した化合物の濃度に TEF(毒性等価係数)を掛け、最も毒性が強いとされている『2,3,7,8-四塩化ジベンゾパラジオキ

シン (TCDD)』の量に換算して表すもの。 
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２ 水環境の状況 

《地下水調査結果（令和4 年度）》 

市町村名 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 

調査地点 湯田温泉 中央 朝田 吉田 大内御堀 陶 鋳銭司 宮野上 下小鯖 

地点番号 C-3 C-5 E-4 G-2 H-2 J-4 K-1 N-2 Q-1 

調査月日 2022年8月25日 2022年8月25日 2022年8月25日 2022年8月25日 2022年8月25日 2022年8月23日 2022年8月23日 2022年8月25日 2022年8月25日 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ(mg/L)    <0.0003      

全ｼｱﾝ(mg/L)   <0.1       

鉛(mg/L)    <0.001      

六価ｸﾛﾑ(mg/L)   <0.005 <0.005      

砒素(mg/L)      <0.001    

総水銀(mg/L)    <0.0005      

ｱﾙｷﾙ水銀(mg/L)          

PCB(mg/L)          

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(mg/L)          

四塩化炭素(mg/L)          

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏ (ーmg/L)          

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ(mg/L)          

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L)          

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L)  <0.004        

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ(mg/L) <0.0005  <0.0005  <0.0005   <0.0005 <0.0005 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ(mg/L)          

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L) <0.001 <0.001 <0.001  <0.001   <0.001 <0.001 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L) <0.0005 <0.0005 <0.0005  <0.0005   <0.0005 <0.0005 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ(mg/L)          

ﾁｳﾗﾑ(mg/L)          

ｼﾏｼﾞﾝ(mg/L)          

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌ (゙mg/L)          

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ(mg/L)          

ｾﾚﾝ(mg/L)          

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒

素(mg/L) 
     5.4 0.4   

ふっ素(mg/L)   0.1 <0.1   <0.1   

ほう素(mg/L)   <0.1       

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ        <0.005  
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（単位：㎎/ℓ、ダイオキシン類は pg-TEQ/ℓ） 

山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 山口市 

環境 

基準値 

定量 

限界値 

下小鯖 嘉川 祗園町 上郷 真名 徳地 西条 西条 西条 八幡馬場 

Q-2 Y-1 IA-1 OD-3 OE-1 NH-115 AA-3 AA-6 AA-8 NC-1 

2022年8月25日 2022年8月23日 2022年8月23日 2022年8月23日 2022年8月23日 2022年8月25日 2022年7月7日 2022年7月7日 2022年7月7日 2022年7月7日 

<0.0003          0.03 以下 0.001 

          不検出 0.1 

          0.01 以下 0.001 

   <0.005       0.05 以下 0.005 

         0.010 0.01 以下 0.001 

          0.0005 以下 0.0005 

          不検出 0.0005 

          不検出 0.0001 

    <0.002      0.02 以下 0.002 

          0.002 以下 0.0002 

          0.002 以下 0.0002 

          0.004 以下 0.0004 

          0.1 以下 0.002 

 <0.0005 <0.0005         <0.0004  <0.0004  1 以下 0.0005 

          0.04 以下 0.004 

          0.006 以下 0.0006 

 <0.001 <0.001    <0.001 <0.001 <0.001   0.03 以下 0.002 

 <0.0005 <0.0005      <0.001  <0.001  0.005  0.01 以下 0.0005 

          0.002 以下 0.0002 

          0.006 以下 0.0006 

          0.003 以下 0.0003 

          0.02 以下 0.002 

          0.01 以下 0.001 

          0.01 以下 0.002 

    0.7 0.3     10 以下 0.1 

          0.8 以下 0.1 

          1 以下 0.1 

          0.05 以下 0.005 

 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

 

 

 

  



- 55 - 

 

《河川水質測定結果（令和4 年度）》 

測定地点 測定点 類型 水素ｲｵﾝ 

濃度(pH) 

溶存 

酸素量 

(DO(mg/ℓ)) 

生物化学的酸

素要求量

(BOD (mg/ℓ)) 

浮遊 

物質量 

(SS(mg/ℓ)) 

大腸菌 

数 

(CFU/100mℓ) 

全窒素 

(mg/ℓ) 

全リン 

(mg/ℓ) 

椹野川上流 文場橋 Ａ類型 7.7 10 0.8 2 26 － － 

椹野川中流 平野 Ａ類型 7.8 11 0.8 3 57 － － 

椹野川下流 百間橋 Ｂ類型 7.6 8.9 1.5 15 130 2.6 0.35 

南若川上流 
金毛川合流点 
下流250m 

Ａ類型 8 11 0.9 5 54 － － 

南若川下流 新栄橋 Ｂ類型 8.8 15 1.2 7 1700 0.67 0.12 

佐波川上流 漆尾 Ａ類型 7.5 9.8 0.6 1 48 0.44 0.016. 

阿武川上流 聴秋橋 ＡＡ類型 7.7 10 0.7 2 44 － － 

蔵目喜川 
白井谷川 
合流点の橋 

ＡＡ類型 8.1 9.7 0.5 2 82 － － 

環境基準 

ＡＡ類型 
6.5 以上 
8.5 以下 7.5 以上 1.0 以下 25 以下 20 以下 － － 

Ａ類型 
6.5 以上 
8.5 以下 7.5 以上 2.0 以下 25 以下 300 以下 － － 

Ｂ類型 
6.5 以上 
8.5 以下 5.0 以上 3.0 以下 25 以下 1,000 以下 － － 

資料：令和 5 年版山口県環境白書参考資料集 

                  

 

※ Ａ・Ｂ類型：生活環境の保全に関する環境基準（昭和４６年環境庁告示、最終：平成７年環境庁告示）で、河

川の利用目的の適用性により指定されているもの。 

椹野川は、淋光堰（小郡）より上流がＡ類型、下流がＢ類型 

南若川は向山堰より上流がＡ類型、下流がＢ類型 

 

※ 水素ｲｵﾝ濃度（ｐH）：水中の水素ｲｵﾝ濃度を表す値で、水素ｲｵﾝ濃度の逆数の常用対数で表される。 

７を中性、７より大きいものをアルカリ性、小さいものを酸性という。 

 

※ 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）：水中の微生物が有機物を分解するときに必要とする酸素量のこと。 

主に河川での水の汚れの指標となり、値が大きいほど汚れていることを示す。 

 

※ 浮遊物質量（ＳＳ）：水中に混濁している、顕微鏡で見える程度の個体や浮遊固形物の量をいう。 

 

※ 大腸菌数（CFU）：大腸菌はほ乳動物の腸内に生息して消化を助けているが、河川や湖沼に多数の大腸菌が

存在する場合は、その水が人畜の排泄物で汚染されていることを示す。 
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《山口・秋穂海域水質測定結果（令和4 年度）》                      

 

３ 土壌環境の状況 

《土壌ダイオキシン類常時監視調査結果（令和4 年度）》 

測定地点 
測定結果 環境基準 

(pg-TEQ/g) (pg-TEQ/g) 

山口市桜畑四丁目 0.058 

1,000 以下 
山口市大殿大路 0.32 

山口市中河原町 0.12 

山口市吉敷中東 0.037 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

 

  

測定地点 測定点 類型 
水素ｲｵﾝ 

濃度(pH) 

溶 存 

酸素量 

(DO(mg/ℓ)) 

化学的酸素 

要求量 

(COD (mg/ℓ)) 

大腸菌数 

(CFU/100mℓ) 

全窒素 

(mg/ℓ) 

全リン 

(mg/ℓ) 

秋穂湾 Ｙ-Ｄ-２ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.8 1.9 １ 0.19 0.018 

山口湾１ Ｙ-Ｄ-３ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.7 1.8 1 0.22 0.025 

山口湾２ Ｙ-Ｄ-４ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.5 2.1 3 0.32 0.034 

瀬戸内海１ Ｙ-Ｄ-１ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.7 1.9 <１ 0.18 0.017 

瀬戸内海２ Ｙ-Ｄ-５ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.6 1.8 <１ 0.19 0.018 

瀬戸内海３ Ｙ-Ｄ-６ Ａ･Ⅱ類型 8.1 8.8 1.7 <１ 0.19 0.019 

環境基準  Ａ･Ⅱ類型 
7.8 以上 

8.3 以下 
7.5 以上 2.0 以下 300 以下 0.3 以下 0.03 以下 

※数値は平均値                                資料：令和 5 年版山口県環境白書参考資料集 

 

 
 

海域水質測定点図 

山口地域 

秋穂地域 
阿知須地域 

※ Ａ・Ⅱ類型（Ａ類型・Ⅱ類型） 

生活環境の保全に関する環境基準（昭和４６

年環境庁告示、最終：平成７年環境庁告示）で

海域の利用目的の適用性により指定されているも

ので、全ての測定地点周辺がこの類型に指定さ

れている。 

 

※ 化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 

水中の汚濁物質を酸化剤で化学的に酸化す

るときに消費される酸素量のこと。海や湖沼での

水の汚れの指標となり、数値が高いほど汚濁物

質が多く、汚れが大きいことを示す。 
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４ 化学物質の状況 

 

《ダイオキシン類常時監視調査結果（令和4 年度）》 

  ●大気（再掲） 

測定地点 
測定結果 環境基準 

(pg-TEQ/m3) 年平均値 (pg-TEQ/m3) 

環境保健センター 

春期 0.010 

0.010 0.6 以下 
夏期 0.010 

秋期 0.010 

冬期 0.010 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

  ●河川 

測定地点 
測定結果 環境基準 

水質(pg-TEQ/L) 底質(pg-TEQ/g) (pg-TEQ/L,g) 

椹野川 0.073 0.44 水質：   1 以下 

底質： 150 以下 佐波川 0.074 0.2 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

  ●土壌（再掲） 

測定地点 
測定結果 環境基準 

(pg-TEQ/g) (pg-TEQ/g) 

山口市桜畑四丁目 0.058 

1,000 以下 
山口市大殿大路 0.32 

山口市中河原町 0.12 

山口市吉敷中東 0.037 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

 

 

《酸性雨調査結果（測定地点：環境保健センター）》 

 年度  

項目 
Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R 元 R２ R３ R４ 

降水量(ｍｍ/年) 1,984 2,372 1,812 1,527 2,051 2,296 1,993 1,506 

ｐＨ 4.7 4.7 4.9 4.8 4.8 5.0 5.1 4.89 

※ 酸性雨はｐＨが 5.6 以下                               資料：令和5 年版 山口県環境白書 
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５ 騒音の状況 

類型表 

Ａ類型（ａ区域） Ｂ類型（ｂ区域） Ｃ類型（ｃ区域） 

専ら住居の用に供される地域（区域） 主として住居の用に供される地域（区域） 
相当数の住居と併せて商業、工業等の用に

供される地域（区域） 

 

《道路交通騒音測定結果》 

測定道路 測定地点 項目 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ R４ 類型 

一般国道 
9 号 

小郡下郷 
騒音(昼) － 63 － － － 

Ｃ 
騒音(夜) － 56 － － － 

一般国道 
435 号 

吉敷佐畑 
二丁目１３ 

騒音(昼) － 67 － － － 
Ａ 

騒音(夜) － 60 － － － 

主要地方道 
宇部防府線 

（25 号） 
秋穂二島 

騒音(昼) － 70 － － － 
対象外 

騒音(夜) － 64 － － － 

主要地方道 
宇部防府線 

（25 号） 
秋穂東 

騒音(昼) － 70 － － － 
対象外 

騒音(夜) － 63 － － － 

主要地方道 
山口小郡秋穂線 
(61 号) 

平井 
騒音(昼) － 65 － － 67 

Ｂ 
騒音(夜) － 60 － － 58 

一 般 県 道 
陶湯田線 
（200 号） 

平井 
騒音(昼) － 63 － － － 

Ｂ 
騒音(夜) － 57 － － － 

一 般 県 道 
宮野大歳線 
（204 号） 

中央 

二丁目5 

騒音(昼) － 64 － － － 
Ｃ 

騒音(夜) － 57 － － － 

主要地方道 
山口小郡秋穂線 

(61 号) 
名田島 

騒音(昼) － － － 62 － 
対象外 

騒音(夜) － － － 54 － 

一般国道 
２号 

嘉川 
騒音(昼) 58 － － － － 

対象外 
騒音(夜) 51 － － － － 

一般国道 
２号 

江崎 
騒音(昼) 52 － － － － 

対象外 
騒音(夜) 50 － － － － 

一般国道 
３７６号 

仁保中郷 
騒音(昼) － － － 64 － 

対象外 
騒音(夜) － － － 54 － 

一 般 県 道 
山口鹿野線 
（26 号） 

仁保中郷 
騒音(昼) － － － 60 － 

対象外 
騒音(夜) － － － 51 － 

一 般 県 道 
山口秋穂線 
（194 号） 

大内御堀 
騒音(昼) － － － 65 － 

対象外 
騒音(夜) － － － 57 － 

一 般 国 道 
（9 号） 

赤妻町２ 
騒音(昼) － － － 64 － 

Ｃ 
騒音(夜) － － － 58 － 

一 般 国 道 
（190 号） 

佐山 
騒音(昼) － 64 － － － 

対象外 
騒音(夜) － 58 － － － 

主要地方道 
小郡三隅線 
(28 号) 

小郡新町 

３丁目３ 

騒音(昼) － 65 － － － 
Ｂ 

騒音(夜) － 61 － － － 
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測定道路 測定地点 項目 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ R４ 類型 

一般国道 
9 号 

桜畠 
六丁目7 

騒音(昼) 71 － － － － 
Ｂ 

騒音(夜) 64 － － － － 

一般国道 
9 号 

天花 
一丁目５ 

騒音(昼) 68 － － － － 
Ｂ 

騒音(夜) 62 － － － － 

一般国道 
262 号 

桜畠 
五丁目１ 

騒音(昼) 66 － － － － 
Ｂ 

騒音(夜) 59 － － － － 

一般国道 
262 号 

下小鯖 
騒音(昼) 70 － － － － 

対象外 
騒音(夜) 63 － － － － 

一般国道 
315 号 

阿東徳佐下 
騒音(昼) 60 － － － － 

対象外 
騒音(夜) 52 － － － － 

主要地方道 
山口宇部線 

(6 号) 
小郡上郷 

騒音(昼) 51 － － － － 
Ａ 

騒音(夜) 47 － － － － 

一 般 県 道 
山口阿知須宇 
部線(212 号) 

阿知須 
騒音(昼) 65 － － － － 

Ｂ 
騒音(夜) 53 － － － － 

主要地方道 
山口小郡秋穂線 
(61 号) 

小郡上郷 
騒音(昼) － － － 71 － 

対象外 
騒音(夜) － － － 64 － 

一般国道 
9 号 

朝田 
騒音(昼) － － － 66 － 

Ｃ 
騒音(夜) － － － 57 － 

一 般 県 道 
山口防府線 
（21 号） 

上小鯖 
騒音(昼) － － － 68 － 

対象外 
騒音(夜) － － － 60 － 

阿知須宇部線 陶 
騒音(昼) － － － － 69 

B 
騒音(夜) － － － － 65 

阿知須宇部線 小郡前田町2 
騒音(昼) － － － － 63 

C 
騒音(夜) － － － － 54 

江崎陶線 嘉川 
騒音(昼) － － － － 69 

対象外 
騒音(夜) － － － － 62 

香山園公園線 木町1 
騒音(昼) － － － － 56 

A 
騒音(夜) － － － － 45 

善和阿知須線 阿知須 
騒音(昼) － － － － 69 

対象外 
騒音(夜) － － － － 61 

江崎陶線 陶 
騒音(昼) － － － － 69 

B 
騒音(夜) － － － － 65 

大海秋穂二島線 秋穂二島 
騒音(昼) － － － － 70 

対象外 
騒音(夜) － － － － 64 

新山口停車場 
上郷線 

小郡下郷 
騒音(昼) － － － － 65 

B 
騒音(夜) － － － － 58 

資料：令和5 年版山口県環境白書参考資料集 

※「騒音」は、デシベル（dB）                           

※「類型(区域)」欄における「対象外」は都市計画区域外であることを示す。 
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●環境基本法に定める騒音に係る環境基準（平成１０年９月３０日環境省告示第６４号） 

        時間区分 

地域の区分 

昼 間 

（6:00～22:00） 

夜 間 

（22:00～6:00） 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60dB 以下 55dB 以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域
及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 

65dB 以下 60dB 以下 

 

●幹線交通を担う道路に近接する空間に係る基準値の特例 

昼 間 夜 間 

70dB 以下 65dB 以下 

 

●騒音規制法に定める自動車騒音の限度（平成１２年３月２日総理府令第１５号） 

         時間区分 

区域の類型 

昼 間 

（6:00～22:00） 

夜 間 

（22:00～6:00） 

ａ区域及びｂ区域のうち１車線を有する道路に面する区域 65dB 55dB 

ａ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域 70dB 65dB 

ｂ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域
及びｃ区域のうち車線を有する道路に面する区域 

75dB 70dB 

 

●幹線交通を担う道路に近接する区域に係る限度の特例  

昼 間 夜 間 

75dB 以下 70dB 以下 

※ 幹線交通を担う道路に近接する空間及び区域とは、２車線以下の車線を有する道路の場合は道路の敷地の

境界線から１５ｍ、２車線を超える車線を有する道路の場合は道路の敷地の境界線から２０ｍまでの範囲をいう。 
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資料編 

 

Ⅰ 山口市の概要 

地域の特性 

位置 

山口市は、山口県の中央部に位置しており、南は瀬戸内海に面し、東は防府市、周南市、西は美祢市、宇部市、北は萩

市、更に島根県津和野町、吉賀町に接し、東西に 46.3ｋｍ、南北に 59.7ｋｍの広がりをもち、面積 1,023.23ｋ㎡を有してい

ます。 

 

市域の移りかわり 

平成17年10月1日、山口市、小郡町、秋穂町、阿知須町、徳地町の合併により新「山口市」が誕生し、更に平成22年 

1月16日に阿東町と合併しました。 

 

都市機能 

 本市は、県庁所在都市であり、行政・教育・文化の中心的役割を果たしています。県庁や国の行政機関、山口大学等の

高等教育機関、山口情報芸術センターをはじめとする文化施設が集積しています。また、総合病院や福祉施設、大型商業

施設の立地により、日常生活面においても近隣市町との結びつきが深く、広域・高速交通網が東西南北に走り、県内の主

要都市に１時間以内で移動できるとともに、高速自動車道や山陽新幹線、山口宇部空港といった高速交通網との接続の便

もよく、広域交流拠点としての優位性が備わっています。 

 

人口構造（令和5年度山口市の統計 住民基本台帳人口令和6年3月31日現在） 

 本市の人口は、186,088人となっており、前年と比較すると、1,586人の減少となっています。 世帯数は、90,687世帯と

なっており、前年と比較すると、161世帯の増加となっています。 

 

産業構造 

 本市の産業構造を市内総生産の産業別にみると、サービス業、卸売・小売業、運輸・通信業を中心とした第３次産業が

主要産業となっています。また、県庁所在都市であることや、国の出先機関が立地していることから、行政サービス生産者

の割合が高いのも特徴です。 

  

自然環境 

地形 

 北部の山地から、山口地域は椹野川が、徳地地域は佐波川が、盆地、南部の臨海平野を経て瀬戸内海に流れ込んでお

り、阿東地域は阿武川が「名勝長門峡」を経て、萩市から日本海に注いでいます。 また、秋穂地域は瀬戸内海に突出した

半島状をしており、阿知須地域には 2.86ｋ㎡の面積を持つきらら浜（阿知須干拓地）が広がっています。 

 

気象 

 南北に細長い地形のため、北～中部の盆地地域と南部の海岸地域では若干気候が異なりますが、全域において温暖で

す。 

山口県内各地の観測データと山口市（山口特別地域気象観測所）を比較してみると、梅雨期の降水量が多く、冬季（特

に 1～2 月）の気温が低いことから、寒暖の差が大きく、降雨量が多いという盆地の典型的な内陸性気候といえます。 

また、北部に位置する徳地地域、阿東地域の山間部では冬季の気温が低く、積雪量も多くなっています。 

一方、南部地域では山間部に比べて、冬季の気温が高く、降水量が少ない瀬戸内型の気候となっています。 
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Ⅱ 組織と事務分掌（令和5年4月1日） 

［組織］ 

環境部    １３１（9） 政策管理室   ２（１） ※（）内は兼務

環境政策課   ６（２） 総務担当　　　　（２）

政策管理室（兼）総務担当　　２

環境共生担当　　　３

地域脱炭素推進室　　３

環境衛生課　10 衛生調整担当　　　５

南部衛生担当　　　４

資源循環推進課　9 廃棄物対策担当　 ４

リサイクル担当      ３

リサイクルプラザ　　 １

環境施設課   ２０（１） 施設調整担当　　  ８

施設整備担当　　　１１

清掃事務所　　８２（５） 管理担当　　　　　　３

所長（兼）センター所長
１

施設担当　　　　　　６（４）

収集指導担当　　　８

業務第一担当　　　1４

業務第二担当　　　1４

業務第三担当　　　1５

業務第四担当　　　1７

阿知須清掃センター　４（１）

所長（兼）センター所長　　１

　課長（兼）清掃工場長　１

部次長（兼）室長　　１部 長　　　　　　　１
部次長　　　　　　１

阿知須清掃センター
（兼）施設担当　４
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［事務分掌］ 

（１）政策管理室 

ア 部の重要施策、基本計画等の策定及び調整に関すること。 

イ 部の予算編成及び執行の調整に関すること。 

ウ 部の人事等の統括及び調整に関すること。 

エ 部の組織及び定数についての調整及び管理に関すること。 

オ 部内の情報公開事務及び個人情報保護事務の連絡調整に関すること。 

カ 条例、規則、契約書その他の部の重要文書の審査に関すること。 

キ 特命事項及び行政の調査研究に関すること。 

ク 部内の連絡調整及び部内他課の主管に属さない事項に関すること。 

ケ 各部局及び議会との総合調整に関すること 

 

（２）環境政策課 

ア 環境保全に関する企画及び総合調整に関すること。 

イ 自然環境の保護に関すること。 

ウ 一般廃棄物最終処分施設の整備に関すること。 

エ 地球温暖化対策の推進に関すること。 

オ 地域脱炭素の推進に係る企画及び総合調整に関すること 

カ 環境認証制度に関すること。 

キ 各総合支所との連絡及び調整に関すること。 

 

（３）環境衛生課 

ア 公害対策に関すること。 

イ 専用水道に関すること。  

ウ 環境衛生に関すること。 

エ 狂犬病予防に関すること。 

オ 市長の権限に属する事務の一部を上下水道事業管理者に委任する規則第２条ただし書きの規定により指定す

る事務に関すること。 

カ 飲料水供給施設等の飲用水施策の総括に関すること。 

キ 山口県の事務処理の特例に関する条例による浄化槽に関する事務のうち、同条例別表第11 号の 3 ニからト

まで、カからソまで及びラからノまでに規定する事務に関すること。 

ク 各総合支所との連絡及び調整に関すること。 

 

（４）資源循環推進課 

ア 一般廃棄物の統括に関すること。 

イ 一般廃棄物の処理計画に関すること。 

ウ 一般廃棄物の減量に関すること。 

エ 一般廃棄物の再資源化に関すること。 

オ 指定収集袋に関すること。 

カ 一般廃棄物処理業及び浄化槽清掃業の許可に関すること。 

キ リサイクルプラザに関すること。 

ク 各総合支所との連絡及び調整に関すること。 

 

（５）環境施設課 

   ア 清掃工場の整備計画、運転及び維持管理に関すること 

イ 不燃物中間処理センターの整備計画、運転及び維持管理に関すること。 

ウ し尿処理場の整備計画、運転及び維持管理に関すること。 

エ 一般廃棄物最終処分場の維持管理に関すること。 

 

（６）清掃事務所 

ア 一般廃棄物の収集、運搬及び処分に関すること。 

イ 阿知須清掃センター及び阿東クリーンセンターに関すること。 
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Ⅲ 環境施設の紹介 

焼却施設 

 

  

山口市清掃工場 

所 在 地  山口市大内御堀４９６番地 

敷 地 面 積  １６,４８７㎡ 

建 築 面 積 
 

・工場棟  ３,６５３㎡ 

・管理棟  １,２２５㎡ 

事 業 費 

(財源内訳） 

 

・ごみ焼却施設  １２,５１２,２５３千円 

（国庫補助金     ９８９,８０１千円） 

（起     債    ９,９５５,３００千円） 

（一 般 財 源    １,５６７,１５２千円） 

・粗大ごみ処理施設   １２３,６００千円 

（国庫補助金  ３０,９００千円） 

（起     債  ８７,９００千円） 

（一 般 財 源   ４,８００千円） 

工 期  平成７年６月～平成１０年３月 

供 用 開 始  平成１０年４月１日 

処 理 能 力  ２２０ｔ／２４ｈ(１１０ｔ/２４ｈ×２基) 

焼却炉の形式  連続燃焼式機械炉 

破 砕 機 

 

その他 

工事名称 

建築面積 

工事費 

（財源内訳） 

 

 

工事期間 

 

工事名称 

建築面積 

工事費 

（財源内訳） 

 

 

工事期間 

発電出力 

 

処理能力１０ｔ／５ｈ、油圧式 

 

 

清掃工場灰出施設設備改造工事 

灰出設備棟 ８３㎡ 

３５５，９５０千円 

（県費補助金 ６１，３９８千円） 

（起債 ２７２，２００千円） 

（一般財源 ２２，３５２千円） 

平成13 年度 

 

・山口市清掃工場基幹的設備改良工事 

余熱利用設備棟 ３５７㎡ 

４，８３８，４００千円 

（国庫補助金 １，７９８，２００千円） 

（起債 １，８８０，７００千円） 

（一般財源 １，１５９，５００千円） 

平成２８年度～令和元年度 

１，９００ｋＷから３，６００ｋＷへ増強 
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中間処理施設 

 

  

山口市不燃物中間処理センター 

所 在 地  山口市宮野下１１７８２番地１ 

敷 地 面 積  ３０,４７５㎡ 

建 築 面 積  ４,０６８㎡ 

事 業 費 

（財源内訳） 
 

マテリアルリサイクル施設  ２,２７７,１０６千円 

（国庫補助金    ７１１,１４７千円）  

（起     債   １,５３３,６００千円） 

（一 般 財 源     ３２,３５９千円） 

工 期  平成１８年８月～平成２０年５月 

供 用 開 始  平成２０年６月 

処 理 能 力 

 

 

処 理 方 式 

 

・不燃ごみ    ４０ｔ／５ｈ 

・不燃性粗大ごみ  ５ｔ／５ｈ 

・可燃性粗大ごみ  ５ｔ／５ｈ 

一次破砕機で大まかに破砕。次に、二次破砕機で、たたき・砕き・切断してさらに細かくし、破砕不燃

物、破砕可燃物、資源化物に選別 
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リサイクル施設 

山口市リサイクルプラザ 

所 在 地  山口市大内御堀10４８９番地８ 

敷 地 面 積  １７,０３７.２８㎡ 

建 築 面 積 

 

２,９１３.３７㎡ 

（缶・びんストックヤード  ３３２㎡） 

（ペットボトル・プラスチック製容器包装・古紙ストックヤード １，５００㎡） 

 

事 業 費 

(財源内訳） 

 

 

・リサイクルプラザ本体、缶・びんストックヤード 

 ６０４,２８８千円 

（国庫補助金  １５０,０００千円） 

（起     債  ４３９,１００千円） 

（一 般 財 源    １５,１８８千円） 

・ペットボトル・プラスチック製容器包装・古紙ストックヤード 

１９３,５００千円 

（国庫補助金   ４４,１００千円） 

（起     債  １１２,４００千円） 

（一 般 財 源   ３７,０００千円） 

・プラスチック製容器包装圧縮梱包設備  

 ８５,３７６千円 

（起     債  ８５,０００千円） 

（一 般 財 源     ３７６千円） 

プラスチック製容器包装破袋設備   

１４，７００千円 

（一 般 財 源  １４,７００千円） 

・ペットボトル圧縮設備更新（Ｒ１） 

１３，０９０千円 

（国庫補助金 ４，１８０千円） 

（起    債 ７，９００千円） 

（一 般 財 源 １，０１０千円） 

工 期  ・リサイクルプラザ本体、缶・びんストックヤード     平成７年１２月～平成８年１２月 

・ペットボトル・プラ容器・古紙ストックヤード       平成１１年６月～平成１１年１２月 

・プラスチック製容器包装圧縮梱包設備        平成１３年２月～平成１３年６月 

・プラスチック製容器包装破袋設備           平成２０年１０月～平成２０年１２月 

・ペットボトル圧縮設備                   令和元年１１月～令和２年３月 

供 用 開 始  平成９年１月 

処 理 能 力 

 

 

 

処 理 方 式 

 

１.１ｔ／１ｈ(缶) 

０.３ｔ／１ｈ(ペットボトル) 

２.５ｔ／１ｈ(プラスチック製容器包装) 

 

・缶 磁選機、アルミ選別機による選別を行い、アルミ・スチールそれぞれをプレス機によって圧縮減

容し、資源として搬出 

・びん 色別に回収し、ストックヤードに保管し、資源として搬出 

・ペットボトル 圧縮減容機によって圧縮成形して保管し、資源として搬出 

・古紙 排出時に新聞・雑誌・ダンボール・紙製容器包装・紙パックに分けてストックヤードに保管し、

資源として搬出 

・プラスチック製容器包装 圧縮梱包機によって圧縮成形して保管し、資源として搬出 
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金属小型家電選別ストックヤード 

所 在 地  山口市大内御堀10４８９番地８ 

敷 地 面 積  山口市リサイクルプラザ敷地内 

建 築 面 積  350.00 ㎡ 

事 業 費 

(財源内訳） 
 

110,669 千円 

（国庫補助金36,841 千円） 

(起債（一般廃棄物処理事業）66,300 千円) 

(一般財源7,528 千円） 

工 期  令和3 年8 月～令和4 年3 月 

供 用 開 始 
 令和４年４月 

 

資源物ステーション 

山口市周布町（すふちょう）資源物ステーション 

所 在 地  山口市周布町２番１号 

敷 地 面 積  
１,２６５.７４㎡ 

【拡張後】２,８７７.９２㎡ 

建 築 面 積  
８０.２１㎡ 

【拡張後】２５１.３３㎡ 

事  業  費 

(財源内訳) 
 

１５,８５０千円 

（一般財源１５，８５０千円） 

【拡張工事】３４，０２７千円 

（国庫補助金 ３４,０２７千円） 

工 期  
平成１７年４月 ～ ６月 

【拡張工事】平成２５年１２月 ～ 平成２６年３月 

供 用 開 始  平成１７年７月 

 

山口市小郡（おごおり）総合支所資源物ステーション 

所 在 地  山口市小郡下郷６０９番地３ 

敷 地 面 積  
９２７.８３㎡ 

【移転後】１,２９７.９９㎡ 

建 築 面 積  
８０.２１㎡ 

【移転後】９６.２６㎡ 

事  業  費 

(財源内訳) 

 

５,４６０千円 

（起債（合併特例債）  ５,２００千円） 

（一般財源         ２６０千円） 

【移転後】３１,８４２千円 

（起  債        ２３,８００千円） 

（一般財源        ８,０４２千円） 

工   期  
平成１８年１２月 ～平成１９年３月 

【移転後】令和２年１０月 ～令和３年１０月 

供 用 開 始 
 

平成１９年 ３月 

【移転後】令和３年１１月 

移    転 

 

平成 29 年 11 月 10 日、山口市小郡地域交流センター建設工事に伴い、小郡総合支所仮設資源

物ステーションを山口市小郡下郷６０９番地１から移転整備 

令和 3 年 11 月 15 日、山口市小郡地域交流センター建設工事の完了に伴い、小郡総合支所資源

物ステーションを山口市小郡下郷６０９番地４から移転整備 
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山口市秋穂（あいお）総合支所資源物ステーション 

所在地  山口市秋穂東６５７０番地 

敷地面積  －（総合支所公用車駐車場に設置） 

建築面積  ９８.３３㎡（既設公用車駐車場改造） 

事業費 

(財源内訳)  

２,８８８千円 

（起債（合併特例債）  ２,７００千円） 

（一般財源  １８８千円） 

工期  平成１９年１月～平成１９年３月 

供用開始  平成１９年３月 

 

山口市徳地（とくぢ）総合支所資源物ステーション 

所 在 地  山口市徳地堀１５７１番地１ 

敷 地 面 積  －（総合支所前庭駐車場に設置） 

建 築 面 積  ８０.２１㎡ 

事 業 費 

(財源内訳)  

〔移転後〕８７,０９０千円 

（起債（合併特例債）  ８６,８００千円） 

（一般財源          ２９０千円） 

工 期  令和2 年7 月～令和4 年11 月 

供 用 開 始  令和４年１１月 

 

山口市阿知須（あじす）総合支所資源物ステーション 

所 在 地  山口市阿知須２７５１番地 

敷 地 面 積  －（阿知須体育センター裏に設置） 

建 築 面 積  ８０.２２㎡ 

事 業 費 

(財源内訳)  

１０，４８２千円 

（起債（合併特例債）  ９，９００千円） 

（一般財源        ５８２千円） 

工 期  平成２８年６月～平成２８年９月 

供 用 開 始  平成２８年１０月 

 

山口市阿東（あとう）総合支所資源物ステーション 

所 在 地  山口市阿東徳佐中３４１７番地２ 

敷 地 面 積  －（総合支所前庭駐車場に設置） 

建 築 面 積  ７８.９㎡ 

事 業 費 

(財源内訳)  

１３，７２２千円 

（起債（合併特例債）  １３，７００千円） 

（一般財源        ２２千円） 

工 期  平成２８年３月～平成２８年６月 

供 用 開 始  平成２８年７月 
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山口市阿知須（あじす）清掃センター 

所 在 地  山口市阿知須５８１９番地 

敷 地 面 積  ８,６４０㎡ 

建 築 面 積 

 

９３１.０６㎡ 

（ストックヤード№１  １３４.５０㎡） 

（ストックヤード№２  ２７３.８０㎡） 

延 床 面 積  ６５３.６２㎡(ストックヤードを除く) 

供 用 開 始 

 

昭和６０年１２月 

・ストックヤード№１  平成９年６月 

（缶、びん） 

・ストックヤード№２  平成１４年１２月 

（その他プラ、紙製容器包装、古紙） 

 

山口市阿東（あとう）クリーンセンター 

所 在 地  山口市阿東生雲東分１１１１９番地 

敷 地 面 積  １０,０００㎡ 

建 築 面 積 

 

４８０㎡ 

・屋内ストックヤード  ３００㎡ 

・屋外ストックヤード  ８０㎡ 

・管理棟         １００㎡ 

工   期  平成１１年８月 ～ 平成１２年３月 

供 用 開 始  平成１２年４月 

事 業 費 

(財源内訳） 
 

１２１,８００千円 

（国庫補助金  １７,３０４千円） 

（起 債  ４９,３００千円） 

（一 般 財 源  ５５,１９６千円） 

処 理 能 力  缶類選別・圧縮機  ４８０㎏／ｈ 

 

山口市徳地（とくぢ）ストックヤード 

所 在 地  山口市徳地船路３１４６番地 

敷 地 面 積  ６,４４６.７０㎡ 

建 築 面 積  ３４０.２５㎡ 

事  業  費 

(財源内訳) 
 

３４,４３１千円 

（一般財源  ３４,４３１千円） 

工 期  平成１８年３月 ～ 平成１８年６月 

供 用 開 始  平成１８年８月 
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し尿処理施設 

山口市環境センター 

所 在 地  山口市小郡上郷１２２００番地 

敷 地 面 積  ２０,８００㎡ 

建 築 面 積 

 

４,４２６.６５６㎡ 

管理棟     ５８７.２４ ㎡ 

処理槽棟  ３,６５９.４１６㎡ 

車庫棟     １８０.００ ㎡ 

事 業 費 

(財源内訳) 
 

し尿処理施設  ２,２２３,８２３千円 

（国庫補助金    ６０９,５０５千円） 

（起 債  １,３７２,１００千円） 

（一 般 財 源    ２４２,２１８千円） 

工 期  昭和５４年１２月～昭和５６年９月 

供 用 開 始  昭和５６年１０月（共同処理開始：平成２８年４月） 

処 理 能 力  ５２５㎥/日（圧送能力） 

処 理 方 式  前処理＋下水道施設圧送 

そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹的設備工事（国庫補助事業） 

・平成９年度前処理機及び脱臭設備の更新  ８１９,２８３千円 

（国庫補助金  ２６７,０９９千円） 

（起 債  ４６９,３００千円） 

（一 般 財 源   ８２,８８４千円） 

汚水処理施設共同整備事業 

・平成２７年度処理施設の改修及び圧送施設の新設  ２０９,０４０千円 

（起 債  １９３,７００千円） 

（一 般 財 源   １５,３４０千円） 
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最終処分場 

山口市大浦（おおら）一般廃棄物最終処分場 

所 在 地  山口市江崎１２７９番地２ 

総 面 積  ９１,０００㎡ 

事 業 費 

(財源内訳） 
 

２,６３６,５５２千円（平成２６年度～２８年度） 

（国庫補助金    ６５６,６１８千円） 

（起 債  １,５５６,２００千円） 

（一 般 財 源    ４２３,７３４千円） 

工     期  平成２６年９月～平成２９年３月 

供 用 開 始  平成２９年４月 

施 設 構 成 

 

埋 立 面 積  ３,６００㎡ 

埋 立 容 積  ２８,０００㎥ 

埋立対象物  不燃物破砕残渣 

埋 立 方 式  準好気性埋立(サンドイッチ方式)  

浸出水処理施設 

 

処 理 能 力  ５㎥／日 

処 理 方 式  生物処理＋凝集沈殿処理 

主 要 設 備  流量調整設備、生物処理設備、 

凝集沈殿処理設備、高度処理設備、 

消毒・放流設備、汚泥処理設備 

 

山口市大浦（おおら）一般廃棄物最終処分場の特徴・仕組み 

 大浦一般廃棄物最終処分場は、環境にやさしく周辺の景観に溶け込んだ市内初のクローズド型の埋立処分場です。

埋立地の周囲を屋根や壁で覆っているので雨や風などの自然現象の影響を受けず、鳥や虫といった小動物・昆虫等の

飛来を防ぐことができます。 

大浦一般廃棄物最終処分場には、市内で排出された不燃物を山口市不燃物中間処理センターで処理した「破砕残

渣」のみが搬入されます。 埋立処分施設の埋立容量は、２８，０００㎥で１５年間の埋立を予定しています。埋立施設

は側面が１１０センチ、底が１５０センチの厚さのコンクリートでできており、底面の遮水シートは２重でその間に「自己修復

マット」を設置し漏水対策を施しています。 

 埋立が進むと、計画的に土で覆っていく作業（覆土）

や、水をかける作業（散水）を行い、ごみの汚れの分解

を進めていきます。 

 散水した水は、全て水処理施設に集め、前処理（流

入調整）、生物処理、凝集沈殿処理、高度処理、消毒

処理の工程を経て確実に安全な状態にした上で、場外

に放流します。 

何よりも安全・安心が重要ですので、国の省令に基

づき、放流水について、毎月６項目の水質検査、また、

年１回は、全４４項目の水質検査を行っています。 

 この施設を長く大切に使用するためには、市民の皆様

一人ひとりが、ごみの減量、資源化に取り組むことが重

要です。 
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山口市鍛治畑（かじばた）不燃物埋立処分場 

所 在 地  山口市小郡上郷１０５９６番地５５ 

総 面 積  ３３,８００㎡ 

事 業 費 

(財源内訳） 
 

７０５,０００千円 

（国庫補助金  １０７,７３２千円） 

（起 債  ４７７,６００千円） 

（一 般 財 源  １１９,６６８千円） 

工     期  昭和６３年７月～平成２年２月 

供 用 開 始  平成２年４月 

施 設 構 成 

 

埋 立 面 積  １７,９００㎡ 

埋 立 容 積  ６６,０００㎥ 

埋立対象物  処理困難物、焼却残渣等 

埋 立 方 式  準好気性埋立(サンドイッチ方式) 

浸出水処理施設 

 

処 理 能 力  ９０㎥／日(最大３５０㎥／日) 

処 理 方 式  生物処理＋凝集沈殿処理 

主 要 設 備  流量調整槽設備、回転円盤設備、凝集沈殿処理設備、消毒設備、 

汚泥処理設備 

 

山口市青江（あおえ）一般廃棄物最終処分場 

所 在 地  山口市秋穂東３４６５番地先 

総 面 積  ４６,４４１㎡ 

竣 工  昭和４９年４月 

供 用 開 始  昭和４９年 

施 設 構 成 

 

埋 立 面 積   ４６,４４１㎡ 

埋 立 容 積  ２２５,５０５㎥ 

埋立対象物  安定品目（ガレキ類・陶磁器くず・ 

ガラスくず） 

埋 立 方 式  覆土埋立方式 

 

山口市岡山（おかやま）最終処分場 

所 在 地  山口市阿知須１０６４９番地４３ 

総 面 積  １２,６００㎡ 

竣 工  昭和４１年 

供 用 開 始  昭和４２年 

施 設 構 成 

 

埋 立 面 積  １,６３０㎡ 

埋 立 容 積  ４,６１４㎥ 

埋立対象物  安定品目（ガレキ類・陶磁器くず・ 

ガラスくず） 

埋 立 方 式  覆土埋立方式 
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山口市阿東（あとう）一般廃棄物最終処分場 

所 在 地  山口市阿東蔵目喜10８６７番地 

総 面 積  ２２,０００㎡ 

事 業 費 

(財源内訳） 
 

７９２,２７０千円 

（国庫補助金  １６７,４６０千円） 

（起 債  ５８２,０００千円） 

（一 般 財 源   ４２,８１０千円） 

工   期  平成９年８月～平成１２年３月 

供 用 開 始  平成１２年４月 

施 設 構 成 

 

埋 立 面 積   ６,５００㎡ 

埋 立 容 積  ２６,０００㎥ 

埋立対象物  処理困難物、焼却残渣等 

埋 立 方 式  準好気性埋立(セル方式) 

浸出水処理施設 

 

処 理 能 力  ３０㎥／日 

処 理 方 式  生物処理＋凝集沈殿処理＋高度処理＋消毒処理 

主 要 設 備  流量調整槽設備、回転円盤設備、凝集沈殿処理設備、消毒設備、 

汚泥処理設備 
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Ⅳ 公共施設における再生可能エネルギー設備等の導入 

（令和６年３月３１日現在） 

 

●太陽光発電システム ●太陽光発電システム

〇総合支所 小郡総合支所 45.2kW 〇公園 折本公園（外灯） 23W×1灯

徳地総合支所（外灯） 43W×1灯 桜畠公園（時計）
22W×3基
蓄電池容量　40Ah

徳地総合支所 11.84kW 宮野三ノ宮公園（外灯） 43W×1灯

〇地域交流 仁保地域交流センター 10kW 寺内公園（外灯） 23W×1灯

　　センター
宮野域交流センター 10kW 稲葉公園（外灯） 23W×1灯

平川地域交流センター 20.77kW 北稲葉公園（外灯） 43W×1灯

大歳地域交流センター
6.36kW
20.77kW

上東第２公園（時計）
0.45W
蓄電池容量 1.2Ah

大歳地域交流センター（ハイブリッド外灯）
太陽光92W
風力72W

古曽公園（外灯） 23W×1灯

陶地域交流センター 10kW 大芝公園（外灯） 23W×1灯

鋳銭司地域交流センター 10kW 大塚公園（外灯） 23W×1灯

二島地域交流センター 10kW 上矢原第１公園（時計）
22W
蓄電池容量 40Ah

嘉川地域交流センター 10kW 上矢原第２公園（時計）
0.45W
蓄電池容量 1.2Ah

佐山地域交流センター 10kW 坂東公園（外灯） 43W×1灯

小郡地域交流センター 10kW 陶中央公園（外灯） 43W×2灯

阿知須地域交流センター 35.3kW 赤坂公園（外灯） 43W×1灯

〇保育園 山口保育園 5.9kW 河原谷公園（時計）
3.6W
蓄電池容量 1Ah

〇小学校 大内小学校（屋内運動場） 10kW 平成公園(時計）
40W×8基
蓄電池容量　42Ah

宮野小学校（屋内運動場） 10kW 大江公園（外灯） 43W×1灯

大歳小学校（屋内運動場） 10kW 高砂公園（外灯） 23W×2灯

名田島小学校（校舎） 10kW 花園公園（外灯） 43W×1灯

佐山小学校（校舎） 10kW 緑公園（外灯） 23W×1灯

秋穂小学校（校舎） 10kW 草山公園（外灯） 43W×1灯

井関小学校（校舎）
5kW×2基
126W

〇市営アパート 中園町市営アパート（外灯）
171W×9基
9.7W×23基

〇中学校 大殿中学校（校舎） 10kW 矢原市営アパートＡ棟、Ｂ棟（外灯） 171W×23基

白石中学校（校舎） 10kW 錦町市営アパートＡ棟、Ｂ棟（外灯） 171W×8基

湯田中学校（屋内運動場） 10kW 三和町第５市営アパートＡ棟（外灯） 171W×4基

仁保中学校（屋内運動場） 10kW 三和町第６市営アパートＢ棟（外灯） 171W×2基

大内中学校（校舎） 10kW ●蓄電池システム

潟上中学校（屋内運動場） 10kW 〇総合支所 小郡総合支所 9.8kWh×1台

小郡中学校（校舎） 10kW×2基 徳地総合支所 16.2kWh×1台

阿知須中学校（屋内運動場） 10kW 〇地域交流 平川地域交流センター 9.8ｋWh×１台

〇コミュニティ
　　活動施設

島地温泉ふれあいセンター 5kW
　　センター

大歳地域交流センター
7.2ｋWh×１台
9.8ｋWh×１台

〇文化・芸術
　　　　施設

山口情報芸術センター（外灯）
13W×14基
18W×3基

阿知須地域交流センター 9.8kWh×1台

〇図書館 小郡図書館 10kW ●風力発電システム

〇産業・観光
　　　　施設

錦の御旗製作所跡ポケットパーク（外灯） 65W×2基 〇小学校 井関小学校 300W×2基

新山口駅北口駅前広場(東側ロータリー） 20kW 〇環境施設 リサイクルプラザ駐車場 5kw×１基

新山口駅北口駅前広場（西側ロータリー） 20kW ●一般廃棄物発電

〇環境施設 不燃物中間処理センター 28.4kW 〇環境施設 清掃工場 3600kW

大浦一般廃棄物最終処分場 10kW ●一般廃棄物焼却熱利用

大浦一般廃棄物最終処分場（ハイブリッド外灯）
太陽光92W
風力72W

〇環境施設 清掃工場（リサイクルプラザ浴場） －

〇公園 香山公園（時計、外灯）
43W×4灯
23W×1灯

●下水汚泥利用発電

東山公園（外灯） 23W×1灯 〇下水道施設 山口浄化センター（消化ガス発電） 60kW×5基

亀山公園（外灯）
43W×1灯
23W×1灯

●バイオマス熱利用

今市公園（外灯） 23W×1灯 〇総合支所 秋穂総合支所（木質ペレットボイラー） 2台

木戸公園（外灯） 43W×2灯 阿東総合支所（木質ペレットボイラー） 1台

高田公園（外灯） 23W×2灯
〇地域交流
　　センター

阿東地域交流センター篠生分館
（木質ペレットストーブ）

1台

富田原公園（外灯） 43W×1灯 〇小学校 徳佐小学校（木質ペレットボイラー） 床暖房

下市公園（外灯） 23W×1灯 徳佐小学校（木質ペレットストーブ） 15台

小鯖1011公園（外灯） 23W×1灯
〇高齢者等
　　支援施設

阿東老人ホーム（木質ペレットストーブ） 1台

御堀公園（外灯） 23W×1灯 〇図書館 阿東図書館（木質ペレットボイラー） 1台

氷上公園（外灯） 23W×1灯 〇産業・観光 願成就温泉センター （木質ペレットストーブ） 1台

茅野神田公園（外灯） 23W×1灯
　　　　施設

願成就温泉センター(木質チップボイラー) 1台

河原公園（外灯） 23W×1灯 十種ヶ峰ウッドパーク（木質ペレットストーブ） 1台

上恋路公園（外灯） 43W×2灯 〇環境施設 リサイクルプラザ（木質ペレットストーブ） 1台

３灯
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 対前年度比

収集人口(人)　
※１ 191,675 190,659 189,814 188,891 187,726 ▲ 0.6

直 営 29,695 29,319 28,598 28,145 26,979 ▲ 4.1

委 託 2,875 2,843 2,783 2,581 2,408 ▲ 6.7

持 込 1,960 2,142 2,267 1,904 2,406 26.4

小計 34,530 34,304 33,648 32,630 31,793 ▲ 2.6

事   業   系   持   込 25,380 23,816 24,158 24,374 24,019 ▲ 1.5

①  可    燃        計 59,910 58,120 57,806 57,004 55,812 ▲ 2.1

(6,496) (6,556) (6,672) (6,609) (6,345) ▲ 4.0

直 営 0 0 0 0 0

委 託 2,724 3,157 2,688 1,542 1,438 ▲ 6.7

持 込 1,501 1,296 1,577 1,017 955 ▲ 6.1

小計 4,225 4,453 4,265 2,559 2,393 ▲ 6.5

事   業   系   持   込 814 633 778 727 582 ▲ 19.9

③  不    燃　　    計 5,039 5,086 5,043 3,286 2,975 ▲ 9.5

(1,657) (1,945) (1,680) (225) (217) ▲ 0.4

直 営 0 0

委 託 1,101 1,054 ▲ 4.3

持 込 71 72 1.4

小計 1,172 1,126 ▲ 3.9

事   業   系   持   込 21 20 ▲ 4.8

(1,382) (1,653) (1,145) 1193 1,146 ▲ 3.9

(1,181) (1,146) ▲ 3.0

ス チ ー ル 127 127 126 113 104 ▲ 8.0

ア ル ミ 230 277 272 239 255 6.7

小計 357 404 398 352 359 2.0

無 色 680 636 590 578 597 3.3

茶 色 700 608 554 602 618 2.7

そ の 他 327 318 311 277 299 7.9

小計 1,707 1,562 1,455 1,457 1,514 3.9

新 聞 1,478 1,280 1,275 1,131 996 ▲ 11.9

雑 が み 1,544 1,493 1,414 1,314 1,264 ▲ 3.8

ダ ン ボ ー ル 1,002 1,104 1,106 1,091 1,045 ▲ 4.2

紙 パ ッ ク 他 23 26 26 24 25 4.2

紙製容器包装 237 209 223 216 222 2.8

小計 4,284 4,112 4,044 3,776 3,552 ▲ 5.9

ペ ッ ト ボ ト ル 425 432 456 462 449 ▲ 2.8

プラ製容器包装 1,522 1,575 1,593 1,571 1,527 ▲ 2.8

小計 1,947 2,007 2,049 2,033 1,976 ▲ 1.9

145 165 158 154 151 7.4

27 29 20 27 29 ▲ 2.8

⑦ 資 源 物 計 8,467 8,279 8,124 7,799 7,581 ▲ 2.3

⑧ 金　　属　　類

⑨ 有　害　ご　み 66 91 74 77 66 ▲ 14.3

⑩  ご　み　排　出　量　  計
（ ①＋③＋⑤＋⑦＋⑧+⑨）

73,482 71,576 71,047 69,359 67,580 ▲ 2.6

1,067 1,041 1,037 1,017 993 ▲ 2.4

991 982 973 965 未集計 未集計

918 901 890 880 未集計 未集計

ス チ ー ル 5 4 4 4 3 ▲ 25.0

ア ル ミ 41 33 32 29 28 ▲ 3.4

小計 46 37 36 33 31 ▲ 6.1

びん類 8 5 4 3 1 ▲ 66.7

新 聞 505 300 280 255 215 ▲ 15.7

雑 誌 254 219 199 189 175 ▲ 7.4

ダ ン ボ ー ル 280 261 243 230 209 ▲ 9.1

紙 パ ッ ク 6 5 5 5 5 0.0

小計 1,045 785 727 679 604 ▲ 11.0

金　　属 24 26 25 22 21 ▲ 4.5

古　　布 28 19 19 18 16 ▲ 11.1

⑪ 資 源 回 収 計 1,151 872 811 755 673 ▲ 10.9

⑫ごみ総排出量（⑩＋⑪） 74,633 72,448 71,858 70,114 68,253 ▲ 2.7

⑬サーマルリサイクル量（熱回収） 5,133 7,493 6,795 7,563 7,415 ▲ 2.0

22,970 25,236 24,156 24,209 23,443 ▲ 3.1

リサイクル率　　⑭/⑫*100 30.8 34.8 33.6 34.5 34.4 ▲ 0.1

リサイクル率　　山口県 32.7 33.0 32.5 未集計 未集計 未集計

リサイクル率　　　国 19.6 20.0 19.9 未集計 未集計 未集計

※１　10月1日時点人口（住基人口） ※２　焼却灰

※３　破砕鉄、破砕アルミ、灰を含む ※４　R3以前は不燃物に含まれているため、()は参考値

※５　金属くず、小型家電製品

資
源
物
（

家
庭
系
＋
事
業
系
）

その他

家
庭
系

不
燃
／
粗
大

家
庭
系

可
燃
ご
み

②（うちリサイクル量）※２

④（うちリサイクル量）※３

缶
類

び
ん
類

古
紙
類

プ
ラ
類

古　　　　布

使用済小型家電

金
属
／
小
型
家
電 ⑤ 金属・小型家電　計）※4

家
庭
系

⑥（うちリサイクル量）※5

⑭資源化　合計
（②＋④＋⑥＋⑦＋⑨＋⑪＋⑬）

１人１日排出量（ ｇ/人日）

１人１日排出量　山口県 

　 １人１日排出量　　　国　 　

資
源
回
収
（

集
団
回
収
）

缶
類

古
紙
類

 

Ⅴ 年度別ごみ量実績一覧 

年度別ごみ量実績一覧表（山口市全体）                        （単位：ｔ,％） 
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Ⅵ ごみ処理のあゆみ 

年 出来事 備考 

昭和49年 清掃工場整備（大内御堀） 旧山口市・小郡町・秋穂町 

昭和52年 清掃工場で旧阿東町のごみ処理を開始 旧阿東町 

昭和57年 菅内一般廃棄物最終処分場開始 旧山口市 

昭和60年 生ごみ処理容器の購入補助開始  

昭和62年 大内御堀清掃工場焼却炉増設 
旧山口市・小郡町・秋穂町、阿

東町 

平成3年 
神田一般廃棄物最終処分場供用開始  

ごみ減量化事業開始（つくし推進事業、紙パック回収）  

平成9年 

大内御堀リサイクルプラザ完成 旧山口市 

ストックヤード完成（阿知須清掃センター内） 旧阿知須町 

空き瓶、空き缶の分別収集開始  

平成10年 

燃やせるごみ指定袋制開始  

青江ストックヤード完成（青江一般廃棄物最終処分場地内） 旧秋穂町 

現清掃工場完成（大内御堀）  

平成12年 
ペットボトル、古紙の分別収集開始  

小郡資源物ストックヤード完成（鍛治畑不燃物埋立処分場地内） 旧小郡町 

平成13年 

プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別収集開始  

家電リサイクル法施行  

八坂ストックヤード完成 旧徳地町 

平成14年 紙パックの分別収集開始  

平成15年 パソコンリサイクル開始  

平成17年 

周布町資源物ステーション完成  

一市四町合併、山口市誕生  

燃やせるごみ処理の有料化開始  

平成18年 小郡総合支所、秋穂総合支所に資源物ステーション完成  

平成20年 不燃物中間処理センター完成（宮野）  

平成21年 徳地総合支所に資源物ステーション完成  

平成22年 阿東町と合併  

平成23年 防府市に委託していた徳地地域のごみ処理を山口市に移管  

平成24年 燃やせるごみの処理手数料を改定  

平成25年 宇部市に委託していた阿知須地域のごみ処理を山口市に移管  

平成26年 （仮称）大浦一般廃棄物最終処分場建設工事開始  

平成27年 
古布回収の実証実験開始 周布資源物ステーション 

パソコンの拠点回収開始  

平成28年 

大浦一般廃棄物最終処分場完成 山口市江崎 

阿知須総合支所に資源物ステーション完成 阿知須地域 

阿東総合支所に資源物ステーション完成 阿東地域 

山口環境センターで、し尿・浄化槽汚泥の共同処理開始  

平成29年 
小郡総合支所資源物ステーションを移転（令和3 年度解体）  

大浦一般廃棄物最終処分場供用開始  

令和元年 
ごみの処理手数料を改定 

山口市清掃工場基幹的設備改良工事完了（平成28 年度から） 
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年 出来事 備考 

令和２年 
小型充電式電池、モバイルバッテリー、ボタン電池、電子タバコ、

加熱式たばこ、使用済小型家電の拠点回収開始 

 

令和3年 

小郡総合支所資源物ステーションを移転 

金属・小型家電製品選別ストックヤード完成（リサイクルプラザ内） 

粗大ごみ戸別収集申込手続きのオンライン化実証事業実施 

 

令和４年 
徳地総合支所資源物ステーションを移設 

粗大ごみ戸別収集申込手続きのオンライン化本格運用開始 
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Ⅶ 小中学校 環境教育の状況 

《小学校》 

学校名 学  習  内  容 

大殿小学校 １年：アサガオ・チューリップ・ビオラの栽培、校区内での季節のもの見つけ、アサガオの押し花作り 

２年：野菜の栽培・収穫・持ち帰り(試食)（ミニトマト・キュウリ・ナス・サツマイモ・落花生・ピーマン・大根） 

３年：ホウセンカの栽培・チョウの飼育、大殿地区探検ゲンジボタルの生態調べ･新聞作り、ゲンジボ 

タルの飼育・放流に関わる活動 

４年：ヘチマの栽培、市清掃工場・市リサイクルプラザ・市浄水場見学、じん介収集車の見学、ゲンジ

ボタルの生態調べ・絵手紙の制作、ゲンジボタルの飼育・放流に関わる活動 

５年：メダカの飼育・観察、ゲンジボタルの飼育・放流に関わる活動、３Ｒの取り組みに関する調べ学習 

６年：ゲンジボタルの飼育・放流に関わる活動、一の坂川、校区内清掃活動 

全校：カワニナの採取、ホタルまつり、つくし活動、ボランティアタイム活動（月１回）、３・４年 ゲンジボ

タルの放流 

その他：リサイクル品の回収（ＪＲＣ委員会）、季節の花栽培（園芸委員会）、ＰＴＡ奉仕作業 

白石小学校 

 

令和５年度 

やまぐち  

エコリーダースクール  

認証校 

１年：アサガオの栽培・観察・つるでリース作り、地域（パークロード・亀山公園）の自然探検 

２年：ミニトマト・なす・オクラ・ピーマン・サツマイモ・大根・カブの栽培・収穫、地域の自然たんけん・町

たんけん 

３年：ほうせんかの栽培・観察、町たんけん 

４年：ヘチマの栽培・観察、社会科「ごみの処理と活用」「水はどこから」、総合「環境にやさしいまちづく

り」 

５年：社会科「環境を守るわたしたち」、理科「植物の発芽と成長」、家庭科「生活を支えるお金と物」  

６年：理科「地域と私たちのくらし」「地球に生きる」、国語「私たちにできること」SDGs について意見文、

学校内のボランティア清掃活動 

全校：つくし活動（アルミ缶・古紙回収）、エコリーダースクール認証としての取組（エコ目標作成・実践・

振り返り）、給食ごみの分別 

その他：環境委員会によるごみ拾い、園芸委員会による花の世話、朝のボランティア活動（6年生の朝

掃除）、ＰＴＡによるつくし活動、用紙の再利用、節電行動 

湯田小学校 １年：アサガオ・サツマイモ・チューリップの栽培、秋の木の実拾い 

２年：ミニトマト・ピーマン・ナスの栽培、ビオラの栽培 

３年：モンシロチョウの飼育、ホウセンカ・ヒマワリの栽培 

４年：ヘチマの栽培、市清掃工場、市リサイクルプラザ、市浄水場見学、不燃物中間処理センター見

学、環境学習（じん介収集車見学・分別体験）、環境について考えよう（スライド作り） 

５年：種籾まき・田植え・稲刈りの体験・わたしたちの生活と森林・環境を守るわたしたち 

６年：小中連携ＶＳ活動、卒業前奉仕作業 

全校：つくし活動（新聞紙、牛乳パックの回収） 

その他：緑化委員会（緑のカーテン、花の栽培）、給食委員会（食品ロス０の日）、支援学級（一人一野

菜） 

仁保小学校 
１年：アサガオの栽培・観察、学年花壇の野菜栽培・収穫・調理、季節花の栽培  

２年；季節花の栽培、ミニトマトなど野菜の栽培・収穫・調理  

３年：ヒマワリ・ホウセンカの栽培・観察、夏野菜の栽培・収穫・調理、蝶の飼育・観察 

４年：ヘチマ・ゴーヤの栽培・観察、市清掃工場・市リサイクルプラザの見学、環境学習 

５年：宿泊学習（徳地の自然），インゲンの栽培・観察，メダカの飼育・観察  

６年：西洋アサガオの栽培、野鳥観察、モリンガの栽培・収穫・調理 

１・２年：自然観察、木の実や枝の工作、ビオラの栽培 １～３年：田植え体験 ５・６年：味噌造り体験 

全校：さつまいもの栽培 

クラブ：環境委員会による校内美化、つくし活動、給食ごみの分別収集 

 

※やまぐちエコリーダースクール認証制度 

  環境問題やエネルギー・資源の問題について正しい理解を深め、山口の恵み豊かな環境を守るための主体的な行動がとれ

る児童生徒を育成するために、山口県において、平成１７年度から「やまぐちエコリーダースクール」認証制度を導入している。 
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学校名 学  習  内  容 

小鯖小学校 
１年：アサガオ、チューリップの栽培 サツマイモの栽培収穫、木の実や落ち葉を利用した工作、正田

山での自然体験 そらまめの皮むき 

２年：夏野菜の栽培・収穫、チューリップの栽培 グリンピースの皮むき 

３年：ホウセンカ、ヒマワリの栽培・観察、モンシロチョウの観察、地域探索、竹材学習、森林学習 

４年：ヘチマの栽培・観察、市リサイクルプラザの見学、ゴミの分別 

５年：稲作、メダカの観察、インゲン豆の生長観察 

６年：通学路の清掃（年１回） 

全校：花の栽培、縦割り班での草取り、つくし週間の設定（リサイクルできるものを回収） 

その他：花の栽培、管理（環境委員会） 

大内小学校 
１年：アサガオ・チューリップ・ビオラ・パンジーの栽培、落ち葉を使った工作 

２年：サツマイモの栽培、ミニトマトの栽培、季節ごとの町探検 

３年：学年花壇にヒマワリの栽培、モンシロチョウの飼育や観察、ヤゴの飼育、地域探検 

４年：エコ大作戦、市清掃工場・市サイクルプラザ・市浄水場の見学、ヘチマの栽培 

５年：地域での田植え体験、稲刈り体験 

６年：つくし事業、理科「人と環境」、家庭科「環境を考えた選択」、社会「持続可能な社会」 

全校：ペットボトル・キャップ・アルミ缶・新聞紙等の回収（毎月のリサイクルデー） 

クラブ：花の栽培（環境委員会）、生け花クラブ 

その他：資源回収（リサイクル委員会） 

大内南小学校 
１年：アサガオ、チューリップ、ビオラの栽培、木の実・落ち葉を使った工作、さつまいもの栽培、アサガ

オのつるでリース作り 

２年：ミニトマト、キュウリ、枝豆、スイカ、ナスの栽培・収穫、パンジーの栽培、サツマイモの苗差し、タマ

ネギの苗差し、地域探検  

３年：ホウセンカの栽培 チョウの飼育 

４年：総合的な学習の時間「エコ名人になろう」、ヘチマの栽培、エコチェックシート 

５年：防災に関わる砂防教室、田植え、稲刈り、総合的な学習の時間「米や米作りについて考えよ

う」 、宿泊学習（徳地の自然） 

６年：総合的な学習の時間「平和について考えよう」、ありがとうプロジェクト（地域のために土のう作り） 

全校：つくし活動、リサイクルデー（牛乳パック、段ボール、新聞紙、アルミ缶）、給食ごみの分別収集  

クラブ：花の栽培（栽培委員会）、リサイクル活動（環境委員会） 

その他：さつまいも、ピーマン、オクラ、ナス、パプリカの栽培・収穫（特別支援学級） 

宮野小学校 

 

令和５年度 

やまぐち  

エコリーダースクール  

認証校 

１年：アサガオ・チューリップの栽培、アサガオのリース作り、県林業センターの見学 

２年：ミニトマト・ピーマン等夏野菜の栽培、サツマイモの栽培 

３年：ホウセンカ・ヒマワリ・マリーゴールドの栽培、チョウの飼育 

４年：ヘチマの栽培、ホタルについての調べ学習、市リサイクルプラザの見学、ゴミ分別体験 

５年：メダカの飼育・観察、インゲン豆の栽培・観察、アサギマダラの観察 

６年：クリーン大作戦、卒業前奉仕作業 

全校：サイレント掃除 

その他：ホタル委員会のホタルの人工飼育・放流活動、ホタルのイラスト・作文・ホタル委員会の活動

の展示、園芸委員会の緑のカーテン作り、給食委員会残食０運動、5・6 年地域清掃 

 

※やまぐちエコリーダースクール認証制度 

  環境問題やエネルギー・資源の問題について正しい理解を深め、山口の恵み豊かな環境を守るための主体的な行動がとれ

る児童生徒を育成するために、山口県において、平成１７年度から「やまぐちエコリーダースクール」認証制度を導入している。 
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学校名 学  習  内  容 

良城小学校 １年：花（アサガオ・ビオラ）の栽培（生活科）、さつまいもの栽培（生活科）秋見つけ（生活科）生き物

採集（生活科） 

２年：春見つけ、秋見つけを通した自然とのふれあい（生活科）、 

野菜（キュウリ・ナス・ピーマン・ミニトマト・枝豆・オクラ・さつまいも・ダイコン・小カブ）の栽培（生活

科） 

３年：ホウセンカの栽培（理科）、ジャガイモ・ニンジン・ダイコンの栽培と調理（総合）  

４年：ごみの分別についての学習（社会科）、ヘチマの栽培（理科）、牛乳パックのリサイクル（総合） 

５年：吉敷川の水生生物および水質の調査（総合）、人の生命の誕生（理科）、チャレンジ学習（徳地

の自然）（総合） 

６年：人と環境とのかかわり（理科）、クリーン作戦～環境を考えた掃除～（家庭科）、牛乳パックを小

さくたたむことによるごみのかさ削減 

クラブ：ホタル委員会によるホタルについてのポスターや新聞作り、 

栽培委員会による花の栽培、つくし委員会による資源回収 

平川小学校 １年：サツマイモの栽培・収穫、アサガオなどの花の栽培、地域の自然たんけん 

２年：野菜（ミニトマト、キュウリ、ナス、ピーマン、オクラ）の栽培・収穫、花の栽培、地域の町たんけん 

３年：花の栽培・観察（ホウセンカ）、昆虫・草花の観察、はなっこりーの栽培を通した活動 

４年：九田川の生き物の学習、くらしと水についての学習、ごみと環境の学習、ヘチマの栽培・観察  

５年：稲刈りの体験、メダカの飼育・観察 

６年：人と環境（理科）、環境を考えた洗濯の工夫（家庭科）、環境にやさしい調理実習（家庭科） 

全校：つくし事業（古紙回収） 

クラブ：エコ委員会によるつくし活動、園芸委員会による花のお世話 

その他：地域清掃・九田川清掃（地区行事） 

大歳小学校 １年：花の栽培（アサガオ・春咲き球根）、秋を見つけよう（公園探検）、季節のもの見つけ・観察、生

き物観察  

２年：野菜の栽培（さつまいも、ミニトマト､ナス、キュウリ、オクラ、ピーマン、大根）、地域の町探検 

３年：こん虫の飼育・観察、地域の町探検、花の栽培・観察（ホウセンカ）、環境学習「水害について」

（総合）、牛乳パック回収（給食） 

４年：環境学習「ごみの処理と活用」、「ごみの減量作戦」、「くらしと水の学習」 、ヘチマの観察、植

物の 1 年間（理科） 

５年：花のつくりの学習（理科）、種子の発芽と成長（理科）、メダカの飼育・観察（理科）わたしたちの

生活と森林、自然災害を防ぐ（社会科） 、宿泊学習（徳地の自然） 

６年：クリーン大作戦（家庭科）、地球に生きる（理科） 、校内ボランティア清掃 

全校：全校の「黙って掃除」、「おそうじカレンダー」の実施（整美委員会）、低学年と一緒に掃除をし

てお手本を示し指導、花の栽培（園芸委員会）、つくし事業、総合支援学校との交流による花壇づく

り、園芸委員会） 

陶小学校 １年：アサガオ・チューリップの栽培・観察、サツマイモや野菜の栽培・収穫、生き物の採集・飼育、

地域探検、季節の生き物探し 

２年：ミニトマト・サツマイモ・野菜の栽培・収穫、地域探検、生き物の採集・飼育、百谷川の生き物探  

  し 

３年：ホウセンカ・オクラ・ピーマン・ヒマワリの栽培・観察、チョウの飼育・観察、生き物の採集・飼育、

地域探検 

４年：ヘチマの栽培・観察、環境教育（ゴミ調べ、くらしと水）、社会見学（市清掃工場、市リサイクルプ

ラザの見学） 

５年：メダカの飼育・観察、インゲンマメの栽培・観察、宿泊学習での自然体験、社会「環境を守るわ

たしたち」、家庭科「物を生かす工夫をしよう」 

６年：ジャガイモの栽培・観察、校内ボランティア清掃、理科「人と環境のかかわり」 

全校：たてわり班草取りボランティア、花の一鉢栽培 

クラブ：環境委員会による花の栽培 

その他：つくし事業、再生品回収（ＰＴＡ） 環境整備作業（ＰＴＡ） 
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学校名 学  習  内  容 

鋳銭司小学校 １年：アサガオ観察、生き物探し・そら豆の皮むき 

２年：ミニトマト等（春野菜）、野菜の栽培・観察 ビオラ等の花の栽培、地域探検（季節･生き物） 

３年：ホウセンカの栽培・観察、地域探検、自然観察、とうふ作り、チョウの飼育・観察 

４年：ごみの処理や上下水道について、リサイクルについて、ヘチマの栽培・観察 

５年：環境問題について、メダカの飼育･観察、宿泊学習での自然体験 

６年：人と環境、生き物のくらしと環境について、生きものの観察、環境を考えた洗濯･調理の工夫 

１～４年：サツマイモの栽培･収穫、１・２年：春植え野菜の栽培・収穫、１～３年：一人一鉢 

５・６年：田植え･稲刈り体験 

全校：里山の自然観察、使用済みプリンターインクの回収 

クラブ：緑のカーテン（委員会）、花壇プランターでの花の栽培（委員会）  

その他：ＰＴＡ環境整備作業、おやじの会里山整備、つくし事業（資源回収） 

名田島小学校 １年：アサガオ・チューリップ・さつまいもの栽培・収穫・調理、地域探検、季節の自然集め、そら豆・

とうもろこしの皮むき 

２年：さつまいもの栽培・収穫・調理、地域探検、季節の自然集め、夏野菜（ピーマン・きゅうり）など

の栽培・収穫、スナップエンドウのすじとり、とうもろこしの皮むき 

３年：地域探検、大豆・たまねぎの栽培・収穫、たまねぎの販売、きな粉作り、ホウセンカ・ヒマワリ等

の栽培・観察 

４年：大豆・たまねぎの栽培・収穫、たまねぎの販売、きな粉作り、ヘチマの栽培・収穫、環境学習

「ごみの処理・上下水道」 

５年：苗床作り、田植え、稲刈り、脱穀体験、環境学習「わたしたちの生活と森林」、メダカの飼育・観

察、環境学習「人と環境」「生き物のくらしと環境」 

６年：理科「人と環境」、家庭科「環境を考えた洗濯」 

全校：一人一鉢運動 

その他：資源ごみの回収、ＰＴＡ環境整備作業 

二島小学校 １年：サツマイモの苗の植え付け･収穫、ひとり一鉢（アサガオ・ビオラ・チューリップ）、どんぐり・落ち

葉集め、エンドウ豆のさやむき、綿・落花生・オシロイバナ・ふうせんかずら・ビオラ・マリーゴールド

の栽培  

２年：サツマイモの苗の植え付け･収穫、タマネギの植え付け、夏･冬野菜の栽培、秋見つけ町探

検、チューリップ、ビオラの栽培 

３年：二島探検（学校を含む地域の良さを子どもの目で見つけていく）、ホウセンカ・ひまわりなどの

栽培・観察、タマネギの植え付け･収穫 

４年：ヘチマ栽培、タマネギの収穫、市リサイクルプラザの見学、環境学習…ごみの処理・上下水道  

５年：干潟調査・調査したことのまとめ・プレゼンテーション、米作り 

６年：卒業前の感謝の清掃活動 

全校：緑のカーテン（ゴーヤ）、花の栽培、給食ごみの分別（牛乳パック等）・リサイクル、４年～６

年：小中連携地域ボランテイア(ごみ回収) 

クラブ：リース・押し花のしおり・コサージュ作り・フラワーアレンジメント（園芸） 

その他：資源回収作業、つくし事業（資源ごみの回収）、PTA環境整備作業 

嘉川小学校 １年：学年花壇の世話、アサガオ・チューリップの栽培 

２年：学年花壇の世話、ミニトマト・キュウリ・ナス等各自選択による野菜・ビオラの栽培 

３年：学年花壇の世話、モンシロチョウの飼育、ホウセンカ・ヒマワリ・オクラ・ピーマンの栽培 

４年：学年花壇の世話、ヘチマの栽培、社会見学「市清掃工場」「市リサイクルプラザ」、市清掃事 

務所による「ごみの処理」の出前講座 

５年：田植え・稲刈りの体験、バケツ稲栽培、インゲン豆の発芽・成長実験学習 

６年：卒業前感謝の清掃活動、家庭科「環境を考えた洗濯」、理科「生き物どうしのつながり」「地球

に生きる」 

全校：給食ごみの分別回収（全学年）、玉ネギの栽培（１・２年）・さつまいもの栽培（１・２年生） 

クラブ：学校園やプランターの世話（生活安全委員会）  

その他：資源ゴミ・紙類の回収 
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学校名 学  習  内  容 

興進小学校 １年：アサガオ・チューリップの栽培・観察、野菜（サツマイモ・タマネギ）の栽培、砂場遊び 

２年：夏野菜（ミニトマト・スイカ・キュウリ・ピーマン・ナス・オクラ・トウモロコシ・サツマイモ・タマネギ）

の栽培収穫 

３年：ホウセンカの栽培・タマネギの栽培・収穫、地域探検 

４年：市清掃事務所による環境学習、ゴミ減量作戦、ヘチマの栽培 

５年：田植え・草取り・稲刈りの体験、メダカ等の飼育・観察、服のチカラプロジェクト  

６年：ジャガイモの観察、地域の清掃活動、服のチカラプロジェクト  

全校：花の栽培、一人一鉢運動、グリーン広場を活用した活動 

その他：毎週水曜日に資源物の回収(つくしの日)、緑のカーテン(ゴーヤ)、ＰＴＡ環境整備作業 

佐山小学校 １年：アサガオの栽培、秋探検、砂遊び、川遊び（川の生き物探し） 

２年：夏野菜の栽培（ピーマン、キュウリ、オクラ、トマト、枝豆など）、虫探し、生き物の飼育 

３年：ヒマワリ・ホウセンカの栽培、チョウの観察と飼育、大根の栽培、フラワーロード整備への協力 

４年：市清掃事務所のごみ分別の学習、市清掃工場・市リサイクルプラザの見学、ヘチマの栽培 

５年：バケツ稲の栽培、田植えと稲刈り体験 

６年：ジャガイモの観察 

全校：一人一鉢の栽培（年１回 全学年）、サツマイモの栽培(１，２年生) 

その他：花の栽培(環境委員会、教職員) 、PTA環境整備作業、資源回収 

小郡小学校 

 

１年：花の栽培（アサガオ・チューリップ）、野菜の栽培（ミニトマト・キュウリ） 

２年：野菜の栽培（トマト・キュウリ・サツマイモ）、地域探検  

３年：地域探検、ヒマワリ・ホウセンカ・オクラ・ピーマンの栽培、モンシロチョウの飼育観察 

４年：ゴミ減量作戦、ヘチマの栽培（緑のカーテン） 

５年：メダカの飼育・観察、自然体験学習、田植え体験 

６年：ジャガイモの栽培、卒業前の校内外清掃ボランティア活動 

全校：各学年花壇の整備、卒業式に向けての花の鉢栽培（２・３年） 

クラブ：毎朝の清掃活動（環境委員会） 

その他：リサイクル作品、野菜の栽培・収穫・調理（特別支援学級）、ＰＴＡ環境整備作業 

上郷小学校 １年：アサガオ・ビオラ・チューリップの栽培（鉢）  

２年：ピーマン・きゅうり・ミニトマト・オクラ等の栽培（鉢）、田植え・稲刈りの見学、 

サツマイモのつるさし・収穫（山口県立農業高等学校との交流学習）、ビオラの栽培（鉢） 

３年：ホウセンカ・ヒマワリ・オクラ・キャベツの栽培（鉢・学習園） 

４年：ヘチマの栽培、市清掃工場・市リサイクルプラザの見学 

５年：インゲン豆の栽培、もみ蒔き・田植え・稲刈り体験、メダカの飼育・観察 

   自然体験学習（秋吉台少年自然の家） 

６年：ジャガイモの栽培、ホウセンカの栽培 

クラブ：緑のカーテン（ゴーヤ）、学校園の花の栽培（園芸委員会） 

小郡南小学校 １年：学校付近の公園探検、花の栽培（アサガオ、ビオラ、チューリップ）、春みつけ、秋みつけ、土・

砂あそび、シャボン玉あそび、虫みつけ 

２年：花の栽培（ビオラ）、野菜の栽培・収穫（ミニトマト・ピーマン・えだまめ）、季節探し、虫みつけ 

３年：地域探検、花の栽培（ホウセンカ・ヒマワリ）、野菜の栽培（オクラ）、理科「こん虫」、地域落ち

葉拾い 

４年：野菜の栽培（ヘチマ）、エコに関する環境学習、社会見学（市清掃工場、市浄水場）、ごみ分

別学習、理科「生き物の１年」 

５年：自然体験学習（秋吉台青少年自然の家）、田植え・稲刈りの体験学習、メダカの飼育と観察 

６年：ジャガイモの観察、地球温暖化について（理科・社会科）、SDGｓ、環境白書 

特別支援学級：サツマイモの栽培・収穫・販売・調理、栽培したゴーヤを用いたゴーヤチップス作り 

全校：ごみ０大作戦（学校内や付近の公園の清掃活動）、各学年園の整備 

委員会：学校園における花の栽培（サルビア・キンセンカ・葉ボタン等）（園芸委員会）、緑のカーテ

ン（ゴーヤ）、毎朝の清掃活動（整美委員会） 
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学校名 学  習  内  容 

秋穂小学校 １年：栽培（アサガオ、チューリップ、サツマイモ、玉ねぎ）、グリンピースの皮むき、黒潟ビーチの自

然観察 

２年：野菜の栽培（ミニトマト、サツマイモ、玉ねぎ）、とうもろこしの皮むき、黒潟ビーチの自然観察、

校区内の探検、生き物採集・飼育・観察 

３年：アオムシ・チョウの観察、ホウセンカ･ヒマワリ・ピーマンの栽培、校区内探検（栽培漁業センタ

ー、水産加工業者、水田地帯）  

４年：じん灰収集車・市清掃工場・市浄水場の見学、エコに関わる環境学習、ヘチマの栽培 

５年：メダカの飼育と観察、環境問題調べ学習、秋吉台少年自然の家での自然体験学習、なたね

学習（菜の花の畑作り、種まき） 

６年：なたね学習（菜の花観察と菜種油絞り、菜種油から燈明作り、環境を考えた洗濯の工夫 

全校：全校縦割り清掃活動 

その他：親子環境整備活動、環境委員会による花壇整備、毎朝の清掃活動、ＰＴＡボランティアに

よる花壇整備・水やり・校内清掃、二人一鉢（全学年） 

 

大海小学校 １年：アサガオ・ピーマン・ミニトマトの栽培、グリンピースの皮むき 

２年：ミニトマトなどの栽培・観察・収穫、トウモロコシの皮むき、生き物採集・飼育・観察  

３年：ホウセンカ・ヒマワリの栽培・観察、モンシロチョウの飼育・観察 

４年：サツマイモの栽培・観察、清掃工場の見学・環境学習 

５年：メダカの飼育・観察  

６年：家庭科「クリーン大作戦」、卒業前奉仕作業 

全校：一人一鉢運動（全学年）、環境整備作業（児童、保護者、教員） 

クラブ：花壇の管理・ペットボトルキャップの回収（環境保体委員会） 

その他：学校園での花の栽培・浜村杯ロードレース前の道路整備 

 

阿知須小学校 １年：アサガオ、チューリップの栽培、サツマイモの栽培・収穫、季節みつけ、生き物みつけ 

２年：夏野菜の栽培・収穫、水の中の生き物見つけ、季節の移り変わりの観察 

３年：くりまさる・大根の栽培・収穫、チョウの飼育・観察、ホウセンカ・ピーマン・オクラ・ヒマワリの栽培 

４年：ヘチマの栽培、ごみの分別活動（新聞・ポスター作り） 

５年：山口県の観光地（自然）の調べ学習、メダカの飼育、インゲンの栽培、リサイクルマークの学習 

６年：地区清掃活動の計画  

全校： いも・エンドウ・大根・夏野菜の栽培（特別支援学級） 

委員会：緑のカーテン、花壇の整備、朝の清掃活動 

その他：使用済みインクの回収、書き損じはがきの回収 

井関小学校 １年：アサガオ・サツマイモ・チューリップの栽培  

２年：ミニトマト・サツマイモの栽培  

３年：ヒマワリ・ホウセンカ・くりまさるの栽培、アオムシ・モンシロチョウの飼育・観察 

４年：ヘチマの栽培（緑のカーテン）、市清掃事務所による環境学習 

５年：インゲンマメの栽培、稲作り体験、メダカの飼育・観察 

６年：ジャガイモの栽培、梅の収穫 

全校：花壇の花の世話、一人一鉢栽培、クリーンタイム（草取り）、ＰＴＡ環境整備作業、資源回収作

業 

クラブ：学校花壇の管理運営（環境整備委員会） 

その他：緑の少年隊の活動 
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学校名 学  習  内  容 

中央小学校 １年：アサガオ、トウモロコシ、サツマイモの栽培、カタツムリの飼育、季節の自然集め  

支援学級１年：アサガオ、トウモロコシ、サツマイモの栽培、季節の自然集め 

２年：ミニトマト・トマト・ピーマンの栽培、地域の水生生物観察、ナス・キュウリ・カボチャ・オクラの栽

培、カブトムシの飼育 

３年：モンシロチョウ、カブトムシの飼育、ヒマワリ・ホウセンカ・ダイズの栽培、いけばな教室 

４年：ヘチマの栽培、ゴミの分別体験、徳地和紙紙すき体験 

５年：メダカの飼育、インゲン豆の栽培、徳地和紙による絵手紙教室 

６年：手作り清掃用具による校内清掃活動、徳地和紙の卒業式胸花づくり、モリンガの栽培、植樹活

動 

1・2 年：サツマイモの栽培 

全校：週 1 回の縦割り班による校庭の環境整備、PTA 環境整備作業、ボランティア清掃作業、PTA

による学校花壇の管理、封筒の再利用、インクカートリッジ、テトラパックの回収 

クラブ：緑のカーテン（ゴーヤ、アサガオ） 

 

島地小学校 １年：アサガオの栽培、野菜の栽培、森林体験学習、サツマイモの栽培 

２年：野菜の栽培、森林体験学習、サツマイモの栽培 

３年：モンシロチョウの飼育、ひまわり・ホウセンカの栽培 

４年：山口市清掃事務所による体験学習、ヘチマ・ヒョウタン・ゴーヤの栽培 

５年：森林教室・メダカの飼育 

６年：ホタルの飼育・放流、ジャガイモの栽培、徳地和紙の紙すき体験 

全校：花の栽培、徳地地区ふれあいボランティア、ホタルかごづくり、緑のカーテン（アサガオ）、徳

地和紙を使った工作、紙すき体験 

 

串小学校 全校：野菜・花の栽培 

その他：小中合同ボランティア活動 

 

八坂小学校 １年：花・野菜の栽培、森林体験学習（樹木の学習・木工クラフト） 

２年：花・野菜の栽培、森林体験学習（樹木の学習・木工クラフト） 

３年：花・野菜の栽培、森林体験学習（椎茸の駒打ち体験・栽培・収穫） 

５年：緑の少年隊活動、森林体験学習（林業の学習・木工体験） 

６年：緑の少年隊活動、森林体験学習（林業の学習・木工体験）、人と環境について（理科） 

全校：くすのきタイム、ＰＴＡ環境整備（くすの木周辺・花壇及び周辺等）、花の栽培と水やり等の世 

話、徳地地域合同ボランティア（清掃・花壇美化作業） 

柚野木小学校 全校：ごみ分別作戦（出前授業）、地域の花壇整備、野菜（ジャガイモ、サツマイモ）の栽培、牛乳パ

ック・インクカートリッジの回収（地域・家庭）、森林体験学習（三本杉、滑マツの見学） 

 

生雲小学校 １年：花の栽培（アサガオ）、野菜の栽培（すいか、 とうもろこし 、オクラ、 トマト、きゅうり、ピーマ

ン） 

２年：野菜の栽培（すいか、 とうもろこし 、オクラ、 トマト、きゅうり、ピーマン、えだまめ） 

３年：花の栽培（ホウセンカ）、 大豆の栽培（みそ） 

４年：ヘチマの栽培 、大豆の栽培（みそ） 

５年：インゲン ヘチマの栽培、 米の栽培、 森林体験学習 

６年：野菜の栽培（じゃがいも） 、米の栽培、 森林体験学習 

全校：緑のカーテン（フウセンカズラ、アサガオ）、 さつまいもの栽培、 花の栽培（ビオラ）   

学校花壇での花の栽培 、森林体験学習 
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学校名 学  習  内  容 

さくら小 学 校 １年：アサガオ、サツマイモの栽培調理、ピーマン・オクラ・ナス・ミニトマト・キュウリの栽培、船方農

場の牛舎の見学 

２年：サツマイモの栽培調理、ピーマン・オクラ・ナス・ミニトマト・キュウリの栽培、カブトムシの飼育、

船方農場の牛舎の見学 

３年：モンシロチョウの飼育・観察、昔の道具体験学習、ホウセンカ、ヒマワリの栽培観察、ＳＤＧｓにつ

いて考えよう 

４年：エコに関わる環境学習、ヘチマの観察、栽培、リサイクルプラザの見学、ＳＤＧｓについて考え

よう 

５年：インゲン豆の発芽・成長実験観察、メダカの誕生学習、十種ヶ峰青少年自然の家での自然体

験学習  

６年：環境問題調べ学習、環境を考えた調理の工夫、卒業前の学校清掃活動、校内美化活動  

全校：給食ゴミの分別回収、学校園プランターの世話、しめ縄体験学習  

その他：資源ゴミ・紙類の回収、つくし事業（ＰＴＡ）地域、ＰＴＡ環境整備作業、封筒再利用 

 

徳佐小学校 

 

 

１・２年：アサガオ、砂場遊び、中庭での遊び、川遊び、サツマイモ、夏野菜等、カブトムシ 

３年：ヒマワリ、大豆、りんご園（エコファーマー）についての学習、ピーマン、生き物の観察 

４年：生き物の観察、ヘチマ、清掃工場、水(汚れ、下水処理)、イチゴ 

５年：インゲン豆、メダカの観察、環境学習（公害問題など）、ふるさとの自然について学ぶ、米（田

植え、稲刈りの体験） 

６年：ジャガイモ 

全校・学年 チューリップ・パンジー・ホウセンカ、ひまわり、しだれ桜並木の清掃 
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《中学校》 

学校名 学  習  内  容 

大殿中学校 
１年：自然観察（身近な生物の観察）（理科）、サルビアの栽培（技術科） 

２年：健康と環境（保健体育科）、サルビアの栽培（技術科）、公害（社会科） 

３年：地球環境問題（社会科） 

全校・学年：ＯＴＫ活動（大殿地域貢献隊）清掃活動や各種地域活動へのボランティア参加 

クラブ：毎週水曜日ボランティア清掃（各部活動単位） 

その他：クリーン作戦（各学期１回実施）八坂神社・交流センター・社会福祉センター・善生寺・今八

幡宮・上山口駅周辺・東山地区、花壇の水まき当番活動（夏期休業中） 

 

白石中学校 

 

令和5年度 

やまぐち  

エコリーダースクール  

認証校 

２年：地球の大気と天気の変化（理科） 

３年：自然界のつり合い（食物連鎖）・自然と人間・科学技術と人間（理科）､地球環境問題 

全校・学年：山口駅前と山口駅通り・パークロード・五十鈴川・学校内と校区内清掃（年間３回、その

うち１回は地域住民合同で実施）、学校花壇・プランターへの灌水活動の実施（夏期休業中、週

休日）、夏休みの校内環境整備活動、緑のカーテン作成、花の苗植え（パンジー・ビオラ・チュー

リップ等） 

 

湯田中学校 

 

令和５年度 

やまぐち  

エコリーダースクール  

認証校 

１年：森林保全（理科） 

２年：気象観測(理科)、日本と世界のエネルギー（社会科） 

３年：自然と人間（理科）、消費生活と環境（理科）、もやしの栽培（技術科） 

全校・学年：ＶＳ活動（足湯等校区内の清掃活動:年２回） 

その他：花壇の花(美化委員会) 

仁保中学校 
１年：理科、社会科、技術・家庭科での環境学習 

２年：理科、社会科、技術・家庭科での環境学習 

３年：理科、社会科、技術・家庭科での環境学習 

全校・自然体験（アユの放流、野鳥観察、星空観察）、花の栽培、ごみの分別（委員会活動）、校内

の環境整備（ＰＴＡ活動に生徒も参加） 

大内中学校 
１年：自然観察（身近な生物の観察） 

２年：気象の観測、天候等自然現象の学習、作物に関する技術の学習・実習・食物連鎖・地球環境

の教育 

３年：遺伝の規則性と遺伝子 

全校・学年：地域・学校の清掃活動、季節の花の栽培（花壇整備、除草活動） 

その他：鮎の放流・保全の支援、地域の祭りの清掃ボランティア 

宮野中学校 
１年：自然観察（身近な生物の観察 理科）、ミニトマトの栽培（技術科） 

２年：地球の大気と天気の変化（理科）、環境に配慮した消費生活（家庭科）、アラスカの環境問題

（英語科） 

３年：自然界のつり合い（食物連鎖）、自然と人間・自然科学と人間（理科）、地球環境問題・貧困問

題（社会科）、栽培と私たちの生活（技術科）、レッドリスト（英語科） 

全校・学年：全校での校区内清掃（年 2 回）、地域の清掃活動への積極的参加、花の栽培（花壇・

プランターの整備） 

クラブ：長期休業中の灌水、緑のカーテン設置ボランティア 

その他：地域住民による花生けボランティア 

 

 

※やまぐちエコリーダースクール認証制度 

    環境問題やエネルギー・資源の問題について正しい理解を深め、山口の恵み豊かな環境を守るための主体的な行動がと

れる児童生徒を育成するために、山口県において、平成１７年度から「やまぐちエコリーダースクール」認証制度を導入して

いる。 
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学校名 学  習  内  容 

鴻南中学校 １年：世界の諸地域の環境問題(社会科) 

２年：公害（社会科） 

３年：地球環境問題（社会科）、自然と人間（理科）、健康と環境（保健体育科） 

全校・学年：山口県少年セーフティリーダーズ活動（校内及び維新公園，学校周辺地域の清掃） 

支援学級：野菜・花壇づくり 

その他：緑化ポスターの制作（美術部）、裏紙の使用（職員印刷用）、花壇・プランターの整備、 

つくし事業(新聞紙や段ボールの回収) 

平川中学校 １年：地域学習(山口市の自然や歴史を学ぶ)、世界の諸地域の環境問題(社会科) 

２年：気象観測(理科)、世界の資源とエネルギー、日本の資源とエネルギーと電力(社会)、エネル

ギー変換(技術)、衣生活・住生活(家庭科) 

３年：自然と人間、エネルギー資源(理科)、健康と環境(保健体育) 

全校・学年：給食ゴミの分別、つくし事業(新聞紙や段ボールの回収) 

クラブ：花壇・プランターの花の栽培、草取り(美化委員中心)、平川地区ふれあいクリーン作戦(有志

生徒) 

その他：裏紙の使用(職員印刷用)、校内に花を植える(地域のボランティアの方) 

潟上中学校 １年：理科・社会科、技術・家庭科での環境学習 

２年：理科・社会科、技術・家庭科での環境学習 

３年：理科・社会科、技術・家庭科での環境学習 

全校・学年：花の栽培、ごみの分別（委員会活動）、校内の環境整備（ＰＴＡ活動に生徒も参加）、 

その他：各地区のクリーン作戦へ参加（有志/コミュニティスクール） 

二島中学校 １年：身近な植物の観察<理科>、ブラジルにみる環境問題（熱帯林の破壊）<社会>、環境に配慮

した食生活・消費生活、持続可能な社会<家庭>、地域学習(山口市の自然や歴史を学ぶ)<総

合的な学習> 

２年：地球の大気と天気の変化<理科>、日本と世界のエネルギー<社会>、環境に配慮した衣類<

家庭>、作物の栽培に関する学習と実習<技術> 

３年：自然界のつり合い（食物連鎖）、遺伝の規則性と遺伝子、自然と人間・科学技術と人間<理科

>、美濃ヶ浜海清掃、健康と環境《保険体育》 

支援学級：季節の花、野菜の栽培（畑の整備） 

全校・学年：学校花壇の整備・花の栽培、サツマイモの栽培・収穫、地域清掃ボランティア、校庭

除草作業、夏休み水やり当番 

その他：グリーンカーテン設置、裏紙の使用 

川西中学校 １年：身近な植物の観察<理科>、ブラジルにみる環境問題（熱帯林の破壊）<社会>、環境に配慮し

た食生活・消費生活、持続可能な社会<家庭>、作物の栽培に関する学習と実習<技術> 

２年：地球の大気と天気の変化<理科>、日本と世界のエネルギー<社会>、環境に配慮した衣類<

家庭> 

３年：自然界のつり合い（食物連鎖）、遺伝の規則性と遺伝子、自然と人間・科学技術と人間<理科

>、卒業前ボランティア清掃（学活） 

全校・学年・委員会：学校花壇の整備、校庭除草作業、夏休み水やり当番、学期末廊下磨き、夏休

み奉仕作業 

クラブ：佐山ゴミ拾い（有志ボランティア） 

その他：裏紙の使用等 

小郡中学校 全校・学年：校内清掃ボランティア 

１年～３年：理科・社会科、技術・家庭科での環境学習 

その他：学校周辺の清掃活動、夏期休業中の水やり当番 

秋穂中学校 

 

 

１年：いろいろな気体の性質、物質のすがたとその変化（理科） 

２年：動物の世界、生物の多様性（理科） 

３年：生物育成に関する技術、水耕栽培（技術科）、自然と人間（理科） 

全校・学年：花壇の花の苗の植え替え、栽培（環境委員会）、環境学習「ふるさと学習」、「郷土愛」 

クリーン大作戦・海岸の清掃活動、校地内除草清掃活動、浜村杯秋穂ロードレース大会前日の

会場の清掃活動 
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環境目標３ 地域の脱炭素をけん引し未来の子ども達が安心して暮らせるまち 

３－① 温室効果ガスの排出抑制・吸収源対策（山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）） 

※市域から排出される二酸化炭素排出量については、国・県の統計情報から計算する関係で２年遅れの実績となります。 

※Ｒ４に「山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の中間見直しを実施するに当たり、算出に係る根拠データ等を最新情報に

更新しました。 

 

 

 

 

 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

市域から排出される二酸
化炭素排出量※ 

千t-

CO2 
H25 2,017.8 1,765.1 1,631.1 1,888.0 1,181.3 減少 中 

地球温暖化対策を意識し
て生活している市民の割
合 

％ H28 66.3 70.1 72.3 72.0 80.0 増加 中 

公共交通機関利用者数
（バス利用者＜市内
＞） 

万人 H28 234 209 220 239 245 増加 低 

公共交通機関利用者数
（JR駅乗車数＜市内
＞） 

万人 H28 540 397 460 540 541 増加 低 

EA21など環境マネジメン
トシステムの認証を取得し
ている事業所数 

件 H28 90 107 110 110 125 増加 中 

１世帯あたりの年間電力
購入量 

ｋＷｈ H28 5,509.70 6,063.28 5,522.93 4,500 3,500 減少 低 

市内の次世代自動車
（ＥＶ、ＰＨＥＶ等）
の新規導入台数の割合 

％ R3 41.0 46.5 49.2 － 50.0 増加 高 

近距離移動には自転車の
利用を心がけている市民
の割合 

％ H29 実績なし 50.1 50.0 72.0 80.0 増加 ― 

再生可能エネルギー設備
を設置又は設置を予定し
ている市民の割合 

％ H29 20.7 22.2 19.4 22.5 25.0 増加 低 

公共施設への再生可能エ
ネルギー等利用設備導入
件数 

件 H28 92 99 102 110 130 増加 低 

住宅用太陽光発電システ
ム導入件数（10kw未
満） 

件 H28 5,942 8,212 8,723 9,000 12,000 増加 中 

事業所用太陽光発電シス
テム導入件数（10kw以
上） 

件 H28 1,316 2,084 2,143 1,450 2,500 増加 中 

市内事業者が木質チップ
加工を目的とした買取量 

t H29 実績なし 13,235.4 15,843.0 15,500 15,500 増加 － 

山口市ゼロカーボンシティ
宣言認知度 

％ R4 17.4 17.4 17.0 － 80.0 増加 低 

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣ
Ｅ認知度 

％ R4 26.4 26.4 32.6 － 80.0 増加 低 
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学校名 学  習  内  容 

阿知須中学校 ３年：科学技術と人間（理科） 

支援学級：野菜の栽培（畑の整備） 

全校・学年：全校：Vsday（通学路・近隣施設内外の清掃活動、草抜き）、夏休みふれあい作業、 

ＰＴＡ校地内除草清掃作業、長期休業中の校内花壇・プランター・駅前プランターの水やり 

 

徳地中学校 １年：ブラジルにみる環境問題（熱帯林の破壊）（社会科）、幻の魚は生きていた（国語科）、持続可

能な社会（家庭科） 

２年：論説文「モアイは語る」（国語科）、阪神工業地帯と環境問題への取組（社会科）、風通しのよ

い住まい（家庭科）、循環型社会（保健体育科） 

３年：自然が人間の生活に及ぼす影響（理科）、公害の防止と環境の保全・地球環境問題（社会

科）、Animals on the Red List（英語科） 

支援学級：野菜の栽培 

全校・学年：緑のカーテン（ゴーヤ、西洋アサガオ）、徳地地区ふれあいボランティア（清掃活動） 

 

阿東中学校 

 

１年：地球温暖化（社会科）、重ねるハザードマップ（理科） 

２年：クマゼミ増加の原因を探る（国語科）、世界の資源エネルギー（社会科）、消費生活と環境（家

庭科）、メダカの飼育 

３年：科学技術と人間、自然と人間のかかわり（理科）、国境を越える環境問題、公害・リサイクル、

環境権関連・持続可能な社会（社会科）、健康と環境（保健体育科） 

全校・学年：地域の課題を解決しよう。地域のよいところ（よい環境）を紹介しよう（総合的な学習の

時間）、 小中連携地域清掃ボランティア、夏休みの水やり当番 

その他：コスモス、チューリップの栽培（定植後の管理、収穫）（総合文化部） 

阿東東中学校 １年：身近な自然に目を向けてみよう（理科） 

２年：日本の資源・エネルギーと電力（社会科地理）、身近な消費生活と環境（家庭科）、作

物の栽培（技術科） 

３年：Animals on the Red List（英語科）、健康と環境（保健体育科）、 

資源・エネルギー問題（社会科公民）、深刻な公害問題（社会科歴史） 

自然と人間（理科） 

全校・学年：地域清掃（徳佐小学校・山口高等学校徳佐分校と合同で）グラウンドでの親子

除草作業（徳佐小学校と合同で） 
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Ⅷ 進行管理指標一覧 

 

(1) 山口市環境基本計画進行管理指標 

環境目標１ 自然環境と調和した快適で安全・安心なまち 

１－① 自然環境の保全・生物多様性の確保 

指標 単位 

基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境に優しい行動をして

いる市民の割合 
％ H29 54.1 56.2  59.8  57.0 70.0 増加 中 

森林施業面積 ｈａ H29 903.6 712.2 554.2 1,000 620※ 増加 高 

有害鳥獣の捕獲頭羽数 頭羽 H28 2,694 3,269 1,737 3,000 3,250 増加 低 

担い手への農地集積率 ％ H28 36.3 39.9 40.0 43.0 50.0 増加 低 

生物多様性認知度 ％ R4 26.7 26.7 31.5 26.7 50.0 増加 低 

 

１－② 生活環境の保全  

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

空気や河川等の水辺がきれ

いだと思う市民の割合 
％ H29 59.5 70.5 71.0 70.0 75.0 増加 高 

クリーンキャンペーン参加者数 人 H29 600 212 310 900 1,000 増加 低 

 

１－③ 快適生活の確保  

指標 単位 
基準値 

実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

快適な生活環境が整って

いると思う市民の割合 
％ H29 71.6 76.8 81.0 74.0 80.0 増加 高 

生活公害（騒音、振動、

悪臭、野焼き等）に関す

る苦情対応件数 

件 H28 166 99 156 159 120 減少 低 
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１－④ 都市景観の保全 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

郷土の歴史や文化に関する

イベントへの参加者数 
人 H28 1,859 4,886 3,215    1,900 3,500 増加 高 

景観やまちなみに満足して

いる市民の割合 
％ H29 81.4 80.9 84.8 維持 維持 増加 高 

 

環境目標２ 資源の有効活用と環境負荷の低減を図る循環型のまち 

２－① ３R（２R と分別・リサイクル）の促進によるごみの減量推進 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

１人１日当たりのごみ排

出量 
g/人日 H28 1,060 1,017 993 1,027 1,010 減少 高 

１人１日当たり家庭系ご

み排出量 
g/人日 H28 686 646 629 － 633 減少 高 

リサイクル率（熱回収を含

む） 
％ H28 31.0 34.5 34.4 33.8 33.8 増加 高 

ごみ排出量に対する資源

物の割合 
％ H28 13.8 11.4 11.3 13.4 11.9 増加 高 

食品ロス削減のため何らか

の行動をしている市民の割

合 

％ － 実績なし - 93.8 － 80.0 増加 高 

 

２－② 廃棄物の適正処理とエネルギーとしての有効活用 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

1人当たりの埋立処分量 kg H28 13.7 15.7 14.4 － 13.6 減少 低 
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３－② 気候変動への対応（山口市気候変動適応計画） 

 

 

環境目標４ 環境保全を推進するひと・しくみづくり 

４－① 環境教育・環境学習による理解と行動の促進、人材育成 

 

４－② 多様な主体による環境保全活動の促進、他都市との連携 

 

  

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

災害への備えをしている市民の

割合 
％ H29 30.9 56.2 55.2 35.0 60.0 維持 高 

浸水対策重点実施地区数 地区数 H29 3 5 6 6 8 増加 中 

気候変動や適応策に関心を持

っている市民の割合 
％ H29 実績なし 64.1 59.7 72.0 80.0 増加 ― 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境学習の受講者数 人 H28 620 208 576 735 770 増加 低 

環境施設見学受入人数

（学校教育における出前講

座参加人数を含む） 

人 H28 5,811 2,688 9,286 － 7,500 増加 高 

山口市地球温暖化対策地

域協議会会員数 
人 H28 83 103 104 105 125 増加 中 

エコポータルサイト・公式SNS

の閲覧者数 
人 H28 12,300 41,645 29,195 20,000 42,000 増加 中 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

環境保全活動（イベント）の

参加者数 
人 H29 3,948 314 571 4,475 5,000 増加 低 

山口市地球温暖化対策地域

協議会との連携によるイベント・

講座の参加人数 

人 H28 1,579 1,493 1,975 1,750 2,000 増加 高 
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４－③ 環境にやさしい社会経済のしくみづくり 

 

 

重点プロジェクト 

 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

認定農業者数 経営体 H28 262 249 250 288 314 増加 低 

新規就農者・就業者数 人 H28 14 13 26 16 18 増加 中 

指標 単位 
基準値 

 実績値 目標 

指標の 

考え方 
達成度 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

中間年度 

2022 

（R4） 

最終年度 

2027 

（R9） 

年度 数値 数値 数値 数値 数値 

山口市の自然環境に満足してい

る市民の割合 
% H29 91.5 94.6 93.6 － 維持 増加 高 

節電や３Ｒなどを心がけている

市民の割合 
% H29 83.5 83.8 87.2 － 90.0 増加 中 

快適な生活環境が整っていると

思う市民の割合 
% H29 71.6 76.8 81 － 80.0 増加 高 
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Ⅸ 温室効果ガスの排出量 

 

本市の温室効果ガス排出量の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業部門の温室効果ガス排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2019

(令和元)

年度比

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2019

(令和元)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2019

(令和元)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2019

(令和元)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2019

(令和元)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

④ ③ （③－②）÷②②

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2 1,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

①

2016
(平成28)

2017
(平成29)

2018
(平成30)

2019
(令和元)

2020
(令和２)

2021
(令和3)

2013
(平成25)

2014
(平成26)

2015
(平成27)

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2 15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

5.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.83

③ ② （②－①）÷①①

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4 92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2 227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3 10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

2.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.05

172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2 172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.052.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3

92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.835.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0 24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.11,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2

④ ③ （③－②）÷②②

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2 172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.052.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3

92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.835.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0 24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.11,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2

④ ③ （③－②）÷②②

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯
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家庭部門の温室効果ガス排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運輸部門の温室効果ガス排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量 

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2 172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.052.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3

92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.835.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0 24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.11,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2

④ ③ （③－②）÷②②

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯

 

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2 172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.052.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3

92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.835.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0 24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.11,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2

④ ③ （③－②）÷②②

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯

・本市の温室効果ガス排出量の推移

2020
(令和2)
年度比

増加率

（％）

（③－④）÷④

6.9

6.8

11.4

7.0

2.2

0.6

12.0

12.0

▲ 1.2

▲ 10.6

▲ 9.3

6.4

吸収源対策 -

温室効果ガス排出量 合計 ▲ 7.6

・産業部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

11.4

▲ 2.2

14.2

12.3

0.0

・業務その他部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

7.0

1.4

5.6

・家庭部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

2.2

1.0

42.0

▲ 9.3

0.8

0.4

1.8

・運輸部門の温室効果ガス排出量の推移

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

0.6

0.7

5.7

▲ 1.1

▲ 1.6

0.2

0.5

0.1

0.5

（参考）運輸部門のうちマイカーにかかる二酸化炭素排出量

2020

(令和2)

年度比

増加率（％）

（②－③）÷③

9.4

0.4

9.0

※運輸部門の算定とは別に「家計調査」（総務省）の１世帯あたりのガソリン消費量から算定

▲ 27.51.71 1.59 1.62 1.82 1.33 1.452.00 2.08 1.74

87,327 87,201 87,532 6.0

世帯あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181 86,706

▲ 23.2

世帯数（世帯）

146.7 137.0 140.5 158.9 116.0 126.9165.2 172.9 148.0二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2.06 ▲ 19.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

2.45 2.36 2.39 2.36 2.31 2.052.56 2.46

123,848 123,797 123,985 124,161 4.6

車両1台あたりの排出量（ｔ-CO2/台）

118,708 120,140 121,079 121,930 122,819

10.7 10.5

28,568 ▲ 2.6

乗用車両台数※

28,815 28,711 28,501 28,484 28,325 28,43029,332 29,127

227.6 225.0

152,122 152,415 152,729 3.2

貨物車両台数※

148,040 149,267 149,894 150,641 151,320 152,332

▲ 26.0

自動車保有台数（台）※

13.0 12.6 11.7 11.3

92.1 91.6 89.886.9

14.2 13.7 13.4鉄道由来

268.8 268.3 262.2

▲ 17.1

営業用

379.3 367.5 366.8 356.1 361.0

▲ 17.4

▲ 23.0292.4 275.0 272.4 269.0

84.6 89.4 2.9

自家用

92.5 94.4

自動車由来

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

359.9 352.1 312.2 314.4

87.1

③ ② （②－①）÷①①

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和３)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

3.90 ▲ 24.3

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

運輸部門

4.53 4.47 4.26 4.37 3.86 3.835.15 4.63

86,706 87,327 87,201 87,532 6.0

世帯数あたりの排出量（ｔ-CO2/世帯）

82,614 83,126 85,051 85,780 86,181世帯数（世帯）※

15.0

285.2 ▲ 18.3326.8 326.0 317.0 329.1 290.9 283.0348.9 330.2

13.6 14.0 13.5 13.1 13.8

▲ 48.2

LPG（プロパンガス）由来

42.9 29.6 31.7 32.6 26.0

13.1 13.0 14.0 12.7 ▲ 6.9

21.3 5.0

都市ガス由来

13.5 12.1 10.5 10.8 12.2

灯油由来

383.7 367.3 379.1 336.9 334.0 341.4425.8 384.5 385.5

20.3 10.7

26.0 20.8 22.0 22.2

電力由来

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

①

2021
(令和3)

年度

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

▲ 19.8

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

4.57 4.15 4.38 ▲ 35.7

※　出典「山口県統計年鑑」（山口県）

家庭部門

6.82 6.57 6.61 5.79 5.63 4.57

③ ② （②－①）÷①

3.0

就業者数あたりの排出量（ｔ-CO2/人）

66,338 66,338 66,338 66,338 66,338 67,24265,273 65,273 66,338業務系就業者数（人）※

373.8 333.7 302.9 275.4 294.7 ▲ 33.8445.2 429.1 438.5 383.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

18,799 21,473 21,473 24.2

業務その他部門

17,286 17,896 18,974 17,719 17,758 18,508

31.3

製造品出荷額（千万円）

691.4 643.3 598.4 556.7 675.9 759.0578.1 615.8 665.7

18.4 19.0 21.7 ▲ 6.7

製造業

23.3 19.6 20.3 19.2 21.7 18.2

▲ 6.1

鉱業・建設業

46.3 42.5 38.7 38.7 48.4 47.350.4 42.6 41.6農林水産業

707.5 655.3 613.7 743.3 828.1 27.1651.7 678.0 727.6 756.9

③ ② （②－①）÷①

二酸化炭素排出量（千ｔ-CO2）

産業部門

2013

(平成25)

年度比

増加率（％）

①

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

2019
(令和元)

年度

2020
(令和２)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,631.1 ▲ 19.2

- - - 247.8 -

2,017.8 1,968.7 2,034.7 1,995.7

- - - - -

3.3 3.4 3.1 ▲ 23.94.1 4.1 4.1 3.2 3.3 3.2

▲ 15.6

代替フロン等３ガス排出量

25.9 25.5 25.2 23.9 24.6 22.026.0 25.0 24.2

33.9 32.3 31.9 ▲ 15.0

一酸化二窒素

37.6 37.1 38.5 36.7 34.1 34.0

▲ 3.9

メタン排出量

36.2 31.6 22.8 26.7 29.2 32.734.1 29.6 36.2

26.7 29.2 32.7 ▲ 3.9

廃棄物部門

34.1 29.6 36.2 36.2 31.6 22.8

▲ 17.4

非エネルギー起源CO2

369.2 373.6 371.6 363.4 322.9 324.9393.5 381.3 380.2

336.9 334.0 341.4 ▲ 19.8

運輸部門

425.8 384.5 385.5 383.7 367.3 379.1

▲ 33.8

家庭部門

383.9 373.8 333.7 302.9 275.4 294.7445.2 429.1 438.5

613.7 743.3 828.1 27.1

業務その他部門

651.7 678.0 727.6 756.9 707.5 655.3

▲ 6.6

産業部門

1,893.7 1,822.2 1,739.7 1,616.9 1,675.6 1,789.11,872.9 1,931.8

1,643.6 1,704.8 1,821.8 ▲ 6.6

エネルギー起源CO2

1,950.2 1,902.4 1,967.9 1,929.9 1,853.8 1,762.5

▲ 6.9

二酸化炭素排出量

1,995.7 1,916.8 1,825.0 1,704.7 1,765.1 1,878.9計 2,017.8 1,968.7 2,034.7温室効果ガス排出量

1,916.2

④ ③ （③－②）÷②②

2013
(平成25)

年度

2014
(平成26)

年度

2015
(平成27)

年度

2016
(平成28)

年度

2017
(平成29)

年度

2018
(平成30)

年度

（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （％）（千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2） （千ｔ-CO2）

※表中の数値は、端数処理により合計値や増減率等が一致しない場合があります。
※山口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に伴い、令和３年度分から森林等による二酸化炭素吸収を考慮した場合の温室効果ガス排出量を算定しています。

排出量 排出量 排出量 排出量 排出量 増加率排出量 排出量 排出量 排出量

2019
(令和元)

年度

2020
(令和2)

年度

2021
(令和3)

年度

2013
(平成25)
年度比

山口市の世帯当たりのガソリン購入量（総務省_家計調査「(品目分類)

第６表 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の品目

別支出金額，購入数量（二人以上の世帯）」https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200561&tstat=000000330001&
cycle=7&year=20200&month=0&tclass1=000000330001&tclass2=00000033000

4&tclass3=000000330006&result_back=1&tclass4val=0）＊排出係数で世帯当

たりの排出量を算出し、そこに山口市の世帯数を乗じて総排出量を算出

する。

2019年786.264ℓ

2020年度574.344ℓ（▲27％）

2021年度626,226ℓ

626,226×排出係数2.32＝1452.84432kg-CO2/世帯

➡1.45t－CO2/世帯
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